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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「どうですか？　このふんどしで、もう萌もえ萌えです──よね？」

　と、『強きよう行こう突とつ破ぱ　千ち里さと』は恥はずかしげに言った。

　制服であるセーラー服のスカートを少し摘つまんで、ゆっくりと一回転する。

　スカートの下にあったのは、ふんどし。

　そう、千里のマイフェイバリット萌えはふんどしだった。

　艶つやのある綺き麗れいな長い黒くろ髪かみはふわりと踊おどり、一五〇センチメートルにも届かない体に不ふ釣つり合いの大きな胸が柔やわらかそうにたぷたぷと動いた。

　それをただ眺ながめていた和かず馬まは、笑えみを浮うかべながら、溜ため息いきを一つ吐つく。

「それはそれとして、別のを考えようか。巳み忍にんの人じゃないんだから」

　否定するには可哀かわい想そうだったので、和馬はやんわりとそう言った。

「そうですか……いけると思ったんですけどねぇ……」

　席に着く千里は、ふんどしが思ったよりも共感を得られずにしょんぼりと俯うつむいた。

　生徒会が出来て、初めての会議。

　その議題は、『メイド萌えについて』だった。

　こんなにも拙つたなく、不ふ真ま面じ目めな議題について、彼らは真しん剣けんに話し合っているのだ。

「殺さつ気きちゃんの意見は？」

「……猫ねこ耳みみ」千里の言葉に、小さく答える一人の少女、『国こく士し無む双そう　殺気』。

　金きん髪ぱつの髪をツインテールに結ゆった、可愛かわいらしい少女だった。細く白い体は一二歳ほどに見えるロリボディ。身長は千里よりもさらに低い。

　椅い子すに座って、はらはらとゆっくり本をめくり、我関せずと、千里や和馬の顔も窺うかがわずにいた。読んでいる本は『ゾウも増毛したいぞ～』というミステリー小説。

「猫耳か……試ためしてみる価値はありそうだな」

　和馬はアゴをさすり、殺気の案に感心していた。

「あの──」千里は、申し訳なさそうに手を挙げる。

　殺気は本に落としていた視線をちらりと千里にやった。

「なんだい？」和馬は冷静に返す。

「ところで、メイドってなんでしょう？」

　上うわ目め遣づかいに、ミミズクのように体を縮こまらせ、恥じらいに満ちた表情のまま、この世界での常識を聞いた。

「千里さん、そんなことも知らずに会議を開いたの？」

　和馬は呆あきれて、微び笑しようを浮かべながら、溜息を吐く。

　千里は、こくりと小さく頷うなずいた。聞こう聞こうとしてはいたが、みんなが常識のように話をしているので、聞くのが恥ずかしかったのだ。

「……バカ……ゴミ……大好き」

　殺気は目をパチクリさせて、千里をじっと見つめた後、興味を失ったのか、また本に目を戻もどした。

「……ご、ごめんなさい。何も知らなくて」

「メイドってのは、ごく一いつ般ぱん的な萌えの一つだ。ちょっと殺気ちゃん、着き替がえて見てくれる？」

「……面めん倒どう……臭くさい……大好き」

「面倒と臭いの間を空けると、まるで俺が臭いように聞こえてハートがブロークンしちゃうよ！　あとで納なつ豆とうあげるから、千里さんのためにさ」

　納豆をくれるなら仕方が無い。と立ち上がった殺気は本にしおりを挟はさんで机に置き、千里によく見えるよう、位置を移動する。

　仕方が無い。納豆のためなら、仕方が無いのだ。

「……愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ」

　殺気の体から、金色の光が溢あふれだし、自身の体を包み込む。

　それは、炎ほのおのように揺ゆらめき、天てん井じようへと上っていく。

　これが、『フィクション』の『オーラ』だ。

　ここにいる人間はみんな『オーラ』を纏まとい、ほんの一いつ瞬しゆんで超ちよう人じんになることが出来る。

　大岩を軽々持ち上げ、車よりも速く駆かけ抜ぬけ、空も自在に飛ぶことが可能。まるでスーパーマンのようになれることから、このバカげた力を『フィクション』と呼んだ。

　そして、彼女たちが着ている制服は、フィクションのオーラに反応して、自在に形状を変化させる特とく殊しゆ素材で出来ている。

　誰だれもが、いつでも思い通りのコスチュームに着替えることが出来るのだ。

　そうでなくては、ここでは生きていけない。だからみんな、普ふ段だんから制服を着用する。

　制服が光を放ち、メイド服に変化していく。上と下が分かれていたセーラー服だったものが、黒地ワンピースとなり、その上から純白のエプロンが現れる。

　スカートはゴスロリ風。フリフリが幾いく重えにもヒダになり、ふわりと広がっていた。

（ふぁー。可愛いなぁ……これがメイドなんだぁ）

　ぱちぱちぱちぱち……千里が小さく拍はく手しゆをして、着替えの完かん了りようした殺気の姿に感かん銘めいを受けていた。

　瞬時に服を変化させた殺気は、何もコメントせずに、その姿のまま椅子に腰こし掛かけ、本の続きに没ぼつ頭とうした。

「これが、一般的なメイド萌えだ。メイドってのは本来、給仕をするモノだが、別に給仕という動作をしなくてもこの服装だけで、『萌え』として成立する」

　和馬は千里のように反応はしなかった。まるでディナーショーの司会者のような、変わらない表情でメイド服を紹しよう介かいする。

「今回相手をする奴やつらは、この一般的なメイド萌えに慣れてしまってる可能性がある」

「……逆に……一般的なメイドにしか……萌えない可能性」

　和馬の言葉に、小さな声で付け加える殺気。物事全すべてがどうでも良いような、感情が何も込こめられていない声だった。

「なるほどぉ……」

　腕うでを組み、目を閉じて頷く千里。和馬たちの言葉に聞き入っていた。

「どちらが正解かは、やってみないと分からない……さあ、どっちを選ぶ？　生徒会長、強行突破……千里さん」

　和馬は決して笑顔は見せなかったが、その声は楽しげだった。

　ただのメイド服で萌えを追求するか、猫耳を付けてバージョンアップさせる萌えにするか。ここが決まらない事には、先には進めない。

「あぅ……和馬さんがしたい方で」

　戸と惑まどいの目で、和馬を見る。和馬は優やさしそうな顔で首を横に振ふった。

「決めるのは、俺じゃ無い」

「じ、じゃあ──猫耳にします」

「もし、それが間ま違ちがっていたとしたら？」

　メイド萌えは重要。この選せん択たくは、生徒会の存亡に関かかわることなのだ。




「たとえ間違いだとしても……押し通してみせますっ！」




　大きくて真まっ直すぐな瞳ひとみ、根こん拠きよの無い自信に満ちあふれた小さな唇くちびるに、和馬は思わず、にやけてしまった。

　これだ。

　これなのだ。

　一見大人しくて、地味で、おどおどした性格に見えるが──この行動力。

　無む邪じや気きさ。愚ぐ直ちよくで恐おそれ知らず。信じたモノに突つっ走る純じゆん粋すいさ。

　それらは、和馬に無かったモノ。出会ったことのなかった存在。

　これが、彼女に惹ひかれた理由だった。

　ただのおどおどとした大人しい女の子だったなら、和馬は気にも留めなかったろう。

　だが、彼女は信念と夢を持っている。

　自分が弱いと知っているからこそ、強くあろうとする。

　それが、和馬は好きだった。

　千里はもう一度立ち上がり、そして両の拳こぶしを握にぎりしめる。

「やってみます……民衆を導く自由の女神ドラクロア」

　ぷるん。と誰が見ても巨きよ乳にゆうだと認にん識しきする胸が揺れるほど、足あし下もとから奔ほん流りゆうする赤いオーラ。それは瞬時に千里を包む。

　長く黒い髪はオーラを受けて広がり、セーラー服は変化を遂とげる。

　ふりふりのミニスカート。純白のエプロン。

　そして──

　タイガーマスク。

　そう、そこにいたのは、タイガーマスクだった。

「にゃー」

　猫ポーズをとる、タイガーマスク。

　決まった。完、全に、決まった。

　タイガーマスクは、きりっとしたドヤ顔をしている。

　猫耳と聞いた千里は、顔を完全に隠かくしてしまう虎とらのマスクを形成したのだ。

　和馬は口の端はしを少し上げて、笑いながら溜息を吐く。

「にゃーじゃねえよ。カンボジア人かお前は」

「ふえ！　あ、あれ？　萌えないんですか？」

　意外だと言わんばかりだ。ドヤ顔のタイガーマスクが焦あせりを見せていた。

「とにかく、猫耳は耳だけでいいんだよ。それじゃもう猫耳じゃなくて猫だ」

「はい……ごめんなさい。和馬さん」

「私は……そのままでも……大好き」

　殺気の言葉に、千里は虎の頰ほおを両手で押さえた。

　照れていることすら、ドヤ顔のタイガーマスクで分からない。

「ほ、褒ほめられる方が恥ずかしいです……あの、じゃあ猫耳ってどんなのです？」

「ふう。猫耳ってのは……ちょっと殺気ちゃん、オーラをこっちに伸のばさないで。殺気ちゃん？　さ、つきちゃーんっ！　ノゥっ！」

　天井へと立ち上っていた殺気のオーラが、まるで触しよく手しゆのように真横へ伸び、和馬を包み込んだ。

　刹せつ那な──和馬のブレザーやシャツも、オーラで形状が変化する。殺気によってメイド服に変えられ、頭にちょこんと猫耳が。

「可愛いですぅ～。和馬さんがいつもやってるそれが、猫耳だったんですね。はぅ～」

　甘えた声。とても幸せそうな声をタイガーマスクが出した。

　和馬は笑え顔がおを見せ、溜ため息いきを吐つく。……頰を真っ赤に染めて。

　バカな彼女と呆れる少年。そして静かに本を読む少女。

　これでも彼らは、真剣だった。

　真剣に、『メイド萌もえ』についての考えを出し合っていた。

　異様な生徒会。

　異様なのは、その議題だけではない。




　千里らがいるのは、『脱だつ衣い所』だった。




　そう、ここは『たった二人』の『浴よく場じよう生徒会』。

　活動拠きよ点てんは、『銭せん湯とう』なのだ。

　なぜこんなことになったのか。

　それは千里が猫を救おうとして、ガードレールに突っ込む所から始まった。
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『強きよう行こう突とつ破ぱ　千ち里さと』は、猫ねこを助ける練習を何度も何度も繰くり返してきた。

　幼い頃ころ、『フィクション』という力に目覚めて以来、いつか、この力を用いて車に轢ひかれそうな猫を救出する時が来ると信じていたからだ。

　そして、今がその練習の成果を見せる時だった。

　四国ほどの大きさを誇ほこる、太平洋上の学園都市──『升ます々ます学がく園えん』。

　人口約三〇〇〇万人弱という、巨きよ大だいな学園だ。

　ここにいるのは、全て『フィクション』の能力に目覚めた者たち。

　それは、遺伝子の突とつ然ぜん変へん異いによるミューテーションとも、化学実験のなれの果てとも、元々人間が持っていた火事場の馬ば鹿か力ぢからとも、霊れいの仕し業わざとも、宇宙人の仕業とも言われている。その全てが肯こう定ていされ、その全てが否定された。

　つまり、分からないのだ。この力が、何な故ぜ全ての『子供』に備わったのかが。

　早くて四歳。遅おそくても七歳には全ての子供が『フィクション』に目覚める。

　そしてその力は、二三歳～二四歳になる頃にふっと消え去る。

　それはまるで、ロウソクの火が消えたように。悪い夢が覚めたように。

　得体の知れない力。フィクションを持たぬ者、『大人』たちはそれを恐れた。

　精神の未熟な者が強大な力を持つと、それを自制することが出来ない。

　だから、『フィクション』は隔かく離りされた。

　ここは升々学園。反則級チートクラスの力を持つ子供だけの──『国』だ。

　その学園の中で最も栄えている『一いち期ご一いち会え区』の、駅から商店街を抜ぬけて住宅街に向かう大通り。静かな四車線の道路。四歳から二四歳までの若い人間ばかりの升々学園では、車の利用者は少ない。

　その力を用いれば、車などより速く走ることは容易だからだ。利用するなら、自転車を選ぶだろう。

　荷物を運ぶ者、趣しゆ味みでドライブをする者。疲つかれるのを嫌きらう者。

　そう言った人々だけが、車を利用する。

　一台のトラックが、制限速度を一いつ切さい気にしないスピードで走っていた。

　他ほかに車は見えない。だからこそ、どんどん加速していた。

　しかし──

「暴れ馬だーっ！」と誰だれかが叫さけんだ。トラックに突とつ進しんするように、どこぞのサラブレッドが車道へ飛び出した。

　升々学園では、コンクリートジャングルだろうが、趣味で乗馬をする人間もいる。それが人の手を離はなれてしまったのだろう。

「暴れ牛だーっ！」と誰かが叫んだ。トラックにロデオで使うような猛もう牛ぎゆうが突進する。

　升々学園では、住宅地のど真ん中で農場や牧場をやっている人もいる。もしかしたら、闘とう牛ぎゆうの最中だったのかもしれない。それが逃とう亡ぼうしたのだろう。

　車道に突とつ如じよ飛び出した馬やら牛やら。

　走っていたトラックは、それを避よけるためにハンドルを切り──

「暴れトラックだーっ！」と誰かが叫んだ。

　そこに、車道を横切ろうとしていた野の良ら猫が一いつ匹ぴき。

　暴れ馬がいなければ、あるいは暴れ牛がいなければ、トラックも暴れなかっただろう。一つの歯車が狂くるうと、全く予期せぬ悲劇に繫つながることがあるのだ。

　風が吹ふけば桶おけ屋やが儲もうかるように。

　それを、千里は見ていた。

　トラックへ突進する馬、頭を低くして車道を駆かけ抜ける牛──は眼中にはない。

　迫せまってくる危機を前に、ただ歩みを止めていた『猫だけ』を見ていた。

「民衆を導く自由の女神ドラクロアっ！」

　千里はフィクションを発動させる。一五〇センチメートルにも満たない全身から赤いオーラが力強く溢あふれ、さらさらの黒くろ髪かみがふわりと広がった。

　フィクションとは、『オーラ』だ。煙けむりのようでいて、気体ではない謎なぞの物質。

　中国の『気』とも、インドの『チャクラ』とも、西洋の『魔ま力りよく』とも言われている不思議な力。このオーラを発現させることで、人は超ちよう人じんとなり、ひとっ飛びでトラックの前に出ることが出来るようになる。

　一〇〇メートルを平均して三秒ほどで走りきれるぐらいに、フィクションは身体能力を高めることが出来る。──だが、間に合わない。もう猫の前にトラックは来ている。

　しかし、フィクションには、超人的な力を得る以外に、もう一つ特とく徴ちようがある。それは、個人個人だけが持つ固有能力。

　千里の『民衆を導く自由の女神ドラクロア』の固有能力は、『光速と同等の速さで動く』こと。

　その力を駆く使しした千里は、コンクリートが砕くだけるぐらいに踏ふみ込み、一いつ瞬しゆんで距きよ離りを詰つめ──




　ガードレールに頭から突つっ込んだ。




　何度も何度も練習したはずなのに。

　猫に触ふれることも出来ないまま、まるでミサイルのように突っ込んだ。

　……失敗した。と、後こう悔かいしても遅い。

　千里は光速で行動することが可能だが、その間、今の自分がどれだけの距離を進んだのかを正確には測れないのだ。

　長年、この能力と共に生きてきた。だから、大体は分かる。それでも、数メートルほどの誤差が必ず生まれてしまう。

　能力発動時間は、刹那よりも短くしなければならない。

　だからこそ、何度も練習した動きだった。

　だが、実際は──

　練習の時と違ちがって、うまくいかないなんてことは、スポーツでも言えることだ。

　まるでバドミントンの羽みたいに黒髪が広がったまま、ガードレールに頭を突っ込んでいる千里。

　この街の建物は全すべて、フィクションによって作られていて、頑がん丈じようなモノだ。

　中でも安全性が必要なガードレールは、新幹線が突っ込んでこようが傷一つ付かないように作られている。しかし、光速で頭ず突つきをされたガードレールは今、紙のように簡単にへしゃげ、その向こうにある建物は衝しよう撃げき波はによって破は壊かいされていた。

　その、一部始終を見ていた一人の少年がいた。

　身長一六五センチメートル。細身の体つきをした、男子高校生。

　ケンカなど一度もしたことが無さそうな、カラオケに行ったこともなさそうな、お化け屋や敷しきに入ったこともなさそうな、そんな奥手そうな少年。

　笑顔を見せながら、はあ。と息を吐はく。

　呆あきれたときはむしろ笑顔になってしまう。『行こう雲うん流りゆう水すい　和かず馬ま』はそんな癖くせを持った少年だった。

「普ふ通つう、失敗するかね？」

　ガードレールに頭を突っ込ませている千里を見て、和馬はやれやれと首を振ふる。

　そして、そんな彼女を横目に見ながら、和馬は歩道から車道へと歩いた。

　辺りを見回す。

　千里の他に、フィクションを発現させている人間が『三人』いた。

　一人は馬を見ている。

　一人は牛を見ている。

　つまり、みんな千里が猫を助けると思っていたんだろう。

　次の瞬間、きっとみんなの視線が千里に向けられるだろう。

　そして、『普通、失敗するかね？』と感想を抱いだくことだろう。

　その頃には、もう猫は轢き殺されている。

　一番最初に気付いたのが、和馬だった。

「これは、俺が猫を助けるべきかな」

　なんて呟つぶやきながら、猫のところまで歩く。

　フィクションを発現させていた最後の一人が、和馬だったのだ。

　──全てのモノがぴたりと静止していた。

　まるで絵のように、停止ボタンを押したビデオのように、ただ、硬こう直ちよくしていた。

　これが、和馬が固有しているフィクション能力『最後の晩餐ダ・ヴインチ』だ。

　千里の『光速移動』に対して、和馬の能力は『時を止める』こと。

　止まった世界の中で、淡たん々たんと和馬はトラックに対して敵意を剝むき出しにしている猫を摑つかみ、それをガードレールに突っ込んでる千里のたわわに実った胸に押しつけた。

　さらに千里の腕うでを取り、がっしりと猫を固定させる。

（これで大だい丈じよう夫ぶかな……）

　最後に問題がないかを簡単に確かく認にんし、フィクションを解除する。

　コンクリートに体を打ちつける千里。

　馬は空へぽーんと打ち上げられ、牛はまるで人形のように走っている姿のまま固まって横転していた。

　それぞれが、何かしらのフィクション能力によって行われたのだろう。

　トラックはなんとかブレーキをかけて止まる。運転手は見るからに小学生の少女だったが、事故が起きていればすぐにでもオーラを纏まとい、フィクションの固有能力を発現させていたことだろう。

　そう、この『升々学園』にいる人間に、弱い人間はいない。

　誰もが、反則級。チートクラスの能力を持っている。




『自分が最強だと思うな。他人もまた、最強の一人なのだ』




　誰もが誰かに絶対勝てない。それが、この学園の常識。

　それはまるでロックペーパーシザーズじやんけんのようだ。

　和馬は何事も無かったように、歩道を歩く。

「ふみゅうぅ。痛いですぅ～って……あれ？」

　千里は頭を押さえる。四四口径の銃じゆう弾だんをモノともしないフィクションのオーラを纏まとっていても、ダメージが残っていた。

　頭に手をやったことで、ぴょんと猫が飛び降りて、ビルの間に逃にげていった。

　何が起こったのか分からない。千里は猫を助けられなかった。だから、すぐにまた光速で移動して、猫を助けようと思っていた。

　だけど、すでに自分は猫を抱いていた。

　──分からない。

　ただ、先ほどまで反対車線の歩道を歩いていたはずの和馬が、目の前を歩いていた事だけは分かっていた。

　それは、和馬にとって誤算だった。まさか、千里が和馬をずっと見ていたとは、思いもしていなかった。

「ま、待って下さい」

　千里は乱れた長い黒髪をささっと整えながら、和馬の背中に震ふるえた声で呼びかける。

　光速で移動できる自分よりも速い。

　それこそ、その強さこそ、千里が追い求めていたモノだった。

　人を引き留めるなんて、奥手な千里にはとても勇気がいることだった。

　だけど、その勇気を振り絞しぼる。

　彼女の目的を達成するためには、逸いつ材ざいが必要となる。和馬ほどの強力なフィクション能力者を、逃のがすわけにはいかなかった。

　やっと、やっと会えたのだ。運命的なモノを感じて、千里は少し興奮していた。

「待って下さーい」

　無視して歩みを止めない和馬に、千里はもう一度呼びかけた。

　しかし、和馬はすたすたと歩みを早める。

　千里も早足に追いかけ、和馬を追い抜ぬいた。

「あの！　話を聞いて下さい」

　真しん剣けんな表情で、和馬を見上げる。

　千里と和馬では身長差が二〇センチメートルほどもあるので、必然的に、見上げて話をするようになる。上うわ目め遣づかいに猫ねこのような大きな目を向けられ、和馬はたじろいだ。

「はい。どうぞ」

　頭をぽりぽりと搔かいて、和馬は立ち止まる。目の前にまで出られたら、むしろ逆に相手をして、さっさと追い払はらってしまおうという魂こん胆たんだった。

「え？　ええ？　いいんですか？」

　さっきと打って変わった態度に戸と惑まどう千里。

「はい。どうぞ」

　和馬は誰が見ても面めん倒どう臭くさそうな顔をしていたが、千里は見ていなかった。

「あの……えっと……私に……その、私を……その、た、助けて下さい！」

　決して目を合わせず、人差し指の先をちょんちょんと合わせ、少し頰ほおを赤らめている。

　どうやら、勇気を出して声を掛かけたのはいいが、知らない人間と話すのが緊きん張ちようするようだ。

「無理です。すいません。じゃ──」

　さらりと躱かわして、和馬は先に進む。あまりにもあっさり返されたので、千里は目をぱちくりさせる。

「………………ふぇ！　ま、ままま待って下さい！」

　がっしりと腕を摑まれてしまった。しかし、和馬は気にせず進む。

　ずるずると引きずられる千里は、それでも手を離はなさなかった。ここまで来たら、後には引けない。

「やっと見つけたんです！　最強の人を！」

「最強なら、そこらにごろごろ転がってるよ。ここは、そういう場所だ」

「そうなんですけど、私は、和馬さんを探していたんです！」

　千里の言葉に、足を止めてしまった。

　彼女の目的は、始めから和馬だったのだ。

（俺を──探していた？　この子は……何者なんだ？）

　そこで、和馬は千里の顔をマジマジと見ることが出来た。

　透すけるような白い肌はだ。洋よう菓が子しのように甘ったるい声。小さな口元に、大きな瞳ひとみ。

　背は低かったが、胸は大きい。Ｆ……いや、身長から考えれば、Ｇカップはあるだろう。清純で、清潔感のある長い黒くろ髪かみは、匂においを嗅かぎたくなる魔ま力りよくを秘めていた。

「手伝って……くれませんか？」

　立ち止まってくれたことに、千里は期待して目を輝かがやかせていた。

　和馬を狙ねらう者──という感じには……見えない。

「無理です。すいません。じゃ──」

　脅きよう威いはないと判断した和馬は軽く会え釈しやくをして、千里の横を通り過ぎていく。

「ふえぇ！　ま、待って……待って下さいいぃぃぃいいっ」

　期待を裏切られて、半泣き状態だったが、それでも千里の心は折れない。

　ずるずるずるずる……

　まるで扇おうぎの形を作る組み体操をするように、斜ななめになって踏ふん張るが、それでも千里は引きずられていった。

（やれやれ）振り返って、再度丁てい重ちようにお断りしようとしたが、そこに千里の姿はなかった。

　ガン。という鈍にぶい音に、和馬は目を向ける。

　車道を渡わたった向こうに、千里は光速移動していた。

　当然のようにブレーキをかけることが出来ず、顔面から壁かべに激げき突とつしていた、その音だった。

　何をしているのかと様子を窺うかがうと、そこには泣いている少女が一人。

「どうしたんですか？　迷子になっちゃった？　所属してる生徒会は？」

　七歳か八歳か。とにかく、升々学園に来て間もないであろう少女。フィクションに目覚めてしまったために、故郷や家族と離れて、ここに送られてしまった子供がいた。

　誰だれだって、ここに来た初めの頃ころは、寂さびしくて泣いてしまう経験がある。当然千里にも。だから、気持ちの分かる千里は放ほうっておけなかったのだろう。

「蒼そう鷹よう生徒会ですね。ちょっと連れん絡らくしてみます」

　強打した鼻を押さえつつも、携けい帯たい端たん末まつで少女の所属している生徒会を探す千里。

　この学園にいる人間は、誰しもがどこかの『生徒会』に所属しなければならない。

　親がいないため、指導する者が必要になるからだ。

　それは、来たばかりの幼い少女でも同じ。

　千里の連絡を受け、ものの五秒足らずで、『蒼鷹生徒会』の人間であろう女性が飛んできた。千里は泣いていた少女を預けると、少女はありがとうと笑え顔がおを千里に向けた。

　まるで、千里の屈くつ託たくのない笑顔が移ったかのような、可愛かわいらしい笑顔だった。

　そんな光景を微ほほ笑えましく見ていた和馬だったが、立ち止まってしまった事を後こう悔かいして、そそくさと歩き出す。

「か、和馬さん！　待って下さいいいいぃ」

　ずるずるずるずる……光速でうろちょろする千里から逃げられる訳もなく、また服を摑まれてしまった。

「お前はどうしたいんだよ！　俺を捕つかまえたいのか、迷子を助けたいのか、なんでもやりたい政治家か！」

「ど、どっちもです。……だって、困ってる人は……放っておけないじゃないですか」

「俺が今、困ってるんだよ！」

　埒らちがあかないと、和馬はフィクション能力『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を発動させる。

　刹せつ那な、和馬以外の全すべての時間が停止した。

　さすがに、目の前から姿が消えれば千里も諦あきらめるだろう。

　だが、それはあまりしたくないことだった。

　最後の晩餐ダ・ヴインチで時を止めている間、和馬の体温は徐じよ々じよに上がっていく。

　さっき発動した分で、すでにインフルエンザにかかったような熱を帯びていた。

　少し歩く程度では体温が元には戻もどらない。

　出来れば、こんな短時間での連続使用はしたくなかった。

　次は何秒止めていられるのか──

　フィクション状態でジャンプをすれば、たちまち空も飛べてしまう。

　和馬は近くにあるビルの屋上に降り立ち、そこから千里をちらりと見下ろした。

（変な奴やつだったが、可愛かったな）

　背が小さくて、顔も声も可愛い。さらにおっぱいが大きい。

　逸材だ。──こと、この升々学園においては。

　彼女ならば、仲間のフィクション能力次し第だいで、一〇四八ある生徒会全てのトップに君臨出来るかも知れない。

（なんてな）和馬は薄うすく笑みを浮うかべて、帰路につく。

　誰もが『最強』の能力を持っているこの升々学園では、誰もがトップになる可能性を秘めている。

　それでも──無理だ。生徒会のトップ、『大生徒会』は、いわば政府や王族のようなモノ。その所属人数は人口の過か半はん数すうを超こえており、升々学園全土を敵に回すこととなる。

（もし……もう一度彼女に会うことがあれば、少し話を聞いてもいいかな。あ、しまった……せっかく最後の晩餐ダ・ヴインチを使ったんだから、パンツを見ておくべきだった）

　そんな事を思いながら、帰路につく。

　面めん倒どうな人間に会わないよう、注意して。

　ファミレスや居酒屋、牛ぎゆう丼どん屋やステーキハウスといったチェーン店みたいな飲食店が建ち並ぶこの直線を抜ければ、もう住んでいるアパートが見えてくる。

　空を見上げれば、青空。

　四月の寒さが残る、爽さわやかな青空だ。

　飛行機雲のようにフィクションのオーラで線を引きながら、飛んでいく人が見える。

「元気だねぇ～。ステルス戦せん闘とう機に乗りたてのパイロットみたいだねぇ～」

　薄く笑みを浮かべて溜ため息いきを一つ。

　空は渋じゆう滞たいも人混みもない。──だが、目立つ。しかも、全力疾しつ走そうするよりも疲つかれる。

　フィクションに目覚め始めた頃は、みんな空を飛んで移動したくなるものだが、次第に労力に合わないと感じて、徒歩になっていくものなのだ。

　人にじろじろ見られるのが嫌きらいな和馬には、空を飛んでいくなんて考えられないことだった。

　そう、出来ることなら、猫を助ける事もしたくなかった。

　そのせいで、変な女の子に絡からまれた。

　やはり、ひっそり生きるに限る。

（あの子は……白か）

　空を飛ぶ女の子のパンツを凝ぎよう視しする。フィクションを使えば、双そう眼がん鏡きようを使ったように遠くを見ることも出来る。空を飛んで通学をしようという素人しろうとだ。わざわざフィクションを駆く使ししてパンツを覗のぞいたりしないだろうと、見せパン等の覗き対策をしていなかった。

（ふっ、甘い甘い……）

　覗くことが出来るパンツがそこにあるならば、当然覗く。それこそ、持てる力を全て使ってでも。それが、男ってモンだ。

　なんて思っていたら──




　落とし穴にはまった。




　そりゃあもう、ずっぽりと。

　和馬は何が起こったのか、一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　気がついた時には、すでに脇わきの辺りまで……

　住んでいるアパートまでは、あと三分ぐらいで着く。

　だから、油断していたところがあった。

　和馬は泣いた。

　手で顔を押さえながら、しくしくと泣いた。

（……あれだけ格好付けて……罠わなに掛かるなんて……）

　何より、格好が悪い事に、泣いた。

　手は、コンクリートの上にあった。足は穴の底に付いている。

　マンホールに落ちたという訳ではなさそうだ。

　ちょうど、和馬がずっぽり入れるよう、調整されている落とし穴。

　空とパンツばかりを眺ながめていて、下を見ていなかったのが原因だろうか？　いや、注意深く地面を観察していてもはまっていただろう。それほど巧こう妙みように作られた、落とし穴。

　脇辺りだったら這はい出すのは簡単だと思いきや、がっちりはまって抜ぬけ出せない。

　まるで底なし沼ぬまや流砂に落ちたような感覚。

（モンスターハンターのドラゴンのような気持ちだな）

　穴の中はぬめぬめしていて、踏ん張りが効かないよう、計算されている穴だった。フィクションを用いても、びくともしない。

　ということは、時を止めようが変わらないと言うこと。

　方法が無ければ、どれだけ時間を止めても同じ。それが、和馬の唯ゆい一いつの弱点と言っていいだろう。

　誰かが通りかかるまで、じっとこのままでいるしかない。

　人通りの激しい飲食店が建ち並ぶエリアは、すでに通り過ぎてしまった。

　今、周りには広い空き地があるだけ……人の気配は、ない。

（参ったな。誰だよ……こんな所に落とし穴なんか作った奴は……まあ、どうせあいつだろうけど）

「まんまと引っかかりましたわね。ついでに寄ってみて正解でしたわ」

　その答えが、声をかけてきた。

　腕を組んで、仁に王おう立ちする少女の名前は『明めい鏡きよう止し水すい　明あ日す菜な』。

　みずみずしい肌はだ。身長は一五五センチメートルほど。

　きらきらと輝かがやくツーサイドアップの髪かみと強気な瞳ひとみ。少しでも自分を大きく見せるためのヒールを履はいて、制服のスカートは、まるで水のようにゆらゆらと揺ゆれている。

　髪と服がきらきらと輝いているのは、彼女の能力によってびちょびちょになっているからだ。

　オーラで触ふれたあらゆるモノを液体化させ、それを自在に操あやつる『豪奢・静寂・逸楽アンリ・マテイス』のフィクション能力者。それが、明日菜だった。

　フィクションによってもたらされる固有能力は、誰にも知られたくないモノだ。

　だが、彼女は違う。堂々と、自らの力を誇こ示じする。

　絶対的自信。その表情には、その一点だけの感情が、全面的に現れていた。

「な、何か言いなさいっ！」

　そんな自信たっぷりの表情が、真っ赤に染まる。

　颯さつ爽そうと登場したのはいいが、和馬に全く相手にされていなかったため、恥はずかしくなったのだった。

「よう、明日菜。久しぶりー」

「なんてフレンドリーですのっ！　もっと悔くやしそうな顔をするべきですわ！」

　顔を赤くさせたまま、一歩後ずさる。

「この落とし穴、お前の仕し業わざだな？」

「ほう。──何な故ぜ、そう思うのです？」

　和馬の鋭するどい眼光に、明日菜は満足げな表情を浮かべて、また仁王立ちに戻った。

「俺の力がどの程度なのかを熟知してるし、お前の『豪奢・静寂・逸楽アンリ・マテイス』なら俺専用の絶対抜け出せない落とし穴なんか作るのも一瞬だろうからな」

「そうじゃなくて、ワタクシの気持ち、動機はなんだと思ってるのか──と聞いてるんですの」

「俺を捕まえたかった」

「五〇点ですわね。わかってらっしゃるくせに……さあ、今日こそ、ワタクシのモノになりなさい！　一言『愛する』と誓ちかうだけで、そこから出して差し上げますわ」

　ふふん。と鼻を鳴らし、イタズラな瞳で見下ろす。

「ここ一週間、顔を見ないから、諦めたと思ったんだがね」

「格好つけて喋しやべっても、その状態だと格好良くありませんわよ」

（誰のせいでこうなったと思ってるんだ）

　和馬は仕返しとばかりに、仁王立ちしている明日菜の足にそっと触れた。

　すると──

「あん[image: ]」明日菜は頰ほおを赤く染め、恍こう惚こつな表情を浮かべながら、小さな嗚お咽えつを漏もらす。

「良いこと！　ワタクシに──あん[image: ]　相応ふさわし──やん[image: ]　あなたしか──んっ[image: ]　もうっ！　触さわらないで下さいますっ？」

　話の腰こしを折りに折られて、明日菜は怒いかりにまかせて和馬の頭をヒールで踏ふみつけた。

「相変わらず、お前は面おも白しろいな」

　げしげしと踏みつけられながらの言葉に、明日菜は顔をリンゴみたく真っ赤にさせた。

「な、なななな何をいってらっしゃるのか、ワタクシには──あぁん[image: ]」

　明日菜は豪奢・静寂・逸楽アンリ・マテイスの代だい償しようとして、異性に肌を触れられるだけで、過か敏びんに反応してしまう体質になっていた。

　和馬は時を止めている間だけ体温が上がっていくという一時的な代償を払はらうが、明日菜の場合は、絶えずずっと代償が残ってしまっている。

　それは、和馬だけが知っている明日菜の弱点だった。

　それを知ってしまったが故ゆえに、今もこうして明日菜に言い寄られている。

「と、とにかく、あなたは責任を取って──んっ[image: ]　さっさとワタクシの──ふっく[image: ]　モノにならなければ──ていっ！　ならないのですわ！」

　思いっきり脳天にチョップを食らい、和馬は力ちから尽つきた。

　頰を染めた明日菜はふーふーと息を整えて、ぞくぞくと体を走る快楽の余よ韻いんを抑おさえるように体を抱だく。

「イヤだと言ったら？」

　和馬の言葉に、ふふっと明日菜が不敵に笑う。思い通りにならない苛いら立だちの反面、そう簡単にうまくいかないことを楽しんでいた。

「ずっと、そのままでいることですわね」

　捨て台詞ぜりふを残して、くるりと踵きびすを返し、ゆらゆらと水のように揺れる制服を翻ひるがえして去ろうとした明日菜のふくらはぎを、和馬はさわさわとさすった。

「らめええぇぇぇ～[image: ]」

　明日菜はびくびくと体を震ふるわせたあと、和馬をヒールでぐりぐりと抉えぐるのだった。







　五分……一〇分……一五分……

　落とし穴にはめられたまま、一人放置されていた和馬は、ずっとコンクリートの地面を眺めていた。

（明日菜の奴やつ……次に会ったら、どうやって遊んでやろうか）

　と、復ふく讐しゆうの炎ほのおに油をがんがん注いで大きくさせるには、十分な時間だったろう。

　最後の晩餐ダ・ヴインチの副作用によって急激に上がった体温も、すでに平熱まで落ちている。

「あっ」声がした。可愛かわいらしい女の子の声だ。（これで助かった）と見上げた和馬は、希望に満ちた表情から笑え顔がおを見せて……溜ため息いきを吐つく。















「こ、こんにちは……何をしてるんですか？」

　そこには、少女の姿があった。長い黒くろ髪かみにも、大きな胸にも見覚えがある。

　千里だった。まるで雨に濡ぬれた子犬でも見るような、静かで寂さみしげな表情だ。

　よりにもよって……

「ちょっと、はまりにはまってしまってね。出られないんだよ」

「ふぇえ！　それは……大変ですね」

　怯おびえた表情の千里は、きょろきょろと辺りを見回し、そして、しゃがみ込む。

　どうせ、明日菜のように『力を貸してくれれば助ける』という取引を持ちかけられるだろうと踏んでいた。が──予想に反し、千里は和馬の腕を摑つかむ。

「何してんの？」

「ん～っ！」芋いもでも引き抜くように、思いっきり腕を引っ張られる。

「痛い痛い痛い痛い！　腕取れちゃうよ！　腕取れちゃうよ～」

「ダメですね。はまりにはまってしまって……」

「もしかして……助けて……くれるのか？」

　和馬は、驚おどろいて目を丸くしていた。

　同じように、千里もきょとんとしていた。

「当然です」

「お前に力は貸さないぞ？」

「それは、さっき聞きました」

「じゃあなんで助ける？」

「困ってるからです」

　和馬は言葉を失った。困っているから、助ける？　さっきからの言動は本心で言っていたのか？　そんな偽ぎ善ぜん者が、まだこの学園に存在していたのか？

「んーっ！」

「だから痛い痛い痛い痛い……ちょっと待って！」

　おかしなモノだ。

　さっきまで変な奴だと見下ろしていた和馬が、今は見上げている。

　見上げた首を水平に戻せば、目の前にはしゃがんだ女の子の足──そして、その奥にあるピンク色をした布地。

　千里にパンツが見えていると指し摘てきするべきなのか悩なやんだが、やっぱり見ておきたいので言わないことにした。

「むやみに引っ張らないで。いっせーのせでやろう」

「わかりました」

「いっせーのー「セルビアモンテネグロ！」」

　ぐっと和馬が這はい出そうと動き、千里の体がオーラに包まれる。

　ずるるるる……少し引っ張るタイミングがずれたが、なんとか脱だつ出しゆつ成功。

　フィクションの力を駆く使しして引っ張られた腕が無事に動くかを確かく認にんする。

　脱だつ臼きゆうしてもおかしくなかったが、幸い関節もどこも異常はなさそうだ。

「気合いを入れる声のせいでタイミングがあれだったけど、助けてくれてありがとう」

　全身をローションのようなぬるぬるの液体が覆おおっていた。溶とけたアスファルトなのか明日菜の能力なのか。

（これは、すぐには取れないな）

「困った時は自業自得です」

　にっと白い歯を見せて笑う。まるで、天使のような笑顔だった。

「お互たがい様じゃないんだ」

「……っ！　……ぅう～。間ま違ちがえましたぁ」

　間違いに気付き、恥はずかしさのあまり千里は顔を真っ赤にして俯うつむいた。

　和馬はじっと、見返りをいつ要求してくるのか待っていた。だが、照れて俯きつつも、どこか幸せそうに見つめてくるだけの千里。

　沈ちん黙もくに耐たえかねた和馬はそれを促うながした。

「他ほかに何か言いたいことは？」

「ぇっと……ぁの……ょ、良かったら……ぉ茶しませんか！」

　普ふ通つうなら男が誘さそうような言葉を、千里は発した。一ひと摑つかみの勇気を全すべて吐き出すように。控ひかえめな性格が前面に出てしまっているのか、言葉の頭がほとんど聞き取れない細々とした声だった。

　和馬は笑顔を見せて、そして溜息を一つ吐く。

　やっぱり、損得無しで人を助ける、ガンジーやマザーテレサのような人間が、この升々学園にいるわけがないのだ。

「どうしてそこまで俺を？　他にもいっぱい強そうな奴はいるだろ？」




「だって、あなたが時を止めるフィクション、『最後の晩餐ダ・ヴインチ』の和馬さんですよね？」




　和馬は驚きを隠かくせなかった。だが、目を丸くするのではなく、抜ぬき身の刀身のように細めていた。彼女は、最初から、和馬を知っていたのだ。名前だけではなく、能力まで。

　もしかしたら、全てを知っているのかもしれない。

　もし、和馬の全てを知っているのであれば──『敵』だ。

「どうして、そう思うんだ？　それに、人の能力を他人へ口外するのは、校則で禁止されてるはずだ」

　誰がどんな能力を持っているかが分かってしまうと、生活に支障が出てしまう可能性があるため、本人以外に能力の内容を口に出すのは厳げん罰ばつとされている。

　例えば、本屋さんの店員がどういう能力を持っているかがわかれば、客は万引きし放題になるだろう。しかし、自分がどれだけ万引きに向いている能力を持っていても、相手の能力が分からなければ捕つかまる可能性がある。フィクションとは、抑よく止し力りよくでもあるのだ。

　学園を統とう括かつする大生徒会に知らせれば、たちまち千里は停学処分を受けるだろう。

　升々学園はその国自体が学校。停学とは即すなわち、懲ちよう役えき刑けいを指す。

「あ……そうでした……どうしよう……私……」

「もし俺がその和馬じゃなかったら、君、一〇年以上停学処分を受けるんだよ？」

「ふぇええ！　じゃあ、和馬さんじゃ……ないんですか？」

　重大な事に気付いたと、千里は口に手を当てた。そして、今にも泣き出しそうな顔で和馬を見上げている。まるでチワワのような愛らしさだ。

「間違っては、いないけどさ」

　ぽりぽりと頰ほおを搔かいて、和馬は視線を逸そらした。不思議な気持ちだった。どうして敵の可能性もあるはずの少女に、胸がときめいてしまうのか。

　それは、付き合いの長い明日菜にも感じたことのない、初めての感情だった。

「はあ……それは良かったです。もう、むやみに口外するのはやめます」

　ほっと胸を撫なで下ろす。一つの事こと柄がらに一いつ喜き一いち憂ゆうする。そんな千里に笑顔を見せた和馬は、溜息を吐いた。

「バーカ」

「ふぇー。い、いきなりなんですか！　もうっ！」

「で、君の名前は？」

「え？　あ、わ、私は『早そう雲うん生徒会』所属の『強行突破　千里』って言います！」

　突とつ然ぜん名前を聞かれて、慌あわてながら名を名乗る千里。

　和馬は驚きに、目を大きくさせる。全く、彼女には何回驚かされるのだろうか。

「強行突破家と言えば、御ご三さん家けの一つじゃないか。そんな名門のお嬢じよう様さまが、なんで俺のところなんかに──」

　と、そこまで声に出して、和馬はなるほどと頷うなずいた。

　強行突破家と言えば、升々学園の歴史上、トップクラスの人材を何人も輩はい出しゆつしてきた名門御三家の一つだ。

　バカという言葉は、学が無いという事では無い。足し算が出来なくても、一度行った場所や目にしたモノを記き憶おく出来る人間だっているのだから。

　名門家のお嬢様。だから、世間の事を何にも知らない。ただ、知らないだけなのだ。

「あ、あの、あなたなら、奪うばわれた施し設せつを取り返してくれるって信じているからです」

　おどおどとした態度なのに自信満々な所が、よりバカさを際きわ立だたせていた。

「……本気なんだな？」

　和馬の言葉に、千里は強く頷いた。瞳ひとみの中にあったのは、強い信念。若さ故ゆえの、バカ故の真まっ直すぐな瞳だった。

「手伝って、くれませんか？」

「本当に、俺じゃないとダメなのか？」

「はい！　和馬さんじゃないとダメなんです！」

　どうもその部分が気になって仕方が無い。どこまで本気で言ってるのか。

「その根こん拠きよは？　初対面の男のどこに信じる要素がある？　他人から話を聞いただけだろ？」

「私は神様を信じています。まだ会ったことないですけど、サンタさんも宇宙人さんも信じています。それ以上に、私は和馬さんを信じます。だって、出会えたんですもの！」

「矢や追おい純じゆん一いちかお前は。……じゃあ、俺のために何でも出来る？」

「は、はい！　やってみせます。ダメだとしても、無理だとしても、どんなことでも押し通してみせますっ！」

　決意と熱意。前だけを向いて歩いてきた人間。あまりに純真で、あまりに無む垢くだった。

「じゃあ、今すぐおっぱいを見せて。君にとって俺が神やサンタと同義なら、それぐらい出来るだろ？」

　和馬は、真顔でそう言った。

　今までのバカな態度が演技なのか、どこまで本気なのかを見み極きわめるために。

　罵ののしるか、戸と惑まどうか、はぐらかすか。はたまた、別の手で来るのか──

「………………ふぇえええ」

　かーっと、またリンゴのように耳まで赤くなった。眉み間けんにシワを寄せて、ぎゅっと目を瞑つぶって、震ふるえる手で──

「こ……こう……ですか？」

　服をまくしあげ、ピンク色のハーフカップブラに包まれたおっぱいをさらけだした。

　低い身長と華きや奢しやな体には不ふ釣つり合いなほどの、たわわなおっぱい。

　和馬はびっくりした。

　本当だったのだ。あのアホのような考えは。

　口にした言葉が、真実であると語るのに、十分な早さだった。

　どうして、これほどまでに和馬を信じられるのか。

　それが何よりもびっくりした。

「……えー、千里さん、だっけ？」

「は、はいっ！　千里ですっ！」

「君はいつもそうやって、誰にでもおっぱいを見せるの？」

「いつも？　いえ、今日が初めてです！　和馬さんが……見たいって言ったから……」

　千里は手をぱたぱたと振ふったあと、恥ずかしそうにまた少し俯いた。

　見たいと言ったから見せた。──確かに、女性に向かって堂々と「おっぱい見せて」などと言う人間はいないだろう。見せて欲しいと思っていても。

「人におっぱいを、そう簡単に見せちゃいけません」

「はっ！　やっぱりそうなんですかっ？　じゃあもう見せませんっ！　はあ……」

　瞬しゆん時じに服を下ろし、胸を両手で覆う。胸を見られたというのに、千里は何な故ぜかほっと胸をなで下ろしていた。

　この子は、こういう子なんだと理解した。人を疑う事を知らない。性善説の最たる姿。

　ちょっとした事でも、激しく感情が動く、天てん真しん爛らん漫まんな性格。

　天然という名のバカ。常識知らず。

　それらは、見ていて楽しいモノだった。なぜなら──それら全てが、和馬にないモノだったから。和馬にないモノを全て集めたようだったから。

「あははは」と笑いが零こぼれ、和馬はまた目を丸くした。笑い声を上げたのは、何年ぶりだろうか。

　また──驚おどろかされてしまった。

「もう、ひどいですぅ。笑わないで下さいよぉ」

　と言いつつ、バカにされたのが恥ずかしくなって、顔を赤くして千里も笑ってしまった。

　二人でずっと、バカみたいに笑った。







　──その日から、和馬の前に千里が現れるようになった。

　駅前で待ち伏ぶせをされ、姿が見えるや綺き麗れいな黒くろ髪かみを翻ひるがえし、目の前へ笑え顔がおでやってくる。

「かーず、まさん。今日はお茶してくれますか？」

「はいはい。ご飯は昨日食べたでしょー」

　だがその都度、和馬は軽くいなして『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を使い、逃にげ切ってきた。

　そんなことを五日ほど繰くり返したある日。

　とうとう、和馬の家が千里にバレてしまったようで、アパートの前に、ずっと体育座りをしている千里を発見した。

　和馬はそれを遠目で見るや、千里に発見されるよりも早く、近くの公園へ避ひ難なんする。

　そして、四月を象しよう徴ちようするように咲さき誇ほこる桜の下、ベンチに横たわった。

（根比べ──って奴やつだな）

　そのまま、時間を潰つぶす。さすがに、家に帰ってこなければ、千里も諦あきらめるだろう。

（明日はどう出てくるかな）

　なんて考えて、和馬は千里に会うことが面おも白しろいと感じていたことに気付いた。

　目を閉じる。「手伝ってやりたい」という気持ちがない訳ではない。でも──

　肌はだ寒ざむい春風に吹ふかれながら、和馬は眠ねむりに落ちた。

　それから、どれだけの時間が経たったのか分からない。一時間か、二時間か。

　ぐ～。

　掛かけた覚えのない目覚まし音。まるで巨きよ獣じゆうが鳴いたような音がして、目覚めた和馬は、ある異変に顔をしかめた。

「あ、目が覚めました？」

　可愛かわいらしい声に、ゆっくりと目を開ける。が、開くことが出来たのは右目だけだった。

　そこにあったのは、おっぱい。

　なんと、氷ひよう囊のうが如ごとく、和馬の左目の上に『おっぱい』が乗っかっているのだ。

　ある異変とは、柔やわらかい枕まくらの存在だった。

　千里の太ももに頭を乗せて、サイズの小さいボロボロの毛布を体に掛けられていた。

「何してんの？」

　千里の大きな下っぱいを眺ながめつつ、その先にある可愛らしい顔へ問いかける。

「一度起こしたんですけど……起きなかったんで、毛布を持ってきたんです」

　本来、膝ひざ枕まくらでおっぱいが顔に乗っかることはない。

　身長が低いということは、座高も低いということ。さらに、Ｇカップとも予想される大きさ。

　身長が一四二センチでＤカップ。一四五センチでＥカップ。これが膝枕において、おっぱいが当たるのに必要な条件だ。

　正座でもいけない。猫背になっていることは最低条件だ。

　全すべての条件が整ったとき、細身だが柔らかくすべすべの太ももとおっぱいのサンドイッチが完成する。ただ当たるのではない。むにゅっと乗っかっているのだ。

　千里は男にとって、膝枕にとって、絶ぜつ妙みような体型をしていた。

　触しよつ覚かく的心ここ地ちよさはもちろんだが、それ以上に絶景。

　桜、女の子、おっぱい。

　なんと美しいことか。

　千里は、おっぱいが顔に当たっていることに気を掛けていなかった。いや、もしかしたら気付いていなかったのかもしれない。

　これは、サンドイッチにしてやろうと思ってやった訳ではないのだ。

（…………はっ！　幸せすぎて思わず時を忘れていた！　他人に最後の晩餐ダ・ヴインチを使われたら、こんな感じだろうか。危ない危ない）

　和馬は上体を起こし、捨てられた子犬と一いつ緒しよに段ボールに敷しき詰つめられていそうな、使い古されたボロ毛布を取る。

「もっと良い毛布はなかったのかよ」

「……ぅう。すいません……これしかないんです」

　和馬は、顔を上げる。

　夜桜が、綺麗だった。桜を見ると、新たな挑ちよう戦せんをしたくなる。始まりの季節。

　見るモノ全すべてが、和馬の背中を押しているようだった。

（根比べは──俺の負けでいいや）

　この膝枕も、和馬を説得するためではなく、ただ単純に、寒そうだから毛布を掛け、ただ単純に、ベンチが堅かたそうだから、枕になっただけ。

　千里じゃなかったら、裏に計算高いモノが透すけて見えていただろう。

　アホな彼女だから、その率直さを和馬は信じる事が出来た。

「なあ、千里さん」

「はい？」

「良かったら、ウチの毛布あげようか？」

　和馬の思いがけない優やさしい言葉に、千里はぱあっと表情を明るくさせた。

「……い、いいんですか？」

「ああ。冬には買い換かえようと思ってたし、そろそろ使わなくなるし」

「ホントですか？　ホントにいいんですか？　私なんかに──」

「ああ。ついでだし」

「あ、ありがとうございます！」

　深くお辞じ儀ぎをする千里。そのとき、ぐ～。と、和馬を起こした目覚まし音と同じ音が鳴り、千里はお腹を押さえた。

「き、聞こえました？」

　顔をトマトのように赤く染めて、恥はじらう千里が面白かった。

「ああ、それで起きたからな」

「は、恥ずかしい……」

　千里はボロボロの毛布を頭から被かぶった。

「じゃあ、ウチ来る？　毛布と──ご飯食べに、さ」

「……ほんとですか！　嬉うれしいです！　あ、でも…………私、料理上う手まくないですよ？」

　毛布から顔を出した千里は、申し訳なさそうに呟つぶやく。

「いや、俺が作ろう。こう見えて、料理が趣しゆ味みなんだ」

「そうなんですかぁ？　ふふ、楽しみだな～」

　パンツおっぱい膝枕という三さん顧この礼れい。返さぬ男は男じゃない。

　あともう一押し、もしあともう一押し何かが和馬の背中を押せば、千里のために尽つくすだろう。

　諸しよ葛かつ亮りよう孔こう明めいのような思いで、和馬は千里を家に招くのだった。







　和馬の家は、フローリングの八はち畳じよう一間だった。キッチンとユニットバス付きのごく普ふ通つうのアパートのワンルームだ。

　升々学園には、ほとんど親から離はなれてこちらへやってくるため、みんな一人暮らし、あるいは兄弟で暮らしている。

　中には、一人暮らしでも豪ごう邸ていを建てるような酔すい狂きような人間もいる。

　和馬は金に困っていない。しかし、八畳一間あれば、それで十分だと考えていた。

　むしろ、こだわったのはコンロの数。ワンルームでキッチンコンロが四つある場所を探すのは骨が折れた。

「お邪じや魔まして……いいんですかね？」

　和馬が入っていくのを、そっと扉とびらの向こうから覗のぞき込んでいる千里は、内心どきどきが止まらなかった。男の部屋に入ることなんか、生まれて初めてだからだ。

「散らかってるけど、どうぞ」

　和馬は制服を洗せん濯たく機きへぶちこみながら、千里に声をかけた。

　千里はうっすらと頰ほおを染めつつ、「散らかってないです」と首を振ふって否定する。

（こ、これが男の方の部屋……）

　漫まん画がやコンビニの袋ふくろを跨またいで、緊きん張ちようしつつも千里は八畳間の奥へ。

　和馬はとりあえずＴシャツとジャージのズボンに着き替がえ、冷蔵庫から二リットルサイズの麦茶を取り出して、テーブルに置いた。

　食器を洗うのは面めん倒どうなので、紙コップを二つ。

「テレビ、つけようか？」

　ちょこんと正座して、しきりに辺りを見回す千里に声を掛ける。

「いえ！　お構いなく！」

　千里は手を前に出して言葉を制止する。目が点になり、体はガチガチに緊張していた。

　そんな反応を楽しみつつ、和馬はペットボトルの麦茶をコップに注いで千里に渡わたす。

「あ、毛布それね」

　部屋の隅すみに、畳たたまれた布ふ団とんがあった。敷き布団、掛け布団、毛布、枕。

「触さわっても、よろしいんでしょうか？」

「お構いなく」

　千里は四よつん這ばいになってちょこちょこと布団の所へと行き、毛布に手を伸のばす。

　スカートに包まれたパンツの見えそうなお尻しりに、和馬はうむ。と一つ頷うなずき、少し体勢を横に倒たおすと──あら、見えた。

　さっきパンツを見たところだというのに、どうしてまた見たくなるのか。スカートとはかくも不思議なモノだなと思った。

　千里は毛布を顔に押し当てて、目を瞑つぶる。

（ふわぁ……これが、和馬さんの匂においなんだぁ……）

　さっきまでのロボットダンス初心者のようなぎこちない体が、今は全身スライムのように蕩とろけきっていた。とても幸せそうで、嬉しそうで、楽しそう。

　そう、それはまるで、恋こいをし始めたばかりの、甘い感情に似ていた。

「本当に頂いていいんですか？」

「ああ、買い換えるつもりだったって言ったろ？　遠えん慮りよはしすぎない方がいい。じゃあ、ちょっと飯作ってくる。しばしお待ちを」

　千里は二〇分ほどの時間、ずっと毛布にくるまって、ニコニコと和馬を眺めていた。

　そして、出てきた料理は──

　納なつ豆とうのみで出来たオムライス。納豆グラタン。納豆の天ぷら。納豆の白ゴマ和あえ。

　和馬は、納豆が大好きだった。

「ど、どうすか？」

　食しよく卓たくに並べ、エプロン姿で正座しながら、和馬は心配そうに千里を見ていた。

　この時ばかりは、和馬が千里のように緊張していた。

　実はこの料理。和馬の知り合い全てにおいて、いつも完食されないどころか、振る舞まっても全然食べてくれない。

　だが、美う味まい！　美味いはずなのだ！　この料理は！　自信と、確信がある！

「頂きます」

　小さな口に、少しずつ料理を運んでいく。そして、その都度、ん～っととても幸せそうに、美お味いしそうな表情を見せる千里。

「和馬さん、食べないんですか？　全部食べちゃいますよー？」

　にっこりと笑え顔がおを見せ、それぞれの料理を摘つまんでいく千里。

　その食べっぷりに、和馬は呆あつ気けにとられていた。

　いや、感動に打ちひしがれていた。

　和馬は泣いた。顔に手を当てて、天てん井じようを仰あおいだ。

　初めてだった。初めて、認めて貰もらえた。

　この料理を出した時、最初の反応は、十中八九『しらける』だ。

　そのあと、和馬に気を遣つかって一品手を付けたとて、箸はしの進みは遅おそく、結局一品完食するかしないかで終わってしまう。

「美味いよな？　やっぱり、美味いよな？」

　さっと涙なみだを拭ふき取り、頷きながら問いかける。

　だが──千里は違ちがう。箸を口に咥くわえたまま、こくりと頷いた。

　動きは小さく、一口の量も少ないが、食べるペースはアメフト部や柔じゆう道どう部のように、いや、それ以上だろう。フードファイターのように胃い袋ぶくろへ料理を放ほうり込んでいく千里。

　その食べっぷりは、和馬の目に、とても気持ちいい光景に映っていた。

「手間が掛かかってて、とっても美味しいです。料理って、手間を掛けた分だけ美味しくなるじゃないですか。和馬さんの愛情が、たっぷり入ってて……私、幸せです！」

「そう！　そうなんだよっ！　正にそう！　千里さん、分かる人だわ～」

　──これが、決定打だった。

　最も早はや、和馬に迷いはない。ぐっと息をのんで──

「いいよ」と呟いた。

「全部食べちゃっていいんですか？」

　納豆の糸を箸でくるくるしながら、小首を傾かしげる千里。

「そっちじゃなくて。たしか、奪うばわれた施し設せつを取り戻して欲しいんだろ？　手伝うよ」

「ふぇ？　………………い、いいんですかっ？　ありがとうございますっ！」

　まるで桜が満開したかのような、華はなやいだ笑顔を見せる。

　試ためしてみたくなったのだ。この子の、『強行突破　千里』の可能性を。

　ちゃんと指導すれば、この升々学園という学園国家を統すべる大生徒会。そのトップである『王』をも倒す存在に成長するかもしれない。

　もし、そこまで育ったら──面おも白しろいじゃないか。

「じゃあ、ちょっと景気づけにおっぱい触らせて」

「………………ふぇー。ぇっとその……はい……どうぞ」

　顔を真っ赤に染めて、箸を置く千里。恥ずかしくて堪たまらないという表情だが、決して嫌いや々いやという訳ではなさそうだ。

　触りたい気持ちをぐっと抑おさえて、和馬は笑顔を見せ、溜ため息いきを吐つく。

「うん。そう簡単に、おっぱいは触らせないように」

　この思い切りの良さが弱点になるだろうな。と、和馬は思っていた。

「そう……ですか？　和馬さんがそう言うなら……そうします」

　頰を染めたまま、にっこりと微ほほ笑えんで、また食事を再開させる。

　面白い存在。明日菜とは別のベクトルで、和馬にとって、とても面白い存在だった。

　しかし、あれほど幸せそうに食べていた千里の表情に、陰かげりが見える。そして、急にそわそわし始めたので、和馬は怪け訝げんな顔で聞く。

「どうかしたのか？」

「……そう言えば私、行くところがあったんでした。和馬さんといると、なんだか凄すごく幸せな気分になっちゃって……忘れてました」

「そうなのか。せっかく作ったのに……残念だ」

　和馬はやっぱり残される納豆料理達を寂さみしげに見下ろす。

「いえ！　全部食べてから行きます！　二分で食べて見せます！」

　うう。和馬は涙を堪こらえていた。

　初めてだった。初めて、この納豆づくしを完食して貰える。

　もう、それだけで和馬は千里にほのかな好意すら抱いだいていた。

「近くに毎日通ってる、美味しい納豆定食を出す店があるんだけど──」

「はい。じゃあ、詳くわしい話は後日そこでしましょうか。今日はホント……ごめんなさい」

　口の端はしに納豆を付けながら、千里は申し訳なさそうに呟つぶやく。

「学校終わりに駅前で待ち合わせようか」

「はい！　ありがとうございます！　はむ」

　幸せそうに、納豆グラタンを嚙かみしめる千里。

　嬉うれしくて嬉しくて仕方が無い。そんな表情だった。

　そう、千里と和馬──二人ともが。
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『行こう雲うん流りゆう水すい　和かず馬ま』は行きつけの店にしかいかない性格だった。

　見知った人間しか、信用出来ないのだ。だから、朝食はここ、昼食はここ、夕食はここ。と、外食する際に行く店は固定されている。

　店を変えるときがあるとすれば、見知った人間がその店を辞やめてしまったか、その施設が潰つぶれてしまったとき。

　今、一番お気に入りの店は──

　落とし穴があった所から、ほんの二、三分ほど戻もどった飲食店街に、それはあった。

　おんぼろな定食屋。自宅と一体になっている、自営業スタイルの小さな定食屋だ。

『筋肉食堂』と看板があるが、『きんにく』ではなく、『すじにく』と読むのがミソだと店員が言っていた。

　和馬と千ち里さとは、学校が終わるや否いなや、駅前で待ち合わせをして、まるで恋こい人びとのように談だん笑しようしながら和馬行きつけの筋すじ肉にく食堂へやってきたのだ。

　その看板を見るなり、千里が目を輝かがやかせる。

「ここですね！」

「え？　ああ、うん」

　からからからから……呼よび鈴りんの代わりになるほどのうるさい音を奏かなでて、昔ながらの木で出来た引き戸を開け、中に入る千里。

「いらっしゃいませー」

　出で迎むかえたのは、高身長で、ボンキュッボンな見事な体つきの、まるでモデルのようなダイナマイトボディを持つ美少女だった。何より特筆すべきは、その爆ばく乳にゆうだろう。千里よりもさらに存在感を増した、九八センチを誇ほこるボインボイン。

　長い足がミニミニなスカートでさらに長く見える。

　和馬がのれんをくぐって中へと足を踏ふみ入れたのを見るや、舌打ちを一つ。

「あら、またあんたなのね。この時間に来るなんて、珍めずらしくないかしら？」

　切れ長の目。鼻筋の通った端たん整せいな顔付き。千里は幼さがあるが、彼女は年より若く見られたことはない。

「よう。いつものを頼たのむ」

　慣れた様子で、和馬は入り口近くの席に座り、千里は向かい合うように席に着いた。

「鮭さけ納なつ豆とう定食、納豆増し増し？　朝に食べたばかりでしょう？」

　和馬に冷たい声を掛けながら、千里にメニューを渡わたす。

「お二人はどういう関係なんですか？」

　千里に聞かれ、和馬は関係性を分かりやすく説明するためにはどうすればいいのかを少し考えて、千里のモノよりもさらに大きなぼいんぼいんなおっぱいへ、下から掬すくうように手を添そえた。

　エプロンの上からでも、マシュマロのような極上の柔やわらかさが、正に手に取るようにわかった。

　次の瞬しゆん間かん──和馬の体は爆ばく発はつする。ドン！　という大きな爆発音と共に、黒こく煙えんが全身から立ち上って、和馬はテーブルに突つっ伏ぷす。

　頭はチリチリのアフロになっていた。

「……幼なじみだ」

　震ふるえる手でアフロを撫なでつけ、髪かみ型がたを元に戻しながら、和馬は小さく言った。

「ただの──が抜ぬけてるわ。このクソセクハラ大明神がっ！」

　ぎろり。と、黒煙を吸い込んでけほけほ咳せき込んでいる和馬を睨にらみ付ける。

「彼女は『豪ごう華か絢けん爛らん　理り沙さ』。いつも貧びん乏ぼうでいくつもバイトをしている」

「素す敵てきなご紹しよう介かいありがとう」

　理沙は千里に水を、和馬には嫌いやがらせに氷しか入っていないコップをテーブルに置く。逆冷やかしである。

「幼なじみ……素敵なご関係なんですね」















　爆風で乱れた髪を整えながら、笑顔で言う千里に、理沙はにっこりと笑顔を見せる。

「で、逆にお二人は……どういうご関係なのかしら？」

　だが、声は固かった。和馬と千里が親しげなのを見て、苛いら立だちが声に表れていた。

「つい最近出会ったばかりだ」

「へえ、そう。セクハラしてないでしょうね？　……で、千里は何にする？」

　嬉しいのか苛立っているのか。はたまたその両方か。ずっと和馬を睨み付けていた。

「んー。どれも美お味いしそうですね～」

　メニューをじっと眺ながめていた千里は、輝く目で言う。

「じゃあ……味み噌そ豚ぶたキャベツ定食とサバの味噌煮に。あと～、味噌煮込みうどんを……あ、でも食べきれないかもなんで、味噌煮込みうどんは小で下さい」

「えー、味噌豚キャベツ定食には、お吸い物か味噌汁が付くのだけれど……味噌汁ね」

「あ、いえ……お吸い物で良いです。味が被かぶっちゃいます」

「………………そう、わかったわ」

　引きつった顔の理沙と、同じ表情の和馬を見て、千里は不安に陥おちいっていた。

（あれ？　……どうしてこんな顔をしてるんだろう………………あ！　もしかして、私が子供っぽいからじゃ！　……うん、ここは大人な私を見せよう。軽けい蔑べつされちゃう前に！）

「飲み物は？」

　ドリンクの注文の際、千里は勇気を振ふり絞しぼって言う。

「あ、あ、あの、アイスコーヒーをお願いします！　お湯割りでっ！」

　初めて、大人な飲み物を頼んでしまった。大きな胸の下で、小さな心臓がどっくんどっくんと早はや鐘がねを打つ。ちらりと和馬の様子を窺うかがうと──

「すでにお湯割りだよ！　コーヒー豆をお湯で割ったモノがコーヒーだよ！」

「はぅっ！」千里は強いツッコミに打ちのめされた。

「で、和馬は何を飲むの？」

「………………アイスコーヒーをお湯割りで」

（……和馬さん）千里は感動に打ちひしがれていた。和馬は、失敗した自分を気き遣づかって、わざわざ同じ注文をしてくれたんだ。──と。

　実際は、ただのぬるいコーヒーをちょっと飲んでみたかったという興味本位だけだったのだが。

「はあ、うちの客はバカばっかね」

　注文を受けた理沙は、それ以上何も言わずに厨ちゆう房ぼうへと入っていった。

　──そして、数分後。理沙のお手製料理がずらりとテーブルに並んだのを見て、千里はずーんと落ち込んだ。

「味が……被っちゃってますぅ……」

　今にも泣き出しそうな顔。

　納豆を混ぜながら、なるほどな、と和馬は頷うなずいた。

　千里は、目の前にある一つ一つに一いつ生しよう懸けん命めいで、周りが見えない性格のようだ。

　味噌豚キャベツ定食が美お味いしそうだと思ったから頼んだ。サバの味噌煮が美味しそうだと思ったから頼んだ。しかし、この時すでに、味噌豚キャベツの事は頭にない。

「俺の家で食べた料理も、味被ってたんだけどね」

「………………ぁう、全然気付きませんでした」

「え！　あれ食べたの？　あのキモイ料理」

　理沙が口をぽかんと開ける。理沙も、和馬に納豆料理を振る舞まわれ、それを邪じや険けんにした一人だった。

「キモくねえよ！　美う味まいんだよ！」

「美味しかったです！」

　ねー。和馬と千里は鏡に映ったかのように、同時に頭を横に倒たおした。

「千里さんは話がわかるな。納豆、食べる？　その代わりにサバを少し貰もらうけど」

「いいんですか？　嬉うれしいです！」

　ぱあっと花が咲さいたように笑え顔がおを見せる千里。納豆を千里のご飯の上へと盛る和馬。そんな二人をむっとした表情で理沙は眺めていた。

「んで？　そろそろ本題に入ろうか。俺の手を借りたいって、具体的には？」

「はい！　えっとその……『早そう雲うん生徒会』が持っている『施し設せつ』を、『矛ほこ盾たて生徒会』というところに奪うばわれたんです。私も会長さんも凄すごく思い入れがあるし、どうしても取り返したいんですけど、私たちじゃあ絶対に勝てないんです。……あ、どうでもいいですけど、鮭は白身魚なんですよ！　紅鮭も！」

「なるほど」

　鮭を少し箸はしに取り、ご飯の上に乗せて、一気に口へ放ほうり込む。

　そして、和馬は鮭が白身魚だったことに衝しよう撃げきを受けていたが、顔には出さなかった。

「その施設を奪った生徒会を潰したい訳だ」

　この升ます々ます学がく園えんは、広大な敷しき地ちを一〇四八ある生徒会で分ぶん割かつし、統治している。生徒会に所属したものは、その生徒会の決めたルールに従うことになる。

　升々学園での生徒会とは、領主。大名。地方自治体。そういう存在。

　生徒会は多数の施設を管理、運営している。そして、所属する生徒会員は、その施設で優ゆう遇ぐうを受けられる。会員数が増えれば、升々学園そのものを管理している大生徒会から会員数に応じた運営費を得ることも出来る。

　週に一回、生徒会同士は戦い、そして領地を奪い合うのだ。

　当然、多くの領地、施設を持っている方が生徒会員を獲かく得とくしやすい。よりよく升々学園で過ごすためにと作られた制度だった。

　だが、争いは恨うらみを生む。

「潰つぶすなんてそんな……私はただ、施設を奪い返したいだけなんです」

　和馬はちらりとおぼんを持って壁かべにもたれ掛かかる理沙に目をやった。理沙は神しん妙みような面おも持もちで千里を見ていた。

「俺を頼たよる他ほかに、方法はなかったのか？」

「はい……残念ですが、無理だと思います。あ、どうでもいいですけど、確か納豆は六八種類の匂においが混ざってるんですよね！　コーヒーは四三種類だったかな」

　バカなのはわかった。そして、熱意も伝わった。

　和馬は納豆をずるずると蕎そ麦ばを食べるように、一気にすする。複雑な匂いを楽しみながら。

「俺を雇やとう金はあるのか？　まあ、御ご三さん家けである強きよう行こう突とつ破ぱ家の人間なら、それはそれは有り余るぐらいの……」

「三〇〇〇円です」

「……は？」名家のお嬢じよう様さまが持ち歩いているにしては、やけに少ない所持金に、和馬は啞あ然ぜんとする。

「あ、そっか。ここで使っちゃうんで──」

　千里は和馬の納豆を新たに受け取って、同じようにずるずると音を立てて吸うように食べながら、理沙に視線を送る。

「会計、一〇〇〇円でいいわよ」

　実際はもっと値段がするのだろうが、理沙は適当に答えた。

「じゃあ、二〇〇〇円です」

　そこまで聞いて、和馬はサバの味噌煮を箸でつつきながら、静かな声で──

「そうか…………ところで理沙」

　話の対象を変えた。

「何よ」顔も向けずに声を掛けられ、理沙は不ふ審しんな目を向けた。

「お前だな？　俺のことを能力の内容まで根ね掘ほり葉掘り彼女に教えたのは」

「な、ななななな何のことだかさっぱりきっぱりだわ」

「ど、どどどどどうしてそう思うんですか？　凄いです！」

　味噌煮込みうどんを勢いよくすすりながら驚おどろきの声をあげたため、千里にも和馬にも制服におつゆがかかり、「ごめんなさい」と謝罪しながら、千里はずーんと落ち込んだ。

「まず、千里さんはここの場所が分かっていた。来たことがあるんだ。そして、理沙は千里さんを紹介しろとは言わなかった。面識があったんだ」

　理沙から手て渡わたされたおしぼりでおつゆを拭ふき拭きしながら、淡たん々たんと述べる和馬。

「どういう関係？　って聞いたじゃない」

「それが悪かった。──恐おそらく、ここで俺と引き合わすつもりだったのに、すでに会っていたから聞いたんだ」

「……それを裏付ける証しよう拠こなんてないでしょ？」

「お前、さっき千里さんの名前呼んでたぞ」

「え？　そうだっけ？」

「そうか、ここだな？　この筋すじ肉にく食堂が、千里さんの言う『奪われた施設』。だから、お前は千里さんに俺を紹しよう介かいした。ここが潰れて困るのは、俺も同じだから受けると判断したんだ」

「証拠は？」

　睨にらみ付ける理沙に、和馬は当然のように、さらっと答える。

「ないよ？　ただの推測だ。投げ売りのような値段で定食を出したのが決め手だったが」

　根こん拠きよも証拠もない、ただの推測。だが、和馬は自信満々だった。そんな憎にくたらしい表情に、理沙は小さく溜ため息いきを吐つく。

「はあ……はいはい。相変わらずね。正解。全部あんたの言う通り……悪かったわよ。本当はまだ会わせるつもりじゃなかったけど」

「どうして？」

「絶対セクハラするから。ちゃんとあなたを椅い子すに縛しばり付けてからじゃないと」

　和馬は言い返せなかった。

　和馬の言うとおり、理沙が千里に和馬を紹介した。

　和馬なら、学園の『王』として君臨する、大生徒会の会長を倒せる。

　和馬なら、奪われた施設を取り返してくれる。

　和馬なら──と、様々な伝説、武勇伝を伝え、千里はその全すべてを信じた。

　何より、千里は理沙を信じたのだ。

「……で、執しつ行こう部ぶ呼ぶ？」

　誰だれがどんな能力を持っているか。それは生活に支障を来きたすため、本人以外には話してはいけないという校則がある。理沙は校則違い反はんをし、それを認めたのだ。

『校則』は政府機関である大生徒会が決めた『法』。それを破れば、罰ばつせられる。

　だが、和馬は首を横に振る。

「いや、一つお願いがあるんだが」

「何？　胸を触さわらせろって言ったら──起き爆ばくするわよ？」

　理沙はそう言いながら、体にオーラを纏まとわせる。右手には何も握にぎっていないが、まるでスイッチでも持っているかのように親指を上げたまま軽く握られていた。

「千里さんに、良い大工を紹介してやってくれ」

　和馬の言葉の真意に、理沙は目を丸くした。

「まさか……あんた……一から生徒会を作るつもり？」

「ああ。……千里さん。手伝うには一つ条件がある」

「条件、ですか？　私、何でもします！」

「今の生徒会を抜ぬけて、生徒会を作ること。当然、君が生徒会長のね」

「………………ふぇ？　ふぇええええええええええええっ！」

　二度見ならぬ、二度ふぇだった。

「俺は君に惚ほれ込んで手伝うことを決めたが、今君が所属している早雲生徒会にはなんの思い入れもない。それと、やるなら一からやりたい性しよう分ぶんなんでね。……どうする？」

（えっと……その……どうしましょう。私なんかが……生徒会長なんて……）

　生徒会を作る。それは、群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする戦国の世に旗はた揚あげするようなモノ。

　生徒会長とは、領地を束ねる大名のようなモノ。

　そんな大それたことを、自分なんかがしていいのかと、千里は呆ぼう然ぜんとしていた。

　そんな千里の目を、和馬は真まっ直すぐに見つめる。

　千里も、そんな和馬の目をじっと見つめ返して──

「わかりました……私、生徒会作っちゃいます！　どんなことでも、押し通しますっ！」

「その言葉を聞きたかったんだ」

　和馬の声は、とても満足げだった。

「本気なの？　手伝うだろうとは思っていたけれど、一からやるなんて……」

　紹介した手前、理沙は少し狼ろう狽ばいしていた。

「ああ。千里さんには一パンツ一おっぱい一膝ひざ枕まくらの恩がある」

「やっぱりセクハラしてんじゃないっ！」

　ふっ、とニヒルに微ほほ笑えんだ和馬は、黒こく煙えんを上げて突つっ伏ぷし、髪かみ型がたをアフロにされた。







　次の日、和馬と千里は広い空き地を眺ながめていた。明あ日す菜なの作ったマンホールのような落とし穴がちょうど空き地の前にある。

「で、どうするかは決めた？」

　生徒会を作るには、条件がある。──それは、特定の『施設』を持つこと。

　生徒会に所属している者は、その施設を優先的に使え、施設をアピールすることで会員を増やしていく。

　飲食店、ブティック、駅やアパートに至るまで、その種類は千差万別。

　生徒会を作るに差し当たって、最初にするのが、この『施設』作りだった。

「は、はい。えっと……描かいてきました。素材もこの通り」

　黒髪の少女、千里がビニール袋ぶくろを腕うでに提さげ、両手でスケッチブックを抱かかえていた。

　スケッチブックをめくると、そこにはでかでかと、建物が描かれている。

　塀へい、煙えん突とつ、太陽、カラス。まるで小学生の描いたような絵だ。

　和馬は設計図を描いてこいと宿題を出したのだが、ただのお絵かきに過ぎない。

「これは……銭せん湯とう？」

「そうなんです。おっきいお風ふ呂ろが夢だったんですぅ」

　夢をスケッチブックに描いてきたことに、照れる千里。

「でも、これじゃ間取りはわかんないよね」

「はい。えっとこっちが──中になります」

　ぺらっとスケッチブックをめくると、不動産屋でよく見る、ちゃんとした間取りが描かれている。

　出来ることは出来る。出来ないことは出来ない。千里はそんな極きよく端たんな少女だった。

　空き地の前には、和馬、千里の他に、もう一人いた。

「それを作ればいいのか？」

　タバコを手に、スケッチブックを受け取る男。

　細身の体ながら引き締しまった筋肉が服の上からでも分かる、アウトボクサーのような体つき。猛たける炎ほのおが如ごとき赤毛の髪がトレードマークの二四歳。『気き炎えん万ばん丈じよう　譲じよう一いち』は、和馬と千里のやりとりを一部始終見てから、にやりと笑った。

「それにしても久しぶりだなー。和馬。泣き虫はもう治ったのか？」

「お久しぶりです譲一兄さん。わざわざ来て貰もらって、すいません」

「そんな堅かた苦くるしい挨あい拶さつはやめてくれ。くすぐったくて敵かなわん」

　タバコを美う味まそうに目を閉じて喫のみ、煙けむりを吐はき出した譲一は、ぐいっと和馬の首に逞たくましい腕を回す。実の兄弟ではないが、和馬は譲一を兄貴分として慕したっていた。

「──んで？　その子とはどういう関係なんだ？　明日菜の奴やつが泣いちまうぞ？」

　にやけた顔で、からかうように和馬の耳元で囁ささやく。

「付き合ってる訳じゃないですよ。明日菜とも」

　面めん倒どう臭くさいと言いたげに、さらりと返す和馬。

「なんでぇ、てっきり、とうとう身を固める決心をしたのかと思ったわ」

「まだ早いでしょうよ。そんなことよりですね──」

「だ、か、ら、なんでそんな喋しやべり方なんだよ」

　譲一は楽しそうな笑顔でタバコをくわえながら、中指の関節部分を突き出した拳こぶしで和馬のこめかみをぐりぐりと攻こう撃げきする。

「いたたたたたっ！　久しぶりにあった年上の知り合いに、どういう喋り方をすればいいのかわかんないんだよっ！」

　首に回された腕を両手で引き離はなそうとするが、屈くつ強きような腕はびくともしなかった。

「仲が良いんですね～」

　そんな二人の様子を、千里はにこにこしながら眺めていた。

　和馬をぽいっと投げ捨てるように解放した譲一は、スケッチブックを抱だくように持つ黒髪の少女をじっと見て、んーと唸うなった。

「君、小っちゃくて可愛かわいいねぇ。いくら持ってるの？」

「それが……素材に使ってしまったので、一五〇円だけです」

　申し訳無さそうに千里は言う。ふむふむと頷うなずいて、譲一は提案する。

「だったら、報ほう酬しゆうとして──ちょっと一回だけおっぱい触らせてくんない？」

「ふぇえ！」千里は顔を真っ赤に染める。

「譲一兄さん！」

　千里はきっと、「はいどうぞ」と快かい諾だくするはず。冗じよう談だんではすまないと和馬は思っていた。だが──

「ぅう……その……ご、ごめんなさい。おっぱい……はダメです！　和馬さんがダメだって言ってたので。ごめんなさい」

　抱くようにして持っていたスケッチブックを下ろし、ぺこり。頭を下げる千里。

「え？」和馬はまた、千里に驚かされた。

「和馬が言わなかったら、ＯＫだったの？」

　千里と和馬の顔を交こう互ごに眺める譲一は、心の底からニヤニヤしていた。

「……ぇっと、ぁの……そ、その……はい。和馬さんが言ったので……ごめんなさい」

　何度も頭を下げる千里。ぶるんと揺ゆれる体に不ふ釣つり合いなほど大きな胸をまじまじと見つめた譲一は──

「あっはははははっ！　面おも白しろい子じゃねえか。気に入った！　タダで施し設せつ建ててやる！」

　膝ひざを叩たたきながら大きく笑い、和馬に向かってそう言った。とてもにやけた表情で。

「いいのか？　譲一兄さん」

「金がないから、俺を呼んだんだろ？　素材はあるのかい？」

「はい！　ひのきと、ステンレスと……」

　どっさりと文ぶん房ぼう具ぐが入っているビニール袋を、千里から受け取った譲一は、「ふむふむ……」と頷きながら空き地の真ん中へと向かう。

「どうにか、なりそうですか？」

「だから敬語をやめろって。気持ち悪ぃ……んじゃ早さつ速そく……『星ゴ月ツ夜ホ』」

　けらけらと笑いながら、譲一はフィクションを発動させる。

　体から発せられたオーラはまるで炎のように猛たけ々だけしく、大きい。

　瞬またたく間まに空き地全体を覆おおい、周りの建物よりも高く上っていく。

「ふあー。こんなに大きなオーラ、初めて見ました～」

「だろうね」

　和馬は顔がにやけていた。自分の尊敬する譲一を、輝かがやく目で見つめて褒ほめ称たたえる千里の姿が嬉うれしかった。

　刹せつ那な──

　空き地に突とつ然ぜん、鉄てつ塊かいが現れる。一つではない、様々な形をした物体が無数に現れた。

「おおーっ！」ぱちぱちぱち。

　それらは譲一を中心に空を飛び交かい、空き地に溢あふれていく。

「おおーっ！」ぱちぱちぱち。

　積み木をやっているかのように、どんどん積み上がり、組み立てられる『素材』達。

「おおーっ！」ぱちぱちぱち。

　そして、銭湯が現れる。昔ながらの古風な雰ふん囲い気きを持つ、巨きよ大だいな銭湯だった。

　ほんの五秒ほど。それだけの時間で、建築は終しゆう了りようしたのだ。

　まるで、そこに最初からあったかのように、どっしりと立派な施設が建っていたのだ。

　これが、『星ゴ月ツ夜ホ』の能力だ。オーラ内にあるモノを際限なく『増やす』フィクション。形も大きさも量も思いのまま。それを自在に操あやつる事が出来る能力だ。

　がらがらがらがら……大きな引き戸を開け、完成した銭湯から譲一が出てくる。

「ちゃんと出来たんですか？」

　和馬の言葉に、譲一はむっとした表情で近づく。

「俺を誰だと思ってんだ。こんなもん、何千件と建ててきたんだぞ。震しん度ど八強でもびくともしねえよ」

「おおーっ！」ぱちぱちぱち。

　ずっと、ずーっと千里は感かん嘆たんの声をあげて拍はく手しゆをしていた。

「じゃ、俺は帰るわ。先に言っておくが、間取り通りに作っただけだからな？」

「それは、何か欠けつ陥かんがあるってこと？」

「まあ……なんだ。防音素材とかはサービスしておいたから、俺を恨うらむなってことだ」

「絶対に恨んでやる」

「またいつでも呼んでくれ。いくらでも手伝ってやるさ。あーあと、少しは明日菜に優やさしくしてやれよ」

　用は終わったと、譲一は去って行く。

「あ、ありがとうございました！」

　その大きな背中に向かって深々と礼をする千里。感無量と言った表情だった。

「あれ？」少し気になって、和馬は千里に目を向ける。

「どうしました？」

「譲一兄さんは勧かん誘ゆうしないのか？　あれほどのフィクションを目まの当たりにしてさ」

「はい。私は、和馬さんさえいてくれるなら、それでいいんです」

（理沙は一体、俺をどう千里さんに紹しよう介かいしたんだろう）

　和馬は照れくさそうにポリポリと頭を搔かき、銭湯の中へと足を踏ふみ入れる。その後を千里が追った。

「ほー。相変わらず、大したもんだ」

　中に入ると、もう一つ扉とびら。それを抜ぬけると──すぐに脱だつ衣い所があった。

　のれんはない。布の素材が無かったせいだろう。ずらりと壁かべ沿いに並ぶロッカー。真ん中には大きな木のテーブル。数々のベンチやソファーが均一に並んでいる。

　モデルルームのように綺き麗れいな内装を見て、千里は靴くつを脱ぬぎ捨てて、矢も楯たてもたまらず駆かけだした。

　焦あせりすぎて転んでしまい、パンツが丸見えになってしまってもめげずに走る。

（ジブリキャラかお前は）と和馬は微笑ましく見ながら中へ進む。

　奥にある浴場を見て──

「うわあっ！」と輝かしい声をあげた。

　そこにあったのは、二五メートルプールよりも広い、巨大なひのき風呂。

「見て下さい和馬さん！　凄すごいですよっ！」

　手招きされて、和馬も浴場へ。

　凄すさまじく広い浴場を目の当たりにして、和馬は笑顔を見せ──そして、溜ため息いきを吐つく。

　千里は大喜びで、早速蛇じや口ぐちを捻ひねるが水は出ない。

　まだ出来たばかりで水道もガスも通ってないのだ。

「まだ殺風景だな……」

　お湯を吐はくマーライオン的な奴も、絶景も何もない、ただの変な大浴場に、溜息が止まらない。

「これから私たちで派手にしていけばいいじゃないですか。……譲一さんに感謝です。これで『浴よく場じよう生徒会』開始できますね」

　感無量な千里に、和馬はゆっくりと顔を向ける。溜息を吐くときの、笑顔のままに。

「……浴場……生徒会？　それが、この生徒会の名前？」

「そうですよ？」

「…………まあ……そこはなんでもいいや。それより、これって男湯なの？　女湯なの？」

　風ふ呂ろは一つしかなかった。この馬ば鹿かでかい、ひのき風呂一つだけ。それが、溜息の原因だった。それどころか、この銭湯には、脱衣所と風呂場が一つずつしかない。

　譲一が示し唆さしていた欠陥は、これだったのだ。

　混浴専用の銭湯なんて、誰も来ないんじゃなかろうか。

「……んーっと……ま、真ん中から右側を女湯にしましょう」

「なるほど」難しい事は考えないようにと、和馬は自分に言い聞かせた。

　そのときだ。

「おーほっほっほっ！　おおーっほっほっほっ！」

　明らかにわざと作られた高笑い。

　中国人は全員「ワタシ中国人アルヨ」と言うのではないか。

　宇宙人は全員「ワレワレは宇宙人だ」と言うのではないか。

　──と同じレベルの偏へん見けんが見え隠かくれする、お嬢じよう様さま的な笑い声を響ひびかせながら、浴場へと足を踏み入れたのは、和馬を落とし穴に嵌はめた少女、『明めい鏡きよう止し水すい　明日菜』だった。

　ゆらゆらと水のように揺らめく制服。きらきらと輝くツーサイドアップの髪かみ。

　平均的な大きさの胸の前で、威い張ばりたい気持ちを腕うでを組んで表現し、高めのヒールを履はいた足を少し開いて仁に王おう立ちしていた。

「ぁ、ぁの……入会希望の……方……ですか？」

　出来たてほやほやの生徒会に突然の来客。千里は戸と惑まどいながらも嬉しそうに言う。

「違ちがいますわよ！　…………和馬。とうとう年ねん貢ぐの納め時ですわね」

「なるほど、ここはお前の土地か」

　和馬は頭を抱かかえ、明日菜は微び笑しようを浮うかべる。

　一人意味の分からない千里は、小首を傾かしげていた。

「何の話です？」

「ワタクシが大家になったからには、た～んまりふんだくってやりますわ！　覚かく悟ごすることですわね。まあ、あなたがワタクシのモノになると言うなら──」

　明日菜の、その生徒会が所有する土地に、この銭湯は作られた。

　当然、千里には土地を買う金はなく、その件に関しては理沙と譲一がなんとかしてくれると和馬は踏んでいた。

　その結果が──明日菜なのだ。彼女に頼たよったのは──理沙。

　理沙は知っていた。和馬に頼たのまれれば、明日菜は低予算でも土地を貸すことを。その代だい償しようは、和馬に降りかかるということを。

　笑え顔がおで溜息を吐く和馬は仕方がないという表情で──

「明日菜……ちょっとこっち」

　脱衣所へと向かいながら、ちょいちょいっと明日菜を手招きする。

「なんですの？」

「千里さんはちょっとだけ待ってて」

「ふえ？」不思議そうに眺ながめる千里を手で制し、和馬は明日菜の制服を摘つまんで一いつ緒しよに大浴場から脱衣所へ。千里に見えないよう引き戸を閉めた。

　磨すりガラスの向こうからは──

「決心はついたのかしら？　ワタクシの──らめ[image: ]　らめ[image: ]　やっ[image: ]　あああぁぁん[image: ]」

　変な声だけが聞こえてきた。

　がらがらがらがら……磨りガラスの引き戸が開く。

「む、無む償しようで……んくっ[image: ]　お、お貸し致いたしますわ」

　顔を真っ赤に紅潮させ、足あし腰こしに力が入らないのか、戸にしがみつくように浴場へと戻ってきた明日菜は、桃もも色いろ吐と息いきでそう言った。

「ど、どどどどどうしたんですか！　ええええっ？　何があったんですか！」

　そのへろへろさは、あまりに初登場の時とギャップがあったので、千里は混乱していたが、急いで明日菜の下もとへと走り、肩かたを貸す。

「あの男に……めちゃくちゃにされただけですわ」

　きっ、と睨にらみ付けられても、和馬は知らん顔で明後日あさつての方を向いていた。

「もうっ！　和馬さんダメですよっ！　ごめんなさいして下さい！」

　困っている人を放ほうっておけない。人を困らせる人間には容よう赦しやしない。

　そう、千里の顔は物語っていた。

　そんな真まっ直すぐで真しん剣けんな目を向けられると、和馬も言い返せない。

「確かに、ちょっとやりすぎた。ごめんなさい」

　和馬が明日菜に向かって頭を下げたのは、これが初めてだった。

　明日菜は優ゆう越えつ感に浸ひたって「おーっほっほっほっ」と高笑いをする絶好のチャンスだったが、戸の向こうで全身を撫なで回された感覚がまだ体に残っていて、体に力が入らない。

「和馬さんもそう言ってますし、許してあげて下さい」

　優しく諭さとすように声を掛かけてくれる千里に、明日菜は照れくさそうに少し顔を背そむけた。

「ま、まあ……許してあげても……よくってよ？　あん[image: ]」

「大だい丈じよう夫ぶですかっ！」

「ええ。少々余よ韻いんが残っていただけですわ。もう……大丈夫」

　びくんびくんと体を震ふるわせた明日菜は、千里の手を借りてゆっくりと立ち上がる。

　明日菜の触ふれられるだけで敏びん感かんに反応してしまう体質は、異性に対してのみで、異性でも制服の上からなど、素す肌はだを触さわられなければ問題ない。

　だから、今まで誰にもバレることは無かった。唯ゆい一いつ、和馬以外には。

「良かったです」

　満面の笑み。明日菜も思わず赤面してしまうほど、なんの屈くつ託たくもない笑顔だった。

「あなた、お名前は？」

「千里──です」

「ちさ……と……さんね。ワタクシは明日菜。明鏡止水、明日菜ですわ」

　明日菜が少し眉まゆを寄せて反復したが、すぐに笑みを千里へ返した。

　明日菜の名を聞いて、千里は少しだけ困こん惑わくした。当然だ。『明鏡止水　明日菜』の名は、升々学園で知らない者はいないほどに有名なのだから。

「はい。よ、よろしくお願いします。──明日菜さん」

「あなたは良い人みたいですわね」

「そ、そんなことないです……私なんて」

「このひねくれ和馬に毒されないよう、注意が必要ですわ」

「で、お前は結局、何をしに来たんだ？　明日菜」

「生徒会発足の申しん請せいを、ワタクシが行ってもよくってよ。と言いに来たのですわ。まだ施し設せつが出来たばかりなんでしょう？」

「その件なら、すでにもう終わってる」

　和馬がそういうのをずっと待っていたかのように、脱衣所から理沙が入ってきた。

　まだ筋すじ肉にく食堂のバイトの途と中ちゆうなのだろう。制服の上からエプロン姿だった。

「やっと、入るタイミングになったわね。お久しぶり。貧乳」

　理沙が入ってくると、ずいっと明日菜が理沙へと歩み寄った。互たがいに腕を組み、キスでもしてしまうのではないかと言うぐらい顔を近づける。

　突とつ然ぜんの言いがかりに、明日菜も苛いら立だちを前面に押し出した。

「あーら、ご挨あい拶さつですわね。貧びん乏ぼう」

　明日菜の胸は貧相ではない。ごく普ふ通つうのＣカップだが、幼い頃ころからこうして言い合っているのだ。それとも、爆ばく乳にゆうを持つ理沙からすれば、貧乳と呼べるのだろうか。

　まるで初手からアッパーカットのような挨拶に、二人はヒートアップする。

「濡ぬれていないと気が済まないカッパ女！　皿乳！」

「でかけりゃ良いってもんじゃありませんわ！　この仕切り好きの牛っ！　ミノモンタウロス！」

　バチバチと火花が散る。互いにフィクションを発現させ、二色のオーラが銭せん湯とうに充じゆう満まんしていた。ノーガードの殴なぐり合いの如ごとく、マシンガン罵ば倒とうが繰くり広げられる。

　そんな明らかに険悪なムードを見た千里は一人、笑顔でパンと一つ手を打つ。

「これで、生徒会は四人になりましたね。順調ですぅ」

「入ってないわよっ！」「入ってないですわっ！」

　あれほど言い合っていた二人の声は重なった。

「ふぇ！　あれ？　……え？」

　強い口調に戸惑う千里を見て、二人は罵倒をやめ、少し離はなれる。

「ワタクシは生徒会長ですし」

　生徒会長は、他ほかの生徒会に入る際、現在の生徒会を解散しなくてはいけない。明日菜は『蒼そう鷹よう生徒会』の生徒会長をしているため、この浴場生徒会に入ることは出来ないのだ。

　さすがの千里もそのルールは知っているようで、かくんと項うな垂だれてしまった。

「でも、理沙は生徒会に入れよ」

　そんな千里を励はげます意味も込こめて、和馬が言う。

「どうしてよ」

「お前が千里さんを俺にけしかけたんだ。責任があるだろ？」

「あのね。私は病気の姉さんと二人っきりで生徒会をやってるのよ？　そう簡単に……離れられる訳ないじゃない」

　理沙の神しん妙みような顔に、和馬は下を向く。あまり触れてはいけない話題に入ってしまった事を反省しているようだった。

「そうだったな。まあ、千里さんの可愛かわいらしさだったら、すぐにでも会員増えるさ」

「和馬さんが言うなら、きっとそうですね。よーしっ！　頑がん張ばるぞーっ！」

　こうして、『強行突破　千里』を生徒会長とした、『浴場生徒会』は発足した。

　果たして、この浴場生徒会が筋すじ肉にく食堂を救えるのか。それとも、大生徒会を倒たおすほど大きく育つのか、はたまた、すぐに潰つぶれてしまうのか。

　それはまだ、和馬にすら分からなかった。

「でしたら、まずオリジナリティ溢あふれるサービスを考えないといけませんわね」

　何やら良いことを思いついたと言わんばかりの明日菜。

　生徒会に入ることは出来ないが、手伝ってくれるようだ。

「どう言ったものでしょう？」

「人を惹ひき付けるのはいつも同じ──エロ、ですわ」

　ふふん、と鼻を鳴らす明日菜。

　なるほど。と頷うなずく千里。

　自分は関係ないと言いたげな理沙。

　和馬は嫌いやな予感しかしなかった。
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　早そう雲うん生徒会副会長、『傍ぼう若じやく無ぶ人じん　拓たく哉や』は全身ぬるぬるの状態で銭湯に来ていた。

　身長は一五二センチメートル。ショートカットの髪かみと、華きや奢しやでぷにぷにの腕うで。女顔に女声。初対面では誰だれもが女の子と勘かん違ちがいするため、男であることを強調するトレードマークにハチマキをした少年だった。

　駅からここへ来る間に、三回ナンパされてしまうほどの美少女──のような少年。

（んもう……誰があんな穴を作ったんだよぉ）

　不運にも、銭湯の真ん前にある道路で、落とし穴に落ちたのだ。

　なんとかフィクション能力を駆く使しして脱だつ出しゆつすることには成功したのだが、この不快なぬるぬるをどうにかしたいと思っていた。

　がらがらがらがら……引き戸を開けて中へ入ると、もう一つ戸がある。そこにはのれんが掛かっていて、『浴よく場じよう生徒会　生徒会室』と書かれていた。

（ち、ちょうど……よかったぜ）

　目指していた生徒会が銭湯で本当に良かった。とよろよろになりながら早さつ速そく二つ目の戸を開けようとしたときに、ふと張り紙が目に入った。

『冷やしマットプレイ始めました』

（ま、まままままま……マットプレ──イっ！）

　拓哉の顔はトマトのように赤く染まった。

（お、落ち着くんだ……拓哉。ここは別の事を考えるんだ。ま、マントヒヒ。ま、麻マー婆ボー豆どう腐ふ。ま、リカルド・マルチネス）

　目を閉じて、気持ちを静めつつ、下げ駄た箱ばこに靴くつを入れて、木で出来た鍵かぎを取る。

　のれんの向こうへ足を踏ふみ入れると──

「いらっしゃいませ！」

　可愛らしい少女の声。目を開けると、そこには黒髪の少女がいた。

　戸を開けてすぐにあるカウンター。まるでおしゃれなバーのカウンターのような所で、ニコニコと笑え顔がおを見せていた。

　背が低く、目が大きくて丸い。まるで猫ねこのような女の子だ。

　セーラー服の上から、暖かそうな毛布を被かぶっている。

（ま、まままままま……マットプレ────イっ！）

　こんなにちっさくて、でもおっぱいはおっきいという至高の黒髪少女にマットプレイをして貰もらえると言うのか。

　拓哉はすでに鼻血が出そうなのをぐっと堪こらえた。見た目は誰が見ても儚はかなげな女の子だが、拓哉はれっきとした男の子。エロいことは大好物なのだ。

　だが、弱みは見せられない。今日はこの笑顔を見せる強きよう行こう突とつ破ぱ千ち里さとに対して、もの申しに来たのだ。

　きっ、と睨にらみ付ける拓哉。怒いかりと妬ねたみと恨うらみと憎にくしみを一挙に顔へ浮うかべる。

「ここで会ったが一〇〇年目だな！　強行突破、千里さん！」

「ふぇー。もうそんなになりますかー。あ、生徒会へのご入会ですか？」

　スルーされた。憤ふん怒ぬも嫉しつ妬とも怨えん恨こんも憎ぞう悪おも一挙にスルーされてしまった。

　拍ひよう子し抜ぬけするぐらい優やさしい笑顔に、拓哉は恥はずかしくなって顔を背そむける。

　頰ほおを染めながらもじもじする仕草は、初う心ぶな乙おと女めのようだ。

「えっと……その……ご入会はしないけども……」

　今日、拓哉は千里に決けつ闘とう状じようを叩たたきつけるつもりで来た。でも、用を済ます前に、ひとっ風ぷ呂ろ浴びておきたい。

「あ、それではお客様ですね。靴の鍵をこちらへ」

　言われるままに、靴箱の鍵を千里に渡わたす。千里は慣れた手つきで別の鍵を拓哉へ。

「それがロッカーの鍵になります」

「あ、あの……いくらなんですか？」

「五〇〇円です。あ、あの……マットプレイ……していきますか？」

　マットプレイという言葉が恥ずかしいのか、少し照れた声だった。

　マットプレイ……拓哉はどうも、先ほどからそれが気になって仕方が無かった。

　ごくりと唾つばを飲み込んで財さい布ふを取り出し、五〇〇円玉を摘つまみ出しながら、ちらりと千里を見る。正確には、そのおっぱいを凝ぎよう視しする。

　ビニールマットの上でローションによってぬるぬるになったあの豊満なおっぱいが、体にまとわりつく──そんなモノ、ただの風ふう俗ぞくではないか。

　ごくり。と拓哉はもう一度口内に溜たまった唾を吞のむ。

「え、えっと……そ、それも……一番長いコースでお願いします」

　ドキドキが止まらなかった。目はもう千里の胸に釘くぎ付づけだった。

「それではですね。七〇分で七五〇〇円になります。さらに今ならなんと、一万円でお釣つりがついてきます」

（……地味に……高い……っていうか……普ふ段だんお釣り出ないんだ）

　なんて思いながらも、きっちり七五〇〇円を払はらうと、ふっかふかのバスタオルとお湯マークの描えがかれた手ぬぐいを千里から貰って、ロッカーへと向かう。

「脱だつ衣い所は？」

「そこです」千里は手で脱衣所を指した。

　ずらりと縦長のロッカーが並んでいる。拓哉もまさか、受付と脱衣所が同じ部屋とは思わなかった。

「え？　ここで着き替がえるの？」

「脱衣所ここだけですよ？」

　きょとんとした千里に、拓哉はむっと顔をしかめる。ここは女湯の脱衣所で、どうせ、また女と間違えているんだと憤ふん慨がいしていた。初対面でもないくせに──

「ボク、男なんスけど」

「あ、はい。──ここで着替えて下さい」

　………………え？　拓哉は混乱した。てっきり千里が拓哉を女の子だと勘違いしたのかと思っていた。が、そうじゃない。

　ここは、女湯しかないのではなく、脱衣所が一つしかないのだ。

　信じがたい一つの憶おく測そくが、拓哉の頭をよぎる。

（まさか……この銭せん湯とうは……混浴！　脱衣所から混浴！　だから流は行やってないのか！）

　ずがーん。衝しよう撃げきに、女の子のような可愛かわいらしい顔が、ダンディに歪ゆがむ。

　ロッカーの番号は八九。受付からは遠い所だが、それでも受付から着替えを見ることは出来るだろう。















　ロッカーに脱ぬいだ制服を入れ、銀色の鍵的なアレのゴムを手に巻いて、手ぬぐいを股こ間かんに当てる。トレードマークのハチマキはそのままで。

　ちらりと千里を見ると、照れくさそうな顔で笑う千里は「お楽しみ下さいね」なんて、軽く手を振ふっていた。

（か、完全に見られた……全部……）

　涙なみだ目めになりながらも、期待感を持って大浴場へ入る。

　かぽーん。という音がどこからか聞こえて来たような気がする。

　そこには、まるで学校のプールのように巨きよ大だいなひのき風呂があった。

　思わず、ほう……と声が漏もれそうになる。

　なんとも壮そう大だいで、雄ゆう大だいな風呂。ライオンの口からどばどばと出ている温水の音が耳に気持ちいい。

　何よりも驚おどろいたのは、そこに先客がいたこと。

　バスタオルを巻いたまま風呂に入っているのは、見事なダイナマイトボディを持つ、綺き麗れいな女の子だったからだ。拓哉の目算では、九八のＨカップだろう。

　タオルを湯に浸つけるな──なんて言えなかった。

（こ、こここここ混浴っ！　やっぱり混浴だったーっ！）

　なんて素す敵てきな銭湯なんだと、拓哉は思った。思わずタオルを持った手を天に突つき上げ、ロッキー・ザ・ファイナルの表紙みたいなポーズになったあと、下半身が丸出しになったことに気づき、慌あわててタオルで隠かくす。

　急いで体を洗い、なんとも素敵な女性らしいエロボディを持つあの綺麗な女の子が湯から上がってしまわないうちにと、足にかけ湯をしたときだった。

　どこからともなく音楽が聞こえて来たのだ。

　それはサッカーなどでたまに耳にする、『サンバ・デ・ジャネイロ』のような軽快なナンバーだった。

　それが、マットプレイ開始のミュージックであることは、瞬しゆん時じに理解出来た。拓哉は胸の高鳴りを押さえきれずに、ボインガールをチラ見する。

　もしかしたら、彼女が……あんな柔やわらかそうなとびっきりの肉体がぬるぬるになってご奉ほう仕ししてくれるんじゃ……なんて期待していた。

　だが、彼女は動かない。

　ただ興味深そうに、そして少し照れくさそうに、じっと拓哉を見つめていた。

　がらがらがらがら……扉とびらの開く音。つまり、千里──

　負けず劣おとらずのあのおっぱいが……

　入ってきたのは、笑顔のまま溜ため息いきを吐つく、一人の少年だった。

　ビニールマットを持って、ローションを浴びるように頭から掛かけながら、ブーメランパンツ姿で現れたのだ。

　拓哉は全身から血の気が引くのが分かった。

（もしかして……いや……まさか……そんな……女の子が……やってくれるはず……）

「お客さん、学校帰りかい？」

　ビニールマットを敷しいて、その上にびちゃびちゃとローションを掛ける少年。

（そんなはずはないんだ……そんなはずはないんだ……）

　何度もそう言い聞かせながら、拓哉は冷たいビニールマットの上に俯うつぶせで寝ね転ころんだ。

「はい、手はマットの向こうねー」

　頭のところにはタオルがあり、マットの向こうへ手をやることで踏ん張らないと、滑すべり落ちてしまいそうだった。

　そして──

　ぬーるぬる～、ぬーるぬる～。ひ弱そうな少年の体が、拓哉の背中の上を滑っていた。

「わお。わーお。うゎーお」

　思わず声が漏れてしまう。

（気持ちいいけども！　気持ちいいけどもーっ！）

　ぬるぬるアゲイン。銭湯に入る前と同じぐらい、いや、それ以上のぬるぬるにされていた。顔は真っ赤に染まり、身を縮ませる姿は、まるで恥じらう乙女のようだ。

「あ、あの……」

　拓哉は意を決して声を出す。

　すると、少年は拓哉に覆おおい被かぶさるような形でぴたりと止まった。

　すぐ耳元に、顔がある。

「どうしたんだい？」

　甘く囁ささやく声に、ぞくぞくと体が震ふるえた。

　言いにくい。とても言いにくいが、それでも拓哉は、決意する。

「ち、チェンジでお願いします！」

　言ってしまった。恐おそらく今年が始まって一番の勇気を出しただろう。

「ゲッター的な意味で？」

「合体も変形もなしでいいです！　ゲッター的じゃないチェンジで！」

「そうか」少年は寂さびしそうに、ぬるぬるした足で滑らないように気をつけながら一度脱衣所へ向かい、ＢＧＭが切れた。

　拓哉は申し訳ない気持ちでいっぱいだったが、これは仕方が無い。もっと良い体の子がさっきいたじゃないか。あれを見てしまうと、チェンジせざるを得ない。

　もう一度浴場へ入ってきた少年は、寂さみしげに体を洗っていた。

　拓哉が申し訳ない気持ちでいっぱいだった頃ころ、またＢＧＭが流れてきた。

　今度は、ロッキーが練習中の時に流れてくるような、『アイ・オブ・ザ・タイガー』的な音楽だった。

　拓哉は嫌いやな予感しかしなかった。

　そして、その嫌な予感は──

「はーい、お客さん、いらっしゃーい。学校終わりかい？」

　的中する。

　それは、とても逞たくましい男性だった。ビニールマットを片手に、背の高い筋骨隆々なアウトボクサーのような体つきをした屈くつ強きような『男』が入ってきたのだ。

　ブーメランパンツのもっこりは凄すさまじく、Ｔバックになっている。

　拓哉の思おも惑わく通り、もっと良い体の子が来てしまった。だが、そんなことよりも──

（ま、まままままさか！　……が、学園最強の男……気き炎えん万ばん丈じよう……譲じよう一いち！）

　驚きのあまり、拓哉はがちがちと歯を鳴らした。

　ローションをまるでヘアワックスのように赤毛の髪かみに塗ぬりたくり、ぐっと指を入れてオールバックにしながら、『升ます々ます学がく園えん最強の男』は拓哉の上に覆い被さった。

「なんだ……女の子だと思ったら、男かよ」

　その言葉に、拓哉は合点がいった。つまり、拓哉が女の子だと思ったから、男が出てきたんだ。やましい気持ちで、マットプレイをしにきたんだ。だから、男だとわかれば──

「そ、そうなんです！　だから……その……」

「まあ、楽しんでいってくれぃや」

（男でも関係なしか──────っ！　仕事熱心か──────っ！）

「がちがちだな。ん？　どうした？　初めてか」

（ごつごつしてる！　ごつごつしてるーっ！）

　にゅるん。にゅるん。筋肉質な体が、拓哉の上で妖あやしく、優やさしく、そして力強く動く。

「ええのんかー？　これがええのんかー？　んー？」

（落ち着け拓哉。べ、別の事を考えるんだ！　ごつごつ……兀ごつ突とつ骨こつ。ごつごつ……ゴールドラッシュ。ごつごつ……ごっつええわぁ……あ──────っ！）

　妙みような趣しゆ味みに目覚めそうな拓哉を見届けながら、和かず馬まはひのき風ぶ呂ろに浸かっていた。

「ふう。一仕事終わった後の風呂は格別だなー」

　ローションを洗い流した体に、熱めのお湯が気持ちいい。

「あの子、足が細くて綺麗だったわね」

　むっとした表情で、先に浸かっていた爆ばく乳にゆう少女の理り沙さが、マットプレイ中の拓哉を眺ながめていた。

「そうだな。お前と違ちがって、全然お肉がついてなかったよ」

「どうせ私は足が太いわよ。大根で悪かったわね」

「それは違うぞ。理沙」

　和馬は低い声で言う。

「はあ？」




「むっちりしていない太ももなんて、────それこそ大根だっっっ！」




　ぐっと拳こぶしを握にぎり込んで、誰だれにともなく大きく言う。街頭スピーチの政治家のようだった。

「フォローになってないわよ！　さぞかし幸せでしたでしょうねぇ。あんな可愛い女の子といちゃいちゃ出来たんだから」

　隣となり──といっても三メートルほど距きよ離りの離はなれている理沙から嫌いや味みったらしい言葉をかけられ、和馬は疲つかれた声で答える。

「ん？　誰の事言ってんだ？」

「はあ？」何言ってんの？　と言いたげに、理沙は細くて白い指を拓哉へ向ける。

「ああ、あれは男だよ」

「え！　噓うそ！　あんな可愛かわいい顔して？」

「ああ、あんな可愛い顔をして」

「あんなに綺麗な肌はだで？」

「ああ、あんなに綺麗な肌で」

「声も可愛いのに？」

「ああ、声も可愛いのに」

　びっくりした表情をすぐに隠し、理沙は拓哉への興味を一気に無くす。

　男なのであれば、和馬といちゃいちゃしようが構わない。

「お前、そんなに俺の事好きだっけ？」

「大っ嫌きらい！　……私はただ、セクハラ泣き虫和馬に弄いじり倒たおされる、この世の全すべての女子が可哀かわい想そうなだけよ。──そんなことより、あの貧乳に何を握られてる訳？」

　あの貧乳。それが『明めい鏡きよう止し水すい　明あ日す菜な』を指していることは、言わずとも和馬には分かっていた。明日菜は平均的なＣカップのおっぱいを持っており、決して貧乳ではない。が、小学生の頃すでに巨きよ乳にゆうだった理沙はその頃胸が育ってなかった明日菜へ、当時のあだ名をそのまま使っているのだ。幼おさな馴な染じみならではの矛む盾じゆんだった。

　和馬は明日菜に言われるがまま、マットプレイをさせられていた。断ることなど一いつ切さいせずに。それが、理沙には納なつ得とく出来なかった。

「お前の知らない秘密だ」

「それって、ウォータービジネスを強制されても断れないほどに、凄すごい秘密な訳？」

「そうだ。まあ、俺も明日菜の秘密を握ってるから、おあいこだけどな」

「ふーん。私が姉の生徒会に入って、二年前ぐらいかしら……あんたとあの貧乳が連つるんで何か始めたの………………私の知らない、和馬……か」

「お前の方が付き合い長いだろ。何怒おこってんだよ」

「別に」

「俺と明日菜が秘密を共有していることに、それに理沙が関かかわっていないことに、嫉しつ妬としてるのか？」

「うるさい。分かったような口きかないで」

「じゃあ、違うのか？」

「………………分かってるくせに」

　理沙はムッとした表情のまま、体育座りをして、湯船に口まで浸つかった。

　もう何も話さない。とその顔は語っていた。

　そんな理沙の姿に、和馬はまるで我が子を見守る母ライオンのような気持ちになった。

　一方──

「だ──────っ！」

　まるで超ちよう人にん気きレスラーのような気合いと共に、拓哉が必死に股こ間かんを押さえつつ立ち上がった。

　女の子と見み紛まがう顔と体つきはローションでぬるぬるになり、恥はずかしさのあまり、ゆでダコのように全身は真っ赤だった。

「どうしたんだ？　急に」

　怪け訝げんな表情で呆ぼう然ぜんと眺める譲一。さっきまであんなに楽しんでいたのに。

　和馬と理沙は、とうとうマットプレイに耐たえられなくなったか。と、拓哉の気持ちを理解していた。

「ど、どうかしましたか！」

　がらがらがらがら……突とつ然ぜんの奇き声せいが聞こえたのだろう。セーラー服姿の千里が大急ぎで風呂へとやってきた。

　拓哉は桜色の頰ほおで涙なみだ目めになりながら、千里に指を向ける。

　あ、可愛い。とその場にいる全員が思った。

　それほどまでに、拓哉の涙目は少女のようだったのだ。

「我々『早雲生徒会』は、『浴場生徒会』に『決けつ戦せん闘とう兵ひよう』を申し込むんだぜっ！」

「ふぇ？　えええええっ！」

　千里は口を大きく開けて驚おどろく。浴場に足を踏ふみ入れるやいなや、突然フルチンで全身ぬるぬるの少年が、涙ながらに決戦闘兵を申し込んできたのだ。──驚かざるを得ない。

「洗礼……か。思ったより早かったな」

　しみじみと、和馬が呟つぶやく。

　決戦闘兵とは──政府機関である『大生徒会』立ち会いの下もと、生徒会同士が施し設せつを賭かけて戦う制度である。

　施設を全て失った生徒会は解散となり、一度生徒会を作った生徒会長は、一年間、新たに生徒会を作ることが出来ない。

　作ったばかりの弱小生徒会は会員数も少なく、決戦闘兵になれていないため、すぐに狙ねらわれる。生徒会長の誰もが一度は通る道。

　誰でも好きに生徒会を作ることが出来るのに、その数が一〇四八しかないのは、作ってすぐに既き存そんの生徒会に潰つぶされてしまうから。

　強行突破千里の『浴場生徒会』は、『洗礼』を受けたのだ。

「まあ、少人数で生徒会を作ればそうなるわよね」

　淡たん々たんと、理沙が湯を肩かたに掛かけながら言う。

「まあ、受けなければいいだけなんだけどさ」

　という和馬の思惑が届く前に──

「嫌とは言わせねえぜ！」

「そ、そうなんですか……じゃあ受けます！　ありがとうございます」

　ちらちらっと和馬の顔を窺うかがった千里は、戸と惑まどいつつも深くお辞じ儀ぎをした。

「あ、いいんだ。……日時と種目を決めるんだぜ！」

　拓哉はフルチンのまま、にやりと笑う。その表情は、先ほどまでの乙おと女めの表情とは、少し違っていた。

「えっと……じゃあ…………明日で」

「え？　明日？　ちょうど日曜日か。じゃ、じゃあ明日だ！　何で勝負するんだ！」

「一〇〇メートル走でどうでしょうか」

「ふっふっふ……本当にそれでいいのかなぁ？」

　と、そんな意味の分からないやりとりを何も言わずにぼーっと見ていた和馬へ、理沙が呆あきれたように言う。

「ねえ、何だか凄く大事なことをさくっと決められちゃったんだけど」

　もし、決戦闘兵に負けた場合、施設がこの銭せん湯とうしかない『浴場生徒会』は即そく解散。

　そんな重要な決戦闘兵の事こと柄がらを、千里はさくっと適当に決めてしまったのだ。

　どうしていいかわからず、流されてしまったとも言えるが。

「まあ、生徒会長が決めたこと。俺たちは配られたカードでやるだけさ」

「スヌーピーみたいな言い方ね」

「スヌーピーってそんなキャラだったんだ」

　ずっと湯に浸かっているせいか、ほんのり赤みが差したすべすべな肌。理沙は憂ゆう鬱うつそうな表情でお湯を染みこませるかのように、腕うでをさする。

「はあ、一〇〇メートル走か……私、走るのはあんまり得意じゃないのよねー」

「どれどれー？」

　呟く理沙の隣に、すいーっと近づいた和馬は、その水が滴したたる爆乳へ、たぷっと下から掬すくうように手を添そえた。

　バスタオルの上からでも、その柔やわらかさは健在だった。

　水みず飛沫しぶきをばしゃばしゃとまき散らせて、和馬は跳とぶ。

　フィクションを全開にさせて、二五メートルほどもあるバカでかい湯船の上を飛んで逃にげたのだ。

　フィクションの衝しよう撃げきに、モーゼが如ごとく、湯船の底が見えるほどに湯が舞まい上がる。

「こんの……待てこらぁ！」

　青いオーラを全身に纏まとい、理沙も飛ぶ。

　空中で理沙はオーラの尾を引きながら、ハエのように広い浴場内を飛び回る和馬を追いかける。

　二つの光は交差し、ぶつかり、そして──爆ばく発はつし、和馬はアフロにされて水死体のようにぷかぷかと浴よく槽そうに浮うかぶこととなった。

（十分……速ぇよ……）

　アフロをお湯で押さえつけ、また三メートルほどの距離を開けて湯に浸かる和馬と理沙。

「まあ、なんだ。千里さんだって何か考えがあるんだろうよ」

　必死に湯でアフロヘアーを元に戻もどす和馬に、理沙は呆れた表情を見せる。

「あるように見える？」

「……………………ないだろうな」

　はあ。理沙と和馬は同時に溜ため息いきを吐ついた。

「明日の正午、一〇〇メートル走で勝ち抜ぬき。第三者の介入ホワイトナイトありでいいんだな！」

　ふっふっふ。不敵な笑えみで腰こしに手をあてる拓哉。

　千里はおどおどしながら、和馬を見る。和馬は一つ頷うなずくだけで、「君が決めろ」と目で語っていた。

「えっとその……はい、お願いします」

「お、おね……こっちこそお願いしますだよ！　こんちくしょう！」

　思わず、拓哉は照れてしまった。

　笑顔の女の子が可愛かわいくて。大きいおっぱいがエロくて──

　千里に釣つられて、思わず笑顔を作ってしまう。

　拓哉の笑顔もまた、千里に勝まさるとも劣おとらないほど、エンジェルスマイルだった。

　あら、可愛い。とその場にいる全員が思うほどに。

「まあ、そんなことより、だ。お客さん」

　後ろの高い位置から声を掛けられ、拓哉はびくりと肩をすくめる。

　ゆっくり振ふり返ると、そこにはずーんと聳そびえ立つ山のような屈くつ強きようなぬるぬる男、譲一がいた。

「七〇分コースは、まだ始まったばかりだぞ。──続きをやろうか？　萌もえ尽つきるまで」

（い、いやああああああああ）

　拓哉はがっしりと摑つかまれ、マットへと引きずられていった。

　後日談として、彼は『あと五分続けられてたら目覚めてました』と語っている。







　決戦闘兵執しつ行こう部ぶ新人の『胸きよう中ちゆう複ふく雑ざつ　香か織おり』はガチガチに緊きん張ちようしていた。

　一いち期ご一いち会え区第三高等学校の広いグラウンド。四階建ての校舎に見下ろされ、木々とフェンスに囲まれた、どこにでもある運動場だ。

　全ての校舎は、大生徒会が管理している。

　学校だけが唯ゆい一いつ、他ほかの生徒会が所有することが出来ない施設。逆に、大生徒会になれば、自然と管理することとなる施設だ。

「それでは、これより八五二位、早雲生徒会と、一〇四九位、浴場生徒会の、決戦闘兵を開始します。勝負方法は一〇〇メートル走。賭ける施設の数は三つ、足りない分は生徒会員を賭ける。第三の生徒会の介入、『ホワイトナイト』を認めます。他に質問は？　…………ありませんね。ではそのように決します」

　黒い制服の少女。『決戦闘兵執行部』という腕わん章しようを付けた、肩までの髪かみをポニーテールに纏まとめた少女が高々と手を上げた。年ねん齢れいは、一四歳ぐらいだろうか。

　ここに来るまで、何度も何度も復唱して覚えたルール内容を言えて、少しほっとした表情を見せる。

　自分が戦う訳でもないのに、ただ審しん判ぱんをするだけなのに、緊張が解けなかった。

　香織が決戦闘兵執行部に入って、初めて一人で担当する決戦闘兵。緊張しないわけがない。

　香織の前で整列する六人の少年少女。

　浴場生徒会は千里、和馬、理沙の三人。

　相対する早雲生徒会は──

「あっははは、すごいボインちゃんだな～」

　理沙と千里の豊満な胸を眺ながめてニコニコと笑う、糸目の青年、『一いつ心しん不ふ乱らん　剛つよし』。

「あの胸に騙だまされたんですよぉ！」

　昨日のマットプレイの余よ韻いんが未いまだに残る女顔のハチマキ少年、『傍若無人　拓哉』。

　そして──和馬はずっと、一人の少女を見ていた。

　年齢は一二歳ぐらいだろうか。様々な服に変化することが可能である升々学園の制服ではなく、白いワンピースを着た、無表情の少女。

　輝かがやくようなブロンドの髪をツインテールにした、年相応の体つき。

　ずっと『エンドレス・え？　ドレス？』という妙みようなタイトルのラブストーリー小説を読んでいる不思議な少女だった。

　彼女の名前は、『国こく士し無む双そう　殺さつ気き』。

「一同、ねん！」

　香織は緊張のあまり、『一同、礼』を嚙かんでしまった。

　顔を真っ赤にさせて、口を開けたままわなわなと震ふるえているのを、六人はちらりと横目で見る。殺気ですら、つい見てしまうほどの見事な嚙みっぷりだった。

　意味は通じていたので、六人は頭を下げる。

　そして、そのまま分かれ、先せん鋒ぽうを誰にするのかを相談するのだが──

　くるりと背を向ける五人。一人、殺気だけが読んでいた本を閉じ、和馬の所へととことこ歩いてきた。

「何？　どうかした？」

　身長が一三六センチしかない殺気に、和馬は少し背中を丸める形で、目線を合わせて話しかける。まるで子供にするように。




　ちゅ。




　刹せつ那なの出来事だった。

　殺気の小さな唇くちびるが、和馬の唇に重ねられた。

　突とつ然ぜん唇を奪うばわれ、和馬は目を丸くし、一歩下がる。唇の感かん触しよくが消えず、口を手で覆おおってドキドキしていた。

「納なつ豆とう……臭くさい……大好き」

　小さくそれだけ呟つぶやくと、殺気は無表情のまま、ぽっと頰ほおを桜色に染める。

　その場にいる、全員が驚おどろいた。

「か、会長！　何してんだぜ！　ちょっとこっち！」

　殺気のワンピースをがっしりと摑み、拓哉がずるずると引きずっていく。

「まんまとやられたわね。大だい丈じよう夫ぶ？　和馬」

　理沙に顔色を窺うかがわれ、和馬は頷いた。

「……ああ、問題ない」















　柔らかかった唇の感触を思い出し、そっと指を当てる。

「そう。……まさか、決戦闘兵前に萌え攻こう撃げきを仕し掛かけてくるなんてね」

　理沙は苦々しい顔で殺気を見つめていた。

「み、見とれてしまいました。……は、恥はずかしいです」

　自分がした訳でもないのに、頰に手を当て、惚ほうけている千里を無視して、理沙が和馬に聞く。

「で、どんな感じ？」

「こんな感じ……」

　和馬はにゅーっと口を突つき出して理沙に近づくが、膝ひざの裏を思いっきり蹴けり飛ばされて、かくんと姿勢を崩くずされた。

「誰だれがキスの感じを実じつ践せんで教えろって言ったのよ！　このセクハラ運うん搬ぱん具がっ！」

　立っては蹴り崩されてを繰くり返し、和馬はがくがくの足あし腰こしで必死に立ち上がりながら泣いた後、真しん剣けんな顔付きを見せた。

「千里、メモを取っておきなさいね。私がこのセクハラ泣き虫野や郎ろうを推すい薦せんした理由が、今にわかるから」

「はい！」和馬に興きよう味み津しん々しんな目を向けながら、千里がメモ帳を取り出す。

　グラウンドの真ん中で、千里は戦いくさを前に高こう揚ようしていた。

　やりにくいな。と和馬は頭をポリポリと搔かきながら──

「まず、銭せん湯とうに来ていた、あの女顔の少年」

「傍若無人拓哉ね」

「彼は雑ざ魚こだ。恐おそらく、どんな萌えにも対応出来ないだろう。昨日銭湯に来たとき、彼は目的を果たすより、先にマットプレイを選んだ。あんな顔をしているが、根っからのむっつりスケベ。周りに流されるタイプだ。──語ご尾びに『だぜ』を付けたがるのは、きっと女の子のように見える自分を強く見せるため。自分自身に言い聞かせるようにな。実際は、決断力も判断力も乏とぼしい。つまり、雑魚。まあ、ほんの少し勇気はあるみたいだが」

　べらべらとファーストインプレッションの感想を述べる和馬。

「ふむふむ」とメモを取りながら感心して聞く千里と、半ば聞き流すような理沙。

「なるほど、もう一人の糸目男──一心不乱剛は？」

「彼は体操服萌えだろう。普ふ通つう、このおっぱいに目が行く。当然彼も見ていた訳だが、フェイクを仕掛けようという見方だった」

　ぽふぽふ。理沙の爆ばく乳にゆうを下から支えるように手を添そえながら説明をする。

「おっぱい触さわんな。この一級セクハラ建築士が」

　さすがに、決戦闘兵前に能力をばらすわけにはいかないので爆破はせずに、理沙は和馬の二にの腕うでの筋肉を潰つぶす程度にしておく。

「痛い痛い痛い痛いっ！　特とく殊しゆ部隊かお前は」

　容よう赦しやのない攻撃に、和馬は深刻な言葉で許しを請こうことしか出来ない。

「ふむふむ。おっぱい触んな……と」

「千里。それはメモらなくていいから」

　メモへにらめっこをしていた千里に呆あきれた声を掛ける理沙。

「糸目の男は上半身よりも下半身に興味があるタイプだろう。それを隠かくすために、わざわざおっぱいへのコメントも残した。つまり、足で攻せめるのが得策」

「それだけだと衣い装しようは限られないんじゃない？」

「好きな色は赤だと思うし、ブルマが妥だ当とうだ」

「赤だという根こん拠きよは？」

「特になし」

「だと思ったわ。いつも最後は直感出してくるのよね。博ばく打ちは嫌きらいじゃないけど」

「たった一目でそんなことまで分かるもんなんですね～。じゃあ、最後の一人は？」

　メモを持ったままぱちぱちと拍はく手しゆをする千里。和馬はちらりと振ふり返って、殺気を見る。

　殺気は、決戦闘兵に向けた話し合いには参加せずに、ずっと和馬を見つめていた。

　読んでいた本も閉じたままで。

「……実力で、潰すしかなさそうだな」

　目を細める和馬は、そっと指で唇を撫なでた。

「そ、それでは第一回戦を始めます！　先鋒、前へ！」

　審判であるポニーテール少女、香織に呼ばれ、理沙が歩き出す。ぶるんと揺ゆれる胸は、やる気の表れだろうか。

「ＯＫ。じゃ、とりあえず先鋒は私が行くわ。──やれやれ、譲一さんとか極ごく貧乳に任せれば、楽に勝てるのに」

「譲一兄さんはまだしも、出来る限り明日菜に借りは作りたくない。性的な意味で」

「そ。……まあでも、私の能力はこの競技に向いてないから、期待しないでね」

　早雲生徒会の先鋒は、一心不乱剛だった。身長は一七五センチ程度。さらさらヘアーの人が良さそうな糸目の青年。──足が遅おそそうには、見えない。

　白いラインに並ぶ、理沙と剛。一〇〇メートル先にある同じ白線を、互たがいに不敵な笑えみで眺めていた。

　一番真剣な顔をしていたのは、審しん判ぱんである香織だった。

「えっと、この白線から、あそこの白線までのタイムを競きそいます。私がよーいドンって言うより先に、この白線から前に出ていたらフライング。フライング二回で失格です。その他は決戦闘兵基本ルールに則のつとります。両選手とも、わかりましたか？」

　はあ。と香織は息を吐はく。一つも嚙まずに言えた事に安あん堵どしていたのだ。

　二人が頷うなずくのを見てから、香織は『決戦闘兵執しつ行こう部ぶ』の腕わん章しようが巻いてある左手を挙げた。

「い、位置について──」

　理沙はしゃがみ込んで、両手を地面に付ける。剛は立ったまま、左足を一歩下げた。

　対照的な、スタートの仕方。

「よーい」

　理沙はお尻しりを突き上げる。姉のお下がりだった制服はサイズが小さいため、短いスカートからパンツがちらりと見えていた。

　剛はそれに、目を取られていた。

（なんて……エロいケツなんだ……すごいなぁ）

　ごくり。と唾つばを飲む。だが、じっと見ている訳にはいかなかった。

「ド、ドロン！」

　緊きん迫ぱくした空気に飲まれ、香織は嚙かんでしまった。

（夜警レンブラント・フアン・レイン）

　理沙はフィクションを発動させる。ダークブルーのオーラが足あし下もとから渦うずを巻くように立ち上り、一いつ瞬しゆんでセーラー服を体操着に変えた。

　相変わらずサイズが小さく、お腹が少し見えてしまう体操着。下は赤のブルマだ。

（ば、バカなっ！　……すごいなぁ）

　剛は思わずたじろいだ。

　なぜなら、自分が一番好きな萌もえを、ピンポイントで当てられてしまったからだ。

　万能な力である『フィクション』には、一つだけ弱点がある。

　それが、『萌え』だった。

　特殊な興奮状態に陥おちいった時、能力者達はフィクションを発動させることが出来ない。

　固有能力が使えないのではない。オーラ自体が出なくなるのだ。

　固有能力が機能するのはオーラの範はん囲い内だけ。オーラがなくては、ただの人間と変わらないのだ。

　それは、ほんの一瞬かも知れない。『萌え』という感情は、閃せん光こうのようにぱっと心に灯ともり、そして消えていくモノだ。

　だが──その一瞬が、この決戦闘兵では命取りとなる。

　故ゆえに、決戦闘兵を有利に進めるためには、この制服を着るのが一番。

　完全に出で遅おくれた剛は、なんとか気を静め、負けじとフィクション『快楽の園ヒエロニムス・ボッシュ』を発現させ、青いオーラを纏まとい、超ちよう人じん的なスピードで走り出す。しかし、萌えでオーラが消えている間に大きくリードされた上、フィクション発動時の速度は理沙の方が上だった。

　となれば、固有するフィクション能力で巻き返すしか手はない。

　しかしながら、彼のフィクション能力は、この競技に向いていないモノだった。

　もはや諦あきらめて前を走る理沙を眺ながめていることしか出来なかった。

　一〇〇メートルなんて距きよ離りは、フィクションのオーラを纏えば三秒ほどで終わる。

「ゴール」

　圧あつ倒とう的てきスピードで、理沙は勝利を収めた。

「勝者──」

　香織が手を挙げ、勝利宣言をしようとした瞬間──

　糸目の男、剛がぱちぱちと拍手をする。

「やるなぁ。大きいお尻にやられたよ。胸は牛みたいだけど、お尻は豚ぶたみたいだねぇ」

　その、ブルマに覆おおわれた、魅み力りよく的な尻に負けたのであれば、結構だと考えていたのだろうか。

　それほどまでに、剛は魅み了りようされていた。あのブルマと、そこから伸のびる足に。

「誰の……何が……何だってえ？」

　ごごごごごご……オーラの量が、何倍にも膨ふくれあがった。

　まずい。と頭を抱かかえたのは和馬だった。

「おい理沙！　落ち着けっ！　豚は体たい脂し肪ぼう率、割と低いから！」

　叫さけびは、届いていない。

　理沙には禁句がいくつか存在する。

　その中で最も言ってはいけないのが、『尻がでかい』だ。

　ゴールした理沙は、鬼おにのような形相で来た道を戻もどり、思いっきり剛に殴なぐりかかる。

　狼狽うろたえる時間も無かった。さっきの三倍ほどの速さで戻ってきたのだから。

「ぐべえ！」

　打つべし、打つべし、打つべし。振り下ろされる拳こぶし。

「夜警レンブラント・フアン・レインっ！」

　決め手にぐっと拳を握にぎる。

　剛は『起き爆ばく』され、制服が爆散。真まっ裸ぱだかのまま、アフロヘアーで黒こく煙えんを上げながら地面に伏ふしていた。完全に気を失っている。

　香織はポニーテールを振りながら、辺りを見回し、状じよう況きようを把は握あく。そして、高々と手を上げて宣言する。

「えっと……理沙選手の『反則行こう為い』により、剛選手の勝ちです！」

「はっ！」我に返った理沙は、自分が何をしたかを振り返り、はあと溜ため息いきを吐ついた。

「まんまと、乗せられたって訳ね」

　決戦闘兵に於おいて、対戦相手を再起不能にすることは許されていない。それがＯＫならば、わざわざ種目を決めたりはせずに、殴り合えば良い。

　しかしながら、攻こう撃げきが許されていない訳ではないので、香織は止めなかった。

　結果として、剛が再起不能と判断し、理沙は一〇〇メートル走の勝利を剝はく奪だつされたのだ。

　ここでは、執行部の判断が全すべて。──だからこそ、香織は緊きん張ちようがまだ解けなかった。ミスジャッジは、人生すら変えてしまう事もあるのだ。

「それでは二回戦、一心不乱剛選手対──」

「あ、俺がやる。千里さんは生徒会長だからな。大将に相応ふさわしい。──といっても、二回戦は俺の不戦勝かな？　かおりん」

　ズボンのポケットに手を入れながら、和馬が香織の所へと歩いてきた。

「か、かおりん！　あれぇ？　私の事知ってるんですかぁ？」

　突とつ然ぜん愛あい称しようで呼ばれて、香織はきょとんとしていた。

「こう見えて、情報通なんだ」

「ほー。そうなんですかぁ」

　決戦闘兵執行部に入ったばかりの自分を知ってくれていることが、香織は嬉うれしくて堪たまらなかった。有名人への道を歩み始めたのだから。

　頰ほおに手を当てて、アイドルのように崇あがめられる姿を妄もう想そうしていると──

「で、二回戦は？」和馬に現実に引き戻された。

「あ、はい。あの様子じゃ無理だと判断します。というか、無理だと判断したから、理沙さんが負けです。続いて三回戦に入ります」

　ずるずると気絶して邪じや魔まなアフロヘアーの剛を引きずっていく香織。

「やっとボクの出番だな。ふっふっふ、この天候を自在に操あやつる『騎士と死と悪魔デユーラー』に挑いどもうとは」

　ぎゅっとトレードマークのハチマキを締しめて、拓哉がベビーフェイスをなんとか悪役に見えるように顔を歪ゆがませ、まるでヤンキーのように、がに股またで肩かたを大きく振りながら、和馬と香織の所へとやってくる。

（こいつ、アホだ。千里さんとはまた別の、新たなアホだ）

　和馬は笑顔を見せて、溜息を吐いた。

　決戦闘兵で最も重要な情報は、『相手がどんなフィクション能力を固有しているか』である。その次に大事なのが、『何に萌えるのか』で、この二つが敵に知られてしまえば、その時点で敗北すると言っても過言ではない。

　よほどの自信があるか、それとも、噓うそか。

「それでは位置についてー」

　香織の言葉に、和馬と拓哉は白線ぎりぎりに立つ。

　拓哉は少し前ぜん傾けい姿勢で、和馬はズボンのポケットに手を入れたまま──棒立ちで。

「よーい」

　拓哉は『騎士と死と悪魔デユーラー』を発動させる。

　だが、和馬は動かない。

（スタートと同時に、雷かみなりを落とす。きっとオーラでガードするだろうけど、当分は動けないはずだぜ）

「みょん！」

　また言えなかった事に、香織はかくんと項うな垂だれた。

　青空から突然、雷が降り注ぐ。能力の範囲はオーラの範囲内。拓哉は地面にオーラを伸ばすことで、場所を指定。指定した『場所』の天候を操る能力が『騎士と死と悪魔デユーラー』だ。

　一筋ではない。いくつもの小さな雷を、まるでシャワーのように降らせたのだ。

　だが、そこに和馬はいなかった。

　拓哉は目を疑った。

　和馬は走っていた。

　何のオーラも纏わず、ただ、マラソンでもしているように、ゆっくりと。

「和馬さーん！　頑がん張ばって下さーい！」

　千里の声せい援えんに、まるでアイドルのように手を挙げて応こたえる余よ裕ゆうすら見せた。

　拓哉は目を擦こすって、もう一度しっかりと見る。

　おかしい。

　不思議で堪らなかった。

　どんな能力を持っているかは分からない。でも、確実に当てるよう、保険を掛かけて幾いく筋すじもの雷を落とした。再起不能ぎりぎりで動けなくなる。そんな雷を。

　だけど、今和馬は走っている。

　あり得ない。降り注ぐ雨を避よけられる人間がいるか？　雷を回かい避ひ出来る人間がいるか？

　この升々学園では、あり得ないことなど、何もない。

　だが、それは、フィクションが大前提。

（何をしたんだ……何をっ？）

　何よりも不思議なのは、オーラを纏っていない事だった。

　フィクションを使うには、オーラを纏うしかない。固有能力を使うにしても、当然前兆としてオーラは出るはずだ。

　オーラなしで雷を避ける事など、ただの人間ではどう考えても不可能。

　和馬の能力の正体が何なのか──それ以前の問題だ。

　拓哉は混乱していた。

（まさか……あいつは……ノンフィクションなのかっ！）

　この升々学園には、フィクションに目覚めた人間しかいないはず。

　そのはずだ。──だが、現に今、和馬はオーラを出していない。

　使えないのか？　それとも、出した瞬間が見えないのか？

　わからない。拓哉はどれだけ考えても答えが出なかった。アホだから。

（考えるのはもうやめだ！　実力でねじ伏せてやるぜ！）

　拓哉はフィクションのオーラを全開にして後を追う。和馬はオーラを纏っていない。

　だから、すぐに追い抜ぬけるはずだった。

　ぐん……と加速する拓哉。

　ぐん……と減速する拓哉。

　大きく炎ほのおのように膨れあがった拓哉のオーラは、ふっとロウソクの火に息を吹ふきかけるように、消えてしまった。

（はわっ！　なんという……なんという可愛かわいらしさなんだ！）

　がくりと、拓哉は膝ひざをつく。急加速して、急停止したためだ。

　和馬は猫ねこ耳みみを装着していた。

　萌もえ──が、そこにはあった。

　だが、どうやったんだ？　衣い装しようを変えるにはオーラが不可欠。升々学園の制服は、『オーラに反応する』素材のはずだ。

　なのに、オーラをほんの少しも見せること無く、衣装を変えて見せた。

　それ以上に、拓哉が猫好きなことを見抜かれていた事が、衝しよう撃げきだった。

（男の猫耳なんかに萌えてしまうなんて……まだ、あの時のひんやりマットプレイの感かん触しよくが残っているのかっ！）

　自分は女じゃない。だから、男にときめいたりはしない。何度も自分にそう言い聞かせる拓哉。

「ボクはこんなもんで負ける訳にはいかない！　騎士と死と悪魔デユーラーっ！」

　自分を恥はじ、そして、それを払ふつ拭しよくして、もう一度拓哉はオーラを纏まとい、走り出す。

　だが、再び、そのオーラは消え去る事となる。

　がくりと、拓哉は膝をつく。

（なんて、なんて可愛いんだ！　ちくしょう！）

　和馬のお尻しりから、びろーんと尻尾しつぽが伸びていた。しかもそれは、楽しげにぱたぱたと横に揺ゆれているではないか。

『騎士と死と悪魔デユーラー』の力を以もつてすれば、こんな奴やつすぐに倒たおせるのに──

　その真価を一いつ切さい発揮できぬまま、和馬はゴールしてしまった。

　タイムは、二八秒と、普ふ通つうに走るよりも遅おそい。

　和馬は能力の一いつ端たんを見せるまでもなく、ただ『萌え』だけで勝利を手にした。

　それは、次に戦う殺気へ、何も情報を与あたえないためだった。

（勝った……勝ったのはいいが……）

　和馬は一人、泣いていた。誰にも知られないよう、密ひそかに泣いていた。

　勝つための最善策。最も有効な戦い方だと、そう信じてやった。

　これならば、能力を推おし量られず、圧あつ倒とうして勝つことが出来ると確信してやった。

　ただ、恥ずかしくて、恥ずかしくて。恥ずかしくて、恥ずかしくて、恥ずかしくて。

　誰にも見られないよう、空を向いて泣いていた。

（ふぁー。和馬さん、とっても可愛いなぁ）

　千里はただぽーっと猫耳和馬を見つめていた。今、千里は拓哉と同じくオーラを出すことは出来ないだろう。

「そのまま会長も倒しちゃってー。かずにゃーん」

「かずにゃん言うなっ！」

　咄とつ嗟さに振ふり返り、茶化すような理沙の応おう援えんに応こたえてしまったがため、泣き顔をみんなに見られてしまった。そしてまた──泣いた。

「それでは、四回戦に参ります！」

　ずいっと、和馬のすぐ近くまで殺気が移動していた。

　まるで幽ゆう霊れいのように、ぱっと現れたのだ。

（なんだ……いつの間にここへ……フィクション能力じゃないな。普通に速いんだ）

　和馬の顔をじっとのぞき込む殺気。その頰には紅べにが差し、金色のツインテールがきらきらと輝かがやきを放っている。

　全く気配も感情も感じさせない。

（生徒会長には、うってつけだな）と、和馬は思った。

　生徒会長が女性ばかりなのは、『萌え』の耐たい性せいが高いからだ。

　フィクションさえ無事に使えれば、皆みな最強の能力を持っている。だが、男は萌えに弱い。

　大将である生徒会長は、女がベストなのだ。さらに、感情を殺せるならば──

「位置についてー」

　白線の前で、本を広げる殺気。さしもの和馬も、気になっていた。

　ここまで表情が読めない相手は初めてだ。どう戦うべきなのか、いくつも頭の中でシミュレーションしていく。

「やっちまって下さい！　かいちょーっ！」

　拓哉の声援にも、殺気は応えない。未いまだ気絶しているアフロヘアーの剛にも一いち瞥べつせず、ずっと本を読んでいる。

「よーい」

　香織の可愛らしい声を聞きながら、和馬は前を向く。しかし、殺気は本に目をやったままだ。

「ど──へぶしっ！」

　ずっと我が慢まんしていた鼻のむずむずを抑おさえきれなかった香織はずーんと落ち込んだ。

　すたすたすたすた……ゆっくりと歩き出す──殺気。

　和馬はスタート地点から動かなかった。

　いや──動けなかった。

（やられた。全すべては計算だったんだ。あの出会い頭がしらのキスから──全てが）

　足が棒のようだ。という言葉がよく似合うだろう。

　全く、体が動かない。指一本、瞬またたき一つ出来なかった。

　触しよく手しゆのように長く細く伸のびたオーラが、足に巻き付いていた。

　全ては、和馬に『思考させる』事が目的だったのだ。

　何をしてくるのか、どうすれば勝てるのか。

　それは、和馬が拓哉にしていたことと同じ。

　ずるずるとオーラを引きずりながら、殺気は歩き続ける。

（どうしようもないな、これは。相手の動きを止める力……いや、あらゆるモノを固定する能力だろう。……完全に、迂う闊かつだった）

　最後の晩餐ダ・ヴインチで時を止めようが、体が動かなければどうしようもない。

「勝者、早雲生徒会会長、国士無双殺気！」

「えええええええええっ！」

　大きく声を上げたのは、千里だった。

　その隣となりには、腕うでを組んで和馬を睨にらみ付ける理沙。

　バツが悪そうに下を向いて千里達の所へと戻った和馬は一言──

「すまん」と呟つぶやいた。

「言い訳してくれる？」

　理沙は許すつもりが無さそうだ。大きな胸を支えるように組まれた腕が怖こわい。

「えー、決戦闘兵が久しぶりだったから……ってことで」

　豊満な胸の下で腕を組んで、ブルマから伸びるむっちりとした足でげしげしと和馬を蹴けりつける。千里に薦すすめた手前、こうもあっさり負けてしまったことが許せなかった。

「ど、どどどどどうしましょう！　和馬さんが負けたら……終わりですぅ」

　口に手を当てて、あたふたあたふたと歩き回る千里。

「いや、千里さんが勝てば良い」

「で、でも……私、殺気ちゃんが何をしたのか、わからないです」

　相手の能力がどういうモノなのか、それを伝えるのは校則で禁止されている。

　もし教えたことが大生徒会にバレれば、停学処分。投とう獄ごくされるだろう。

　このルールは、訴うつたえられなければ大だい丈じよう夫ぶなので、日常生活に於おいて、ついポロッと話してしまう事がある。しかし、今は香織という大生徒会の人間がいる。決戦闘兵の場では、誰だれもがルールに殉じゆんじるのだ。

　殺気の能力が固定することだという和馬の仮説は、千里には伝えられない。

「千里さん。俺を信じて──戦えるか？」

　それは、愚ぐ問もんだった。千里の答えなど、聞かずとも分かっていた。

「はい！　和馬さんの言うことなら、何でもやってみせます！」

　案の定、千里は強く言った。

「じゃあ──」

　目を輝かせる千里に耳打ちをする和馬。

　そんな様子を遠くからじっと眺ながめていた殺気は──

「やっぱり……やっと見つけた……大好き」

　頰ほおをほんのりと赤く染めていた。

「いやあ、さすがですよ！　会長！」

　拓哉はふっふっふ。と憎にくたらしい顔を一いつ生しよう懸けん命めい作りながら、殺気に声を掛かけていた。

「あれ？　決戦闘兵終わった？　まだ？」

　ずっと気を失っていた一心不乱剛が目を覚まし、拓哉の可愛らしい女顔を見つめながら立ち上がると、ニコニコとした笑え顔がおで殺気の肩かたをぽんと叩たたく。──裸はだかで。

「問題ない……よーいの段階で……終わらせる」

　どんな種目だろうが構わない。相手が何に萌えるかなんてどうでも良い。

　ただ、いつものようにフィクション能力『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』で圧倒するだけ。

「それでは、最終戦になりましゅ！　両生徒かん長、前へ！」

　香織の緊きん張ちようは、最高潮だった。

　立会人の審しん判ぱんで、この戦いで、全てが決まる。香織の判断で、出来たばかりの生徒会が潰つぶれてしまう可能性がある。

　もし、誤ご審しんしてしまえば──そんなことを考えれば、緊張は増すばかりだった。

　じゃり。小石を踏ふみしめ、千里は白線の手前に立つ。その隣で殺気は本を眺めていた。

　浴場生徒会会長──強行突破千里。

　早雲生徒会会長──国士無双殺気。

　少女が二人、白線に並ぶ。

「位置についてー」

　手を上げる審判、香織。

　ドンっ！

　ひときわ大きな音が響ひびき渡わたり、突とつ風ぷうが殺気のツインテールをばさばさと揺らした。

　ふわりとワンピースが広がり、純白のパンツがちらりと顔を見せる。読んでいた本はばらばらとめくれ、今読んでいたページがわからなくなった。

　ドンのかけ声を香織がしたのかとも思ったが、まだ「よーい」の声はなかったはずだ。

　殺気は凄すさまじい風が来た後方へ顔を向ける。

　香織も、拓哉も、剛も、理沙も、そして和馬も同じ場所を見ていた。

　そこは、グラウンドから五〇メートルほど後ろにある、校舎だった。

　四階建てのコンクリート壁へき全体に、蜘く蛛もの巣が如ごとくヒビが入っていた。

　三階の壁かべを貫かん通つうする形で、千里が校舎内へと突つっ込んだためだ。

　その様子を見た殺気は、ぱたんと本を閉じ、少し足を開く。

　顔には出てないが、それは本気の象しよう徴ちようだった。

「はっ！　……よ、よよよーいっ！」

　呆あつ気けにとられていた香織は、試合を進めようと、慌あわてて声を出す。

「どん！」

「……愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ」

　殺気はフィクションのオーラを全開にさせる。

　だが、スタート地点から一歩も動かなかった。

　元々同じ生徒会の人間だ。千里の能力が超ちよう高こう速そく移動であることは、知っていた。

　ルール上、『よーいドン』の時、白線より『前』に出ていなければ違い反はんではない。

　だから、千里は殺気のフィクション能力から逃にげるために、『バック』したのだ。

　たとえ五〇万メートル後方の位置からでも追い抜ぬく自信と能力が、千里にはある。

　殺気のフィクション射程外へと逃げる。それが、和馬が千里に託たくした『策』だ。

　そこまで読んだ結果、殺気は動かなかった。

　走ったところで、無む駄だ。

　最も早はや、速さを競きそう勝負ではない。

　だから網あみを張る。『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』は和馬の仮説の通り、『固定する能力』だ。

　千里が通るであろう場所にオーラを広げ、オーラに触ふれた瞬しゆん間かん、そこで固定する。

　捕つかまえる事が出来れば、殺気の勝ち。

　捕まえられなければ、千里の勝ち。

　これは、そういう勝負だ。

（これだけ……広げれば……）

　校舎の壁からゴール地点までの直線距きよ離りを、完全に塞ふさいだ。どの角度で突っ込んでも、確実に網に掛けられるはず。

　さあ、どうする？　殺気はじっと、校舎に出来たヒビを見つめた。

　刹せつ那な──一いち陣じんの風が横を通り過ぎ、風圧に殺気は目を閉じた。

「ご、ゴールです！　勝者、浴場生徒会会長、強行突破千里さん！」

　その声に、殺気はぱちぱちと目を瞬いて、ゴールを見た。

　ずざざざざー。千里は地面を背中とお尻しりで擦こすりながら、ゴールしていた。

　光速で着地した衝しよう撃げきに、地面はクレーターのように凹へこみ、抉えぐれている。

「いたたた……」

　乱れた髪かみを手で整え、ゆっくりと立ち上がる千里。

　こうもあっさり包ほう囲い網もうを抜かれると、殺気は思っていなかった。

　和馬の所へと戻もどる千里を、殺気はぼーっと見つめていた。

　残念だったとか、悔くやしいとか、そういう感情は表れていない。

「走り幅はば跳とびって、遠くに跳ぶより狙ねらって跳ぶ方が難しいんですね」

　と、痛めた腰こしを押さえながら言っている。

　ぱちぱちと瞬きをしていた殺気は気付く。

　千里は真まっ直すぐ飛んできたんじゃない。

　弧こを描えがくように、『ふわっと』光速で飛んできたのだ。

　殺気は理解し、そして千里達に背を向けた。

　殺気の元へ駆かけつける早雲生徒会の面々。

「くーっ！　まさか会長が負けるなんて～っ！」

　拓哉は地じ団だん駄だを踏むぐらい悔しがっている。

「会長の『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』なら絶対勝てると思っていたのだけどなー」

　剛はしょうがないと言った表情。

　二人の言葉に、殺気は淡たん々たんと本を開く。

「私の敗因は……あのヒビを……見てしまったこと」

　殺気の言葉に、二人は同時にヒビの入った校舎を見た。

　真っ直ぐ、見た。

　先ほどの殺気と同じように。

　殺気はあのヒビを見たときに、線を結んでしまった。

　このスタート地点と、あのヒビがある地点。

　点と点を、『直線』で結んでしまったのだ。

　しかし、千里は『曲線』を描いた。

　それが、敗因。移動する方法を一つに絞しぼってしまった。

　そのため、網の張り方を間違えた。壁を作るのではなく、ドームを作るべきだった。

　剛は殺気の言葉を理解したが──

「お、おう。どういう意味なんだぜ……」

　拓哉は首を捻ひねっていた。

　また本を読み始めた殺気は、少し嬉うれしそうだった。







　こうして、浴場生徒会の晴れ晴れしい決戦闘兵初戦は勝利に終わった。

　香織は後処理や書類整理のために姿を消し、和馬たちも帰宅しようとしていた。

「やっぱり和馬さんは凄すごいですね！」

　楽しげにぴょんぴょんと跳はねる千里。まだ興奮冷めやらぬ様子だった。

「でもあんた負けたんだから、ご飯奢おごってよね」

　疲つかれた様子の理沙に、和馬は待ってましたと言わんばかりに言う。

「じゃあ、納なつ豆とうステーキを」

「いいですね。和馬さんのお料理は楽しみです」

「嫌いやよ！　ふざけんな！　死ね！　この納豆オタクっ！」

　ぐ～。怒いかりが食しよく欲よくとなって理沙を襲おそっていた。

　お腹は空いてるが、納豆ステーキは食べたくない。

「どうしてですか？　和馬さんの納豆料理美お味いしいのに」

「あれを一日三回食べさせられてから言って欲しいわ。五年前、すでに飽あきたわよ」

　幼い頃ころから、和馬の納豆好きは変わらなかった。理沙はずっとずーっとその料理に付き合って来たのだ。

「毎日食べても飽きないのが納豆じゃねえか。なー」

「ねー」

　和馬と千里は、すでに旧友のように意気投合していた。

「……興味深い」

　気がつけば、いつの間にかそこに殺気がいた。

　何も感じさせない表情で、閉じた本を後ろ手に持ちつつ、綺き麗れいな目を和馬に向けている。

「私も……ご一いつ緒しよ……したい」

　小さく手を上げる少女。静かな声だったが、少し興奮気味に聞こえた。

「納豆、好きなの？」

　驚おどろく和馬の問いに、殺気はうっすらと頰を桃もも色いろに染めて頷うなずく。

「臭くさい……料理……大好き」

（めっちゃいい子じゃないか！）

　和馬は泣いた。感動して泣いた。こうも立て続けに、趣しゆ味みの合う女性が現れるなんて。

「じゃあ、みんなで食べに行こうかねぇ」

　馴なれ馴れしく、糸目の男もやってくる。

「良いですね！　筋すじ肉にく食堂へ行きましょう！」

　ぱん。と一つ手を打って、千里は笑みを浮うかべる。

　さっきまで戦っていた相手だろうが、関係ない。

「ぼ、ボクは許さないからな！　勝手に生徒会を抜けて、新しい生徒会を作るなんて！　裏切りにもほどがある！」

　可愛かわいい顔で、ぷんぷん怒おこる拓哉。

「なるほど。千里さんは元々、この早雲生徒会にいたんだったな」

「はい。すっかり辞やめるって言い忘れてました。ごめんなさい。殺気さん」

「私は……別に……構わない」

（ええー）殺気の言葉に、拓哉はモヤモヤしていた。てっきり殺気も怒っていたと思ったのに。

「ってことは、あの筋すじ肉にく食堂は早雲生徒会の施し設せつだった」

「そうだ。絶対に取り戻すって約束したのに──千里さんは生徒会を抜けたんだ！」

「はい。どんな手を使ってでも、絶対取り戻します。新しい生徒会を作ってでも！」

「え？　あ、約束をそう取ったんだ」

　拓哉は大きくて丸い目をぱちぱちさせた。そして、気付いた。千里が生徒会を抜けたのは拓哉のせいなのだと。どんな手を使ってでも……それを実行した結果なのだと。

　筋すじ肉にく食堂を取り戻すと約束したから──

「今回頂いた施設も、ちゃんと倍にして返します！　だから、今は貸して下さい」

「今日賭かけた施設にはそんなに思い入れもないんだけど……返してくれる気だったんだ」

　拓哉は呆気にとられていた。奪うばい合うのが升々学園の常。奪った施設を返すなんて言葉は初めて聞く。

　何も考えずに受けたと思われたこの勝負。ちゃんと、千里は後のことも考えていた。考えが足りなかったのは、拓哉自身ではないかと、拓哉は口を噤つぐむ。

「ちなみに、その奪われた生徒会は何位なんだ？」

「一六位──矛ほこ盾たて生徒会だ」

　剛の答えに、和馬は驚かなかった。

　驚かなかったことに、剛は逆に驚いた。

「一〇〇位以内ランカーか。なるほど」

「驚かないんだね」

「そう見えるか？　だったら──えええええっ！　一六位だって！　無理無理ーっ！」

「あっははは……面おも白しろいなぁ。だったらこうしよう。俺たちも一緒に戦う。数は多い方がいいからね」

　剛が手を差し伸のべて提案する。

「あ、確かに、その手がありましたね」

（気付いてなかったんだ！）

　がっしりと手を握にぎる千里と剛に、拓哉は呆あきれていた。

「殺気ちゃん……だっけ？　の力は確かに戦力になるが、一緒にやる気はないな」

　和馬の言葉に、拓哉はむっと口をすぼめた。

「天候を操あやつるボクが戦力外だって言うのか？　それに、剛さんはもっともっーと強いんだぞ！　確かに今回の決戦闘兵では能力の相あい性しようが悪かったけども、でも、剛さんのおかげでボクたちは連戦連勝を──」

「ＯＫＯＫ。分かった分かった」

　ずらずらと話す拓哉を、軽くいなす和馬。

「そうだ。君の能力も教えてくれないか？　さぞかし戦力になるんだろう？」

　両手を広げ、さあ、と和馬を促うながす剛。だが──

「お断りだ」

　冷たく言い放つ和馬に、場の空気が、呼吸を止めた。

「どうして？」

　さすがの剛も、爽さわやかな笑え顔がおを崩くずしていた。

　和馬は「だって──」と前置いてから、あっけらかんと剛に向かって言う。




「君、矛盾生徒会のスパイだろ？」




　ざわ……

　剛の糸目が、うっすらと開かれた。そこには驚きよりも、怒りが込こめられている。

「とんだ言いがかりじゃないか……いきなり何を言うんだ？」

「そうだそうだ！」拓哉は剛の後ろで、両手を突つき上げて怒っていた。

「よくある手なんだ。生徒会にスパイを送り込む。そして、雑ざ魚こ狩がりをさせて施設と信しん頼らいを積み重ね、それを決戦闘兵で回収する。週に一度しか決戦闘兵は仕し掛かけられないから、その方が効率が良い」

「どうしてそう言い切れる？　証しよう拠こはあるのか！」

「ないよ。強しいて言うなら……顔がスパイ顔？　ほら、サスペンスとかであるだろ。明らかに犯人顔した俳優。あれと同じで、ただぱっと見がスパイっぽいなってね」

「だと思った」和馬の後ろで、理沙が溜ため息いきを吐ついていた。

「きっと、『一心不乱　剛』だっけ？　君が加入してから、負け知らずだったはずだ。それはそこの女の子の言葉から窺うかがえる」

「男なんですけど」

　指を向けられて、拓哉は小さく訂てい正せいした。

「彼は早雲生徒会に入り、恐おそらく、とてつもない格上──四〇〇位とか五〇〇位とかに挑いどむよう言ったはずだ。今回の決戦闘兵はそこの女の子が挑みたいと言ったんだろうが」

「男なんですけど……確かに」

　まるで全すべてを見てきたかのような和馬の言葉は、正しかった。

「彼の言うとおりに戦い、勝ってきた。当然、一六位に挑むとなったときも、彼はそれまでと同じように絶対に勝てると笑顔で言ったろう。そして──負けた。あっさりとね」

「そ、それはさすがに無理だったってだけじゃないか！」

　顔を真っ赤にさせて、拓哉は必死に弁明する。

「さっき、理沙に圧あつ倒とうされたとき、──彼は諦あきらめずに挑ちよう発はつという手を出した。あれは全て計算してやったんだろう。理沙の言動から、攻こう撃げき的な人間だということは一六位の生徒会員だったらわかってもおかしくない。逆に、八〇〇位程度の人間じゃあ、そんな勝負にも出ようとしないだろう。──彼は八〇〇位にしては、決戦闘兵に慣れすぎている」

「なるほどー、スパイさんだったんですねー」

　全て憶おく測そく、全て推測でしかない、ただの言いがかり。

　しかし、千里は目を輝かがやかせ、拓哉は口ごもっていた。

「別に、どこの生徒会にどこのスパイがいようが、どうだっていい。だが、この浴場生徒会に取り入ろうとするんであれば、話は別だ。──さ、帰ってくれ」

「だから、なんの証拠があって、そんなことを言ってるんだ」

「直感だけど？　推理小説を読んだ主婦が、こいつ怪あやしいーって言うのと同じ感じかな」

「勝手に言ってればいい！　殺気会長。あなたはどう思うんです？」

「……私は……信じる」

　殺気は、なんの感情もない瞳ひとみで剛を見つめていた。

「会長」剛はほっと胸を撫なで下ろしたが──くるりと殺気は顔を背そむけ、和馬を見上げた。

「……和馬を」

　殺気が和馬を信じる。それが決定的だった。

「根こん拠きよ、あるわよ」と言ったのは理沙だった。

「何？」剛は理沙のむっちりとした太ももを凝ぎよう視しする。

「こいつのフィクション能力が、そういうモノだから」

　その言葉に、みんなが目を丸くした。剛だけではない、拓哉や千里まで。

　剛は大きな声で笑う。笑いに笑って、糸目をナイフのように薄うすく開いた。

「それなら確かに理解できるな──ならば隠かくす必要もない。そう、俺はスパイだ」

　剛は口の端はしを歪ゆがませる。初対面の時とは全く違ちがう、邪じや悪あくな笑顔だった。

（あ、吐はいた）

（おうおう、吐いちゃったよ）

　理沙と和馬は冷めた目で剛を見る。まさか言い逃のがれをやめるとは思っていなかった。

「どうして……」

　拓哉だけが、信じられないという顔をしていた。

　何より分からなかったのは、どうして白状したのか──だ。

　和馬のフィクション能力は、千里と同じタイプの高速移動系、テレポーテーションか何かだと言うのは、先の戦いで明らかだ。

　なのに、心を読むような能力だと言われて、それを信じている。

　それを信じてしまうほどに、和馬の指し摘てきは正しかった？

（そうか！　剛さんは、ボクとあいつの戦いを見ていなかった。気絶していたから……）

　拓哉は和馬が恐ろしくなった。

　決戦闘兵に慣れすぎている。先ほどの和馬の言葉を、そのまま拓哉は和馬に対して感じていた。

　それにしても、不確定な段階で罪を認めるなんて。

　面めん倒どうくさくなったのか、いや──

「もう頃ころ合あいだと思ってたんだな。矛盾生徒会とやらに戻もどるつもりでいた」

　和馬の言葉に、拓哉もやっと納なつ得とくした。そして、騙だまされていたことに、うっすら涙なみだを浮かべていた。

「正解だ。だが、これでもう君たちが我々矛盾生徒会に勝てる見込みはなくなったな」

　剛は胸を張って、睨にらみ付けながら言う。決戦闘兵を仕掛けてきても、すでにここにいる全員の固有能力がバレている以上、どうとでも対策が練れる。

　剛は負け惜おしみの言葉を聞くのが好きだった。この連中はどういう捨て台詞ぜりふを吐くのか。

「はい。じゃあスパイも分かったことだし、飯食いにいくか」

　くるりと背中を向ける、和馬。

「そうですね！　行きましょう！　格好良かったですよ？　和馬さん」

　和馬の腕うでに抱だきつくように、笑顔の千里が飛びついてきた。

「ほら、さっさと行くわよ」

　理沙は悔くやしそうに立ちすくむ拓哉の背中を押した。

「ぼ、ボクも行っていいの？」

「おーい」剛の問いかけは、無視。

「ああ、納なつ豆とう餃子ギヨーザをごちそうしてやるよ」

　和馬は拓哉の首に腕を回す。右手に華はなやかな美少女である千里、左手に草食系美少女男子であるところの拓哉。ある意味両手に花だった。

「……それはあんまり食べたくないけど」

「常識人で助かるわ。あんたには、私が普ふ通つうの料理を作ってあげるから、安心なさい」

「おーい」剛の問いかけは、無視。

「おい理沙。納豆餃子は普通の料理だよ！」

「……普通では……ないと思う……大好き」

「そうだよなー。大好きだよなー」

「おい！　おい！」

「はわ！　いきなり大きい声出さないで下さいよー。びっくりしたじゃないですかー」

　会話を遮さえぎる剛に、和馬の陰かげに隠れた千里が非難する。

「あれ？　ほったらかし？」

　こくり。とその場にいる剛以外の全員が同時に頷うなずいた。

「え？　うん。もう興味ないし」

「……お元気で」

　同じ生徒会に所属していたはずの二人から、突き放す言葉。

「他ほかに何か言うことはないのか！　捨て台詞とか！」

「じゃあ、言うけど──────いい加減、服着たら？」

　理沙が汚お物ぶつを見るような目で最後にそう言い残し、みんなは打ち上げへと去って行く。

　服を爆ばく破はされたまま、ずっと裸はだかだった剛は啞あ然ぜんとする。

　せっかくスパイであることを暴ばく露ろしたのに……
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『強きよう行こう突とつ破ぱ　千ち里さと』は朝食も取らず、第三高等学校へ登校するのが日課になっている。

　千里が作った蜘く蛛もの巣状のヒビはもう直っていた。誰だれかがフィクションを使ったのだろう。

　教室はわいわいと賑にぎわっていて、当然みんな制服姿をしている。

　しかしながら、セーラー服やブラウス。学ランやブレザーなど、それぞれ違う形、違う種類の服だった。

　升ます々ます学がく園えんの制服は、フィクションのオーラに反応して自由に変化させることが出来る。

　それぞれが、好きな色、形を選ぶことが出来るのだ。

　なんだったら、タキシードでも喪も服ふくでも八〇年代のテレビディレクターみたいな首にトレーナーの袖そでを巻いても構わない自由な校風。

　しかしながら、江え頭がしらスタイルやマイク・ハガースタイルは校則で禁止されている。

　チャイムが校内に鳴り響ひびいたころだ。ずらりと並んだ机が向かう教室の壁かべに、黒板ではなく巨きよ大だいなスクリーンがある。そこに、映像が映し出された。

「よーしみんな席に着けー」

　大人だ。バーコードヘアーの、初老の男。

　学園内には大人は二四歳までしかいないが、学園の外には当然存在している。

　彼らはフィクション能力を持たない者。『ノンフィクション』だ。

　ノンフィクションは升々学園には来られないため、こうして映像だけが送られ、授業が行われている。さすがに、子供が子供に教育はできない。

　教室は学科毎ごとに分けられており、ここは国語の授業が受けられる教室だった。

　しんと静まりかえり、授業が開始される。

　机の上にはパソコンが二画面。一つは大画面と同じ映像。これはテレビ電話のように、生徒の映像も学園の外にいる教師へと送られ、顔を見せなければ欠席扱あつかいにされる。

　ノートブックはない。もう一つの画面がノート代わりとなり、電子ペンで書き込まれたデータがそのまま転送されるというシステムだ。

　浴よく場じよう生徒会が出来て一週間。

　国こく士し無む双そう殺さつ気き率いる早そう雲うん生徒会との決けつ戦せん闘とう兵ひように勝利し、施し設せつの数が四つに増えた。

「むー」増えたのだが、千里は授業中に唸うなっていた。

　千里はいつもこの時間は数学を選んでいたが、和かず馬まと同じが良いと言うことで、わざわざ国語の教室へ来ていた。

　事前に申告すれば、誰がいつ、どの授業を受けてもいいのだ。小学生が大学の授業を受けてもいいし、なんならボディビルダーが秘書検定を受けてもいい。

「どうかした？」と、和馬は千里に聞く。

　音声は基本的に向こうからの一方通行なので、顔をじっと画面に向けていれば、雑談も可能だ。話を聞きそびれてノートが疎おろそかになったり、明らかに顔を横へ向けていれば、怒おこられるのは怒られるのだが。

「やっぱり、理り沙ささんは生徒会に入ってくれないんですねぇ」

　寂さびしそうに、千里はそう言った。

　ちらりと見れば、千里は携けい帯たい端たん末まつで生徒会ランキングをチェックしていた。

　生徒会には、順位が定められている。当然一位が政府である『大生徒会』で、もしも浴場生徒会が一位になれば、名前は『大生徒会』に変わるだろう。

　ランキングは次の二点で決められる。一つは施設数。それが同じならば、会員数。

　先の決戦闘兵で、浴場生徒会は施設を得た。千里は早雲生徒会へ即そく時じ返へん却きやくを申し出たが、早雲生徒会会長『国士無双　殺気』は、必要ない。と一いつ蹴しゆう。

　筋すじ肉にく食堂のように思い入れのある施設ではなかったし、むしろ浴場生徒会への発ほつ足そく祝いに取っておけとのことだった。

　千里は「でも……」と申し訳なさそうだったが、和馬に貰もらえるモノは貰っておけと説得され、そのおかげで浴場生徒会は一〇四九位から一〇四五位に昇しよう格かく。施設の数が五個に増えたからなのだが、そこに記き載さいされている生徒会員数は──二。

　会員数を見て、千里は唸っていたのだ。

「まあまあ、これからどんどん増えていくさ」

「そうですね！　くよくよしてても仕方がありません！」

（切り替かえ速っ！　マービン・ハグラーか！　それが千里さんの良いところだけど）

「次はどうするつもりなんだ？　一六位に挑いどむには、まだ早いと思うが」

「……実は、もうすでに今週の決戦闘兵申し込みをしちゃいました」

「え？　矛ほこ盾たて生徒会に？」

「一〇〇〇位です。さすがに……一〇〇位以内ランカーさんとは戦えません」

「それは賢けん明めいだな」

「バカはバカなりに考えているんですよ～」

「自分でそれを言うんだ」

　千里は和馬の方へ、にひーっと笑え顔がおを向けていたので、画面越ごしに教師に怒られた。







　週末──決戦闘兵は毎週日曜日に行われる。

　浴場生徒会の決戦闘兵、第二回目は──カラオケ対決だった。

　それぞれ三人が挑ちよう戦せんし、総合点を競きそうという決戦闘兵だ。

「あんた、歌上う手まかったっけ？」

「全然。カラオケなんて普段からいかないからな」

　理沙と和馬は、はあと息を吐はく。

「大だい丈じよう夫ぶです！　和馬さんならきっと勝てますよ！」

　結局、このカラオケ対決の結果は惨ざん敗ぱい。

　時を止めようが、歌は上手くならないし、爆破するモノもない。光速で歌を歌っても点数は上がらず、この種目を選んだ対戦相手の生徒会は、当然のようにそれに準じた能力者。

　敵の生徒会は、三人歌って合計二九〇点。

　対して理沙が九八点。千里が八八点。和馬に至っては二六点だった。

　和馬は泣いた。猫ねこ耳みみバニーガールの格好で泣いた。

　出来ることは全すべてやった。相手の苦手な萌もえを即そく座ざに見み抜ぬき、恥はずかしいけどそれを実行し、フィクションを封ふうじた。

　それでも、全然無理だった。

　勝てる試合だった。いや、和馬が勝てる試合にしたはずだった。

　だが、実力及およばず──

「ふみゅー。負けちゃいましたねぇ。でもでも、次は絶対勝てますよ！　かずにゃん」

「かずにゃん言うなっ！」

　次の週末──

　出来たばかりの浴場生徒会は、こちらから仕し掛かけずとも、どんどん決戦闘兵のオファーがくる。全て断る事も出来たのだが、お人好しで真ま面じ目めな千里は、ついつい受けてしまっていた。

　決戦闘兵の内容は『将しよう棋ぎ』。

　受ける側が選べるというのに、千里は遠えん慮りよしてか、相手に種目を選ばせていた。

「二〇秒～…………五、六、七──」

「ありません」

　和馬は泣いた。猫耳タキシードで泣いた。

　将棋で時を止めても、コマ一つ動かせなかったのだ。位置を変えたところですぐにバレて反則負け。思考時間が一〇秒増えたところで、それほど差はなかった。

　普ふ通つうに将棋を指して、普通に負けた。

　残ったのは、ただの猫耳少年。

（もう嫌いやだ……もう猫好きと戦うのは……うっ）

「大丈夫です！　か「かずにゃん言うなっ！」」

　結局、早雲生徒会との決戦闘兵で勝ち取った施設は全て奪うばわれ、生徒会ランキングも一〇四九位に戻もどってしまった。

　施設の数は一つ。生徒会員は二人。千里はその結果を受けて、落ち込んでいた。

　矛盾生徒会に挑むには、それ相応の施設数が必要だ。だが今はもう早雲生徒会に返す施設も残っていない。

　そんな結果を受けて、浴場生徒会会長、強行突破千里は筋すじ肉にく食堂で、机にぐでーっと突つっ伏ぷしていた。

　むにっと潰つぶれるおっぱい。

　それを、和馬は納なつ豆とうポタージュを飲みながら、静かに見ていた。

「うー、このままじゃ筋すじ肉にく食堂が潰れちゃいますぅ。どうして勝てないんですかねー」

「戦いに勝つためには、二つ必要な要素がある。それは、戦略と戦術だ」

「ふむふむ」

　和馬の言葉をメモに取る千里。ちなみに、今日もアイスコーヒーお湯割りだ。

「簡単に言うとだな。戦略とは、『戦う前に、戦せん闘とうを有利に持って行くこと』で、戦術は『戦っている最中に、戦闘を有利に持って行くこと』だ」

「なるほどなるほど」

「俺に出来るのは、戦術を練ることだけ。将である千里さんが、戦略を身につけなければならない。とまあ、難しく言ったが、要するにだな、先の決戦闘兵二つは、戦略レベルですでに勝率が三〇％もなかったかな」

「……戦う前に……相手の情報を……確かく認にんすべきだった」

　和馬と同じ納豆ポタージュを飲んでいるのは、早雲生徒会会長『国士無双　殺気』だった。

　あの一戦以来、何な故ぜかこの筋すじ肉にく食堂に入り浸びたっていた。

「ふぇー。さすが殺気ちゃんです。つまり、私のせいで負けたんですね！」

　そこまで言って、千里は自分の言葉に傷つき、もう一度ずーんと落ち込んで突っ伏した。

「いや、俺も甘かったよ。千里さんだけのせいじゃないさ」

「和馬さん……」

「とにかく、一歩ずつ進んでいこう。千里さんが戦略を身につけるまで、のんびりと付き合っていくさ。今はまだ、矛盾生徒会に挑むのは無理だろうしね」

「は、はい。私、早くここを取り戻せるように頑がん張ばります」

　申し訳ないという気持ちを胸に抑おさえつつ、千里は和馬に微ほほ笑えみかける。くよくよしていたら、和馬に嫌きらわれてしまうんじゃないかと考えたからだ。

　がらがらがらがら……

　呼よび鈴りん代わりになるほど大きな、引き戸が開かれる音。

「えらい寂れたところやなぁ」

　ずらずらとまるで大病院の教授が総回かい診しんするかのように、学ランの男達を引き連れて、一人の少女が入ってきた。

　彼女は『白はく昼ちゆう堂どう々どう　聡さと美み』。カラスのストラップと『４』と書かれたキーホルダーを付けた、黒猫プリントのカバンを持っている。ショートボブの髪かみに、リボン付きのヘアバンド。ネックレスにはブラックダイアモンド。

「いらっしゃいませー」

　やる気が無さそうに、厨ちゆう房ぼうで料理を作っていた理沙が出で迎むかえた。

　ずらりと並んだ学ランの男たちは、一いつ斉せいに理沙の爆ばく乳にゆうへ目を向ける。

　と同時に、和馬は理沙のおっぱいをぽよんぽよんと下から叩たたくようにして弾はずませた。

　そして、和馬は黒こく煙えんを上げてアフロヘアーのまま机に突っ伏す。

「ん？　自分、ウチの生徒会の人間ちゃうんちゃう？　ここで何してるん」















　そんな一連のお約束に興味を見せず、聡美は首を捻ひねりながら、一番奥の席へと向かう。

　そう、彼女こそ、一六位『矛盾生徒会』会長。ここは今、矛盾生徒会の施し設せつであり、聡美はオーナーということになる。

「まあ、ただのバイトです。別に、生徒会員しか経営出来ない訳でもないでしょう？」

「せやな。まあ、そんなんどっちゃでもええねん。どうせ、ここはもうぶち壊こわすんやし」

　けらけらと軽快に笑い飛ばしながら言う聡美の言葉に、理沙は嫌けん悪おを表したが、すぐにそれを隠かくした。理沙はただの店員で、聡美はグループ会長のようなモノ。強くは言えない。

「ご注文は？」

「んー。値段が高い奴から五品。適当でええわ。どうせ、タダやし」

　伸のびをしながら、楽しげに言う聡美。

　この施設は矛盾生徒会のモノ。だから聡美は全てタダで食べることが出来る。なんなら、理沙をこの場で首にすることも可能だ。

「……わかりました」

　明らかに、苛いら立だちが出ていたが、声は普通だった。

　次々と料理が運ばれ、机に並べられていくが、席に着いたのは聡美だけで、周りの男子たちはただじっと立っているだけだった。

　まるで、お嬢じよう様さまを厳重警備しているＳＰのように。

　最高級うな丼どんを一口──

「びみょーやな。これ、ほんまにウナギかー？　ドジョウかなんかちゃう？」

　バカにしたように笑い、たった一口で横に除のけ、次に鍋なべ焼やきうどんを食べる。

「薄うすっ！　何この出だ汁し！　全然味足りてないやん。醬しよう油ゆと水の方がましやわー」

　けらけらと軽快に笑い飛ばし、また次の料理へ。

　ばん。と強く机が叩かれ、千里が声を張った。

「理沙さん！　私にも同じメニューをお願いします！」

　そのときの千里の顔は、いつになく怒いかりに溢あふれていた。

「え？　まあ、別にいいけど」

「勝負です！　どっちがより早く食べられるか！」

　千里は聡美に人差し指を向ける。

「いきなりなんなん？　自分。……まあ、ちょっとおもろそうやけども」

「おいおい、千里さん、何を言い出して──」

　千里は指をずっと向けたまま、和馬の言葉に被かぶりつつ応こたえる。

「一いつ生しよう懸けん命めい育てて、一生懸命作ってくれた料理が、美お味いしくない訳ないじゃないですか！　お残しは許しません！」

「食堂のおばちゃんかお前は。まあ、とりあえず落ち着いて、そろそろ指向けるのやめなさい。Ｅ．Ｔ．かお前は。変なケンカをふっかけるな」

「和馬さんがそういうなら……」

　千里の熱気は、和馬の一声で一気に冷めていく。申し訳なさそうな顔で、溜ため息いきを吐ついている笑顔の和馬を見ていた。

「ほいで、どないしたいの？」

　聡美は、そんな和馬と千里を見つめつつ、怪あやしげな笑みを浮うかべていた。

　余よ裕ゆう。その表情には絶対的な余裕が見て取れる。

「あ、えっと……」

「やってもええよ？　早食い勝負かなんかやろ？　そこの兄ちゃんとウチでやろうや」

「和馬さんとですか？　んー」

　千里は和馬をダシに使うことには渋しぶっていた。自分ならばやりましょう！　と即そく答とうするだろうが。ちらちらと和馬の顔色を窺うかがうと──

「あー、ちょっと待って。実は俺、もう食事が終わってしまってるんだ」

　やっぱり乗り気じゃない。千里は申し訳ない気持ちで一いつ杯ぱいになっていた。

「そんなん、ウチには関係ないやん。嗾けしかけたんはそっちやろ？」

「だから──えーっと、君が『白昼堂々　聡美』だよな？」

「そや」と笑顔で頷うなずく聡美を確かく認にんして、和馬は続ける。

「やるなら君と理沙で、早食い対決をして貰もらいたい。ここの支し払はらいを賭かけて」

「は？　私？」

　ずっと見守っているだけだった理沙が、突とつ然ぜんのご指名にきょとんとしていた。

「和馬さん。言い出したのは私ですから、私が──」

　申し訳なさそうな千里を、和馬は手で遮さえぎった。「考えがある」と、和馬の顔は語っていて、千里は黙だまって和馬に従おうと決める。

「自分でやらんなんて、卑ひ怯きようやないか？　それやったら、こっちも代役立てさせて貰うわ。剛つよし」

　男達の中から、一歩出てきたのは、元早雲生徒会所属──『一いつ心しん不ふ乱らん　剛』だった。

　その真意は、千里や理沙には分からなかったが、和馬と殺気は見み抜ぬいていた。

　勝負を受けた。ということは、その勝負に何かしらのメリットがあると考えたからだ。

　そのメリットは、『情報』だ。

　何かしらの勝負をする際、升々学園の人間ならば誰だれしもが確実にフィクションを用いる。

　聡美はこの戦いで、和馬の能力を見み極きわめたかった。

　剛から話は聞いているから、殺気、拓たく哉や、理沙、千里の能力は大体見当が付いている。

　ただ、和馬だけが不気味だったのだ。

　それに気付いた和馬は、拒きよ否ひした。こんな決戦闘兵でもない勝負で、敵である聡美に『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を見せてしまう訳にはいかない。

　そんな思おも惑わくを互たがいに隠していたが、言わずとも双そう方ほうがそれに気付いていた。

　だからこそ、聡美も殺気に能力がバレている剛を送り出したのだ。

「なあ、殺気ちゃん。あいつの能力はこの勝負に向いているのかな？」

　和馬の問いに、殺気は首を横に振ふる。小さく揺ゆれる金きん髪ぱつツインテールに、和馬はちょっとときめいた。

「それでも出してくるってことは──細身に見えるけど食べるタイプか」

「お寿す司し……一〇〇貫かんぐらい……食べる」

　大食いチャンピオンは、細身の人間ばかりだ。食べた分が脂し肪ぼうに変わってしまうより、新しん陳ちん代たい謝しやの良い人間の方が、大食いには向いている。

　ふふん。と鼻を鳴らす聡美。剛に全ぜん幅ぷくの信しん頼らいを置いているようだ。

　殺気も、剛の食べっぷりを知っているからこそ、少し心配そうな表情を見せていたが、和馬は真しん剣けんな顔で言う。

「あとで文句を付けられないように言うけど──そっちは二人で構わない」

「なんやてっ！」

　聡美はおろか、千里や殺気も驚きよう愕がくに目を丸くさせていた。

「ど、どういうことなんです？」

　慌あわてて千里が問いかける。

「そいつ一人じゃ、相手にもならないって言ってるんだ」

　当然だろ？　と言いたげな和馬。千里と理沙は友達のようだったから、てっきり知っていると思っていたが──

「ほんまに、ええんやな？」

　屈くつ辱じよく。聡美の目にはその言葉が浮かんでいた。和馬は完全に聡美を嘗なめている。

　テーブルに並べられた料理は、うな重（特上）、鍋焼きうどん、すき焼き（特上）、天ぷら盛り合わせ定食、親子丼（特上）。

　聡美が一口ずつ食べたため、剛と聡美は一歩リードした状態から始まる。さらにそれぞれを二人で分担するのだから、理沙は圧あつ倒とう的てきに不利な状じよう況きようだった。

「なんで、自分で作って自分で食べなきゃいけないわけ？」

　制服の上からエプロンを着けたまま、椅い子すに座らされた理沙が顔を引きつらせていた。

「まあまあ、そう言うなって。タダ飯が食えるんだから」

「それは感謝しているけどもね」

「相変わらず、すごい胸だなー」

　糸目の剛はニコニコと笑えみを絶やさぬまま、じーっと理沙の胸を凝ぎよう視しする。

「ほな、始めよか」

　仕事ではないので、理沙はエプロンを外す。剛は箸はしを取り、聡美は楽しげに微ほほ笑えむ。

　皆みな固かた唾ずを吞のんで料理に集中する中、ちらりと、剛を見る聡美の視線はどこか熱を帯びていた。──その瞬しゆん間かんを、和馬は見み逃のがさなかった。

「よーい、どん」

　千里のかけ声で、早食い対決は始まった。

　聡美は左手で親子丼のどんぶりを持ち、右手と口でぱちっと割り箸を割る。

　──刹せつ那な、隣となりで食べ始めた理沙に、度ど肝ぎもを抜かれてしまった。

　理沙は具だくさんの鍋焼きうどんの鍋を傾かたむけて、『飲んで』いたのだ。

（すごいなぁ……それは普ふ通つう、全部食べ終わってからすることだろー）

　んっんっんっんっんっ……ぷはー。

　ものの五秒ほどで鍋焼きうどんが終しゆう了りようしたのを眺ながめていた剛は負けていられないと、うな重に取りかか……

　剛は目を疑った。

　うどんを机に置いた時、すでに天ぷら定食が終わっていたのだ。

（んなアホな……）

　親子丼をかっ食らっていた聡美も思わず箸を止めてしまった。

　理沙は次に、鉄鍋に盛られたすき焼きに手をかける。

　箸を持つ様子はない──

　まさか……と、誰もが思った次の瞬間、ぐっと鍋を傾ける理沙。

　すき焼きすらも、飲んでしまった。

　彼女にとって、少しの汁しる気けがあれば全すべて飲み物となってしまうのか。

　爆ばく発はつ的てきな早さを目まの当たりにし、聡美はフィクション『カード遊びをする人々ポール・セザンヌ』を発動させる。させなければ、聡美が一品食べ終わるよりも早く、理沙が食べきっていたからだ。

　それだけは、さすがに『一六位』の生徒会長としてのプライドが許さない。

　当然、聡美も和馬の前で能力を見せたくはない。いざというときは、剛に任せるつもりだった。だが、理沙の食べるスピードは想像を超こえていた。

（ついに来たわね。和馬、ちゃんと分ぶん析せきしなさいよ？）

　能力を引き出すために頑がん張ばっていた理沙は少し食べる速度を落とし、ちらりと和馬を一いち瞥べつする。

（さて、白昼堂々聡美は固有能力を出してくるのかな）

　和馬はずっと聡美を見ていた。いずれ、倒たおすべき敵の力を見定めるために。

　剛が三品目、聡美が二品目を食べ始めた頃ころ──

　最後の親子丼をスプーンで搔かき込み始めていた理沙。

　食べきるのに、あと二秒も必要ではないだろう状況だった。

　だが──理沙はついにむせる。

　あれほどの早さで食べていたのだから、そりゃあむせることもあるだろう。

　さらに、コップの水を零こぼし、よそ見をした瞬間、つるりと手から親子丼の丼どんぶりが落ちた。

　散乱するご飯。これはもう食べられたもんじゃない。

　もしこれが決戦闘兵ならば──棄き権けんと見なされるだろう。

「ふう。危ない危ない。とんだラッキーやったわー」

「ぎりぎりでしたねー」

　もぐもぐと箸を進めるスピードを落とした二人はにやりと笑みを浮かべた。

　最も早はや勝利を確定し、フィクションも解除していた。

　途と中ちゆうで落とさなければ、理沙が勝っていただろう。

　いや──

「残念だけれど、私の勝ちだわ」

　空の丼を見せる理沙。

「噓うそやっ！　落ちた飯も食べたって言うんかいな！」

　立ち上がり、怒いかりを表す聡美。

　確かに、床にはご飯はん粒つぶ一つ落ちてはいなかった。

　理沙の全身をオーラが包み込んでいた。そう、食べたのではなく『夜警レンブラント・フアン・レイン』で一粒残らず『爆ばく破は』したのだ。

　みんなが何より驚おどろいたのは、理沙のお腹がぐ～と鳴ったこと。

　こいつの胃い袋ぶくろはブラックホールなのか？　驚愕させると共に、絶対に勝てないと思わせるに十分だった。

　理沙はオーラ内にあるモノを、好きなだけ好きな規模で爆発させることが出来る。

　だが、その代だい償しように、猛もう烈れつにお腹が減ってしまうのだ。

　大食いや早食いという種目は、理沙が最も好きな競技だった。

「運が悪かったわね」

　勝ち誇ほこった笑みに、聡美はぐぬぬぬと顔を歪ゆがめる。

「気分悪いわ！　剛、もう帰んで！　約束通り、今日はウチのおごりや。せいぜい楽しんで食べーや！　死ね！　暴飲暴食して死ね！」

「あーあ。会長怒おこらせたら怖こわいぞ～」

　糸目の男がニコニコしながらそう言った。

「ところで聡美ちゃん」

「な、なんや。いきなりちゃん付けで呼ぶなや。──て、照れるやんか」

　突然の馴なれ馴れしい和馬の言葉に、聡美は狼狽うろたえた。

　その狼狽えた瞬間に、和馬は矢を放つ──

「君、そこの糸目男が好きだろ？」

　ぐさっと言葉がハートに刺ささった。

「んなっ、何言うとん！　そんなんちゃうわ！　あと、なんでスカート摘つまんでんねん」

　聡美は胸を押さえつつ、顔を真っ赤にさせて必死に否定しながらスカートを押さえる。

　さりげなく近づいた和馬は、聡美のスカートに手を掛かけていたのだ。

「残念だけど、脈はないよ？　君がここに入ってきたとき、ずっと彼の立ち位置を意識していた。そのときの表情は明らかに好意が見て取れる。彼はそれに気付いていながらも、距きよ離りを置きたいと考えていた。むしろ、彼は理沙に興味があるみたいだ」

「お断りよ」

　理沙の言葉に、剛は少し眉まゆを動かした。ずっと同じ表情だったのが、崩くずれたのだ。そう、スパイだと言い当てられた時と同じように。

「はい、こっちも脈なしということで」

　聡美は口をワナワナと震ふるわせる。言いたいことは一いつ杯ぱいあるが、それらは全て言葉にならない。

　動どう揺ようした隙すきを突ついて、和馬はスカートをぴらりとめくった。

「意外と大人なパンツだな」

　そのあまりに自然な動きに、聡美は何をされたのかすら一瞬気付かなかった。

「あんた……覚えときや」

　顔を真っ赤にさせた聡美は和馬の手を払はらい除のけて捨て台詞ぜりふを残し、大おお股またで去って行く。

　スカートをめくられたことよりも、和馬の掌てのひらの上で踊おどらされたことが腹立たしかった。

　はあ。と一難去った事に笑顔で溜ため息いきを吐つく和馬。

「はあ、片づけないとね」

　理沙も同じように溜息を吐いた。しかし、笑顔ではなく、意い気き消しよう沈ちんした表情で。

「ごめんなさい理沙さん、……て、手伝います！」

　自分のせいでこんなに荒あらされたんだと責任を感じていた千里が手を貸し、割れた食器や食べ残された品々を二人で片付けに入る。

「どうして……あんなこと……言ったの？」

　対決にはずっと興味を示していなかった殺気が、本から和馬に目線を向ける。

　和馬は片付けをする理沙をちらっと見てから、殺気にこっそりと耳打ちをした。

「白昼堂々聡美という人物は──危険だ。きっと、プライドを傷つけた相手に容よう赦しやはしない。あのままだったら、理沙が報復を受けていただろう。その矛ほこ先さきを、俺に変える必要があった。──って、理沙には内ない緒しよだよ？」

　どうしてだろうか。不思議と和馬は、殺気に対して全てを打ち明けたいと感じていた。

「そう……身代わり……大好き」

　ちゅ。殺気は、頑張った和馬にご褒ほう美びとばかりに、頰ほおへキスをした。

　和馬は顔を真っ赤に染めて、口をあんぐりと開いたまま、硬こう直ちよくしていた。

　まるで、石になる呪のろいを掛けられたかのように。

「ふう。ありがとう千里。大方片付いたわね。で、今日は銭せん湯とうへ行かないのかしら？」

「あ、そ、そうでした。実は──和馬さんに見て欲しいモノがあるんです！」

　掃そう除じも終わり、千里が元気よく飛び上がった。おっぱいをたぷんたぷんと弾はずませて、びしっと浴場生徒会の生徒会室である銭湯の方を指さす。そして、和馬の腕うでを取った。

「俺に？　まあ、期待しておこうかね」

　笑顔を見せて溜息を吐き、和馬は千里に引っ張られ、筋すじ肉にく食堂を後にする。

　殺気は、そんな二人を追いかける前に、理沙へこう言った。

「……あなたを庇かばった……恨うらみの矛先を……変えさせて」

　内緒だと言われていたが、これは理沙が知っておくべきだと考えたのだ。

「え？　ああ、さっきの奴やつね。──はあ、どうせ、そんなことだろうと思ったわ」

「……嬉うれしく……ないの？」

　理沙ははあ、ともう一度深く息を吐はく。

「あいつはね、知らない人間が私の前に現れると、すぐにおっぱいを触さわってくるの」

「……言われれば……確かに」

「この升々学園に来たころ、私は嫌きらわれていたのよね。『怖い』──って。何かを爆破させることしか出来ない能力。乱暴で、粗そ野やで、恐おそろしい、そんなフィクション能力だったから……『殺されるー』とか言って、誰だれも私には近づこうとしなかった」

「……そう」

　子供はとても素す直なおで、とても純じゆん粋すいだ。だからこそ、恐ろしい。

　特に、強力な力を持つ子供が、誰かをイジメの対象にしたら──そう考えると、殺気は何も言えなかった。きっと、理沙は辛つらい目に遭あってきただろうと簡単に予想出来る。

「そんなときに、あいつが近づいてきたの。あの頃は、スカートをめくられてたかな。そして、つい、軽く爆破してしまった。人前では絶対に使いたくなかった力を、ついつい使ってしまったのよね」

「……それで……どうなったの？」

「そのときね、ぷふって笑いが起こったの。アフロヘアーになって倒れるあいつを見て、そこにいるみんなが笑った。『大したことない能力だ』なんて言ってね。それから、和馬は、わざと私にセクハラを仕し掛かけるようになった。譲じよう一いちさんとか他ほかの男子も便乗してね」

「……セクハラ……嫌いやじゃ……なかったの？」

「あんなに楽しそうにセクハラされたら、むしろ清すが々すがしくて嫌だなんて感情はなかったな。あ、鬱うつ陶とうしかったかも。……でも、同じイジメられるなら、私は和馬でいいわ」

「……優やさしい……人……あなたも」

「でも、今のあいつは、笑わなくなった。騙だまし騙されるのが常である升々学園で、色んな人間を見てきて──知れば知るほどに、笑わなくなった。人を助けることを生き甲が斐いにしていた少年は、人のために動くのが嫌になったのよ。──そんな和馬が私のために、恨みの矛先を逸そらそうとした？」

　理沙はそこまで前置きをして、照れくさそうに頰を人差し指でかりっと搔きながら言った。

「嬉しくない訳、ないじゃない」







　殺気と和馬を引き連れて、千里は浴場生徒会へと帰ってきた。

（和馬さん、喜んでくれるかなぁ。えへへ……）

　一六位に勝利したことに、心も体も躍おどっていた千里は、ずっとにこにこしていた。

　実は浴場生徒会の生徒会室である銭湯に、千里はある改良を施ほどこしていた。

　それを、どうしても和馬に見せたかった。

「……一いつ緒しよに……お風ふ呂ろ……入りたい」

　殺気の言葉に、和馬と千里は顔を真っ赤にさせた。

「え？　俺と？」

　冗じよう談だんのつもりで聞く。だが、殺気はこくりと頷うなずいたので、和馬は殺気の体をじっくりと舐なめ回すように見てしまった。

　まるで小学生のような体つき。普ふ通つうに見ていると変な気は起きないが、意識し始めると──ごくりと喉のどがなる。

　千里の黒くろ髪かみロングの巨きよ乳にゆうも素晴らしいが、殺気の金きん髪ぱつツインテール貧乳もまた素晴らしいのだ。

　そのロリロリボディの中に、どこか大人びた妖よう艶えんさが隠かくれていた。

　とある歌の歌詞で、『処女と少女と娼しよう婦ふに淑しゆく女じよ～』というのがあるが、その全すべてが殺気にはあった。

「千里さんも一緒に入る？」

「ふぇ！　ぇぅ～う。あの……ぁ、……は、はぃります」

　これ以上無いぐらい顔を真っ赤に染めて、しどろもどろになりながら、恥はずかしさに目を瞑つぶりながらも、千里は肯こう定ていした。

　仕方が無いとか、嫌いや々いや言っている訳ではない。

　和馬とお風呂に入りたい。入りたいけども、それがとても恥ずかしいことだっただけ。

「嫌なら別にいいけど？」

「そ、そぅじゃなぃんです！　ちょうど良かったです……どうしても、今日は……和馬さんとその……うぅ。は、恥ずかしぃ」

　どうしても？　千里の考えがまだ読めない和馬は、それを詮せん索さくせず、後の楽しみにしようと口を噤つぐんだ。

　千里も、和馬も、殺気も、みんなが意い気き揚よう々ようと銭湯へ向かう。

　筋すじ肉にく食堂から浴場生徒会まで、徒歩三分程度。




　楽しげに歩いていた千里の顔から、血の気が引いた。




　殺気はいつもの通り無表情で、そして──和馬は怒いかりに目を細めた。




　めらめらと、火が燃え上がっていた。




　下は大火事、上も大火事。そんな銭湯。

　黒々とした煙が、窓からもくもくと上がっている。

　そう、浴場生徒会の生徒会室である銭湯は、何者かに『放火』されていた。

　窓が割られ、火か炎えん瓶びんやたいまつなどを投げ入れられ、さらに外から火を放ったに違ちがいない。誰が見ても、不ふ審しん火びではない燃え方。

　誰がやったのかは、言わずとも予想出来る。

（やりやがった……っ）

　静かな怒りが、それこそ炎ほのおのように、和馬の中で燃え上がろうとしていた。

　やりやがった。

　やってはいけないことを。

　こんなことをするから、する奴がいるから、フィクション能力者は升々学園に閉じ込められるんだ。精神が未熟な状態で強い力を持つと、それをいとも簡単に行使する。

　だから、力を持たない者から忌いみ嫌われ、規制され、突き放される。

　こういうことをする奴がいるから……

　やりやがった。

　和馬が一番嫌いな行動を、後先考えずに。

「何……これ……」

　千里は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。頰をつーっと一筋の滴しずくが流れ落ち、悔くやしさと悲しさに唇くちびるを嚙かみしめる。

「大生徒会の消防隊を呼ぼう」

　和馬が電話を取ったそのとき──

　千里は何を思ったか、火に包まれた銭湯へ走っていく。

「おい！　何をする気なんだよ！」

「取ってくるんです！」

　誰よりも速い千里は、銭湯の中へと入ってしまった。

　追いかけようとしたが、殺気が和馬の服を摑つかむ。

「……いけない……危険」

「俺のフィクション能力なら、火の中でも少しは耐たえられるさ。殺気ちゃんは大生徒会に連れん絡らくを頼たのむ」

「……わかった……無理をしないで……大好き」

　どこか寂さみしげな表情の殺気。しかし、和馬を信しん頼らいしていた。

　どこかで、和馬ならやってくれるという不思議な確信があった。

「──最後の晩餐ダ・ヴインチっ！」

　ゆらゆらと揺ゆらめいていた炎が、まるで写真のようにぴたりと止まる。

　時を止めても、熱さは変わらなかった。むしろ、温度を下げるには時間が必要だろう。

　熱さで一番困るのは、制服。

　フィクションに反応して変化を遂とげる特とく殊しゆな制服は熱さに弱く、熱で溶とけてしまうのだ。

　今は時を止めているから変化はしないが、『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を解除すれば一いつ瞬しゆんで服は溶けるだろう。

　ロッカーや大きな机、受付などと言った場所も全部火に包まれていた。こたつの中とはレベルが違うが、こたつの中のように赤く染まり、そして、むわっとした熱気に思わず目を閉じそうになる。

　五秒、一〇秒──『最後の晩餐ダ・ヴインチ』の使用中は代だい償しようとしてどんどん体温が上がっていく。

　それでなくても熱い火の中だ。長くは続けられない。せいぜい一〇秒前後だろう。つまり、もう限界。

（──いた）

　和馬は『最後の晩餐ダ・ヴインチ』を解除し、声をかける。下着も制服で作っていたので、和馬は素すっ裸ぱだかになってしまった。

「何やってんだ！　逃にげるぞ！」

「ダメです！　この毛布だけは持って行かないと！」

　千里は、倒たおれたロッカーの下から一いつ生しよう懸けん命めい、毛布を引きずり出そうとしているところだった。

　制服の半分以上がすでに溶け、ピンクの下着やおへそが見えてしまっている。

「いいよそんなの。どうして──」

「和馬さんに貰もらったんです！　私には、これしかないんです！」

　千里の強い眼まな差ざしに、和馬はそれ以上言えなかった。絶対に曲げられない思いがそこにはあったからだ。

　しかし、状じよう況きようは緊きん迫ぱくしている。和馬は仕方がないという顔で、ロッカーを持ち上げる。

「やるならやるで、冷静にロッカーをどかせばいいだろ」

　フィクションを用いれば、ロッカーの一つや二つ、簡単に持ち上げることができる。

　それがたとえ、何十個と連なった巨きよ大だいなロッカーだとしてもだ。千里はあまりの出来事に混乱して、そこまで頭が回らなかったようだった。

「はああっ！」和馬はフィクションを強めて、一気にロッカーを持ち上げる。体温が上がりすぎて、朦もう朧ろうとしていた意識の中で。

　そして、その隙すきに千里は毛布を引き抜ぬいた。

「良かった……毛布は無事です」

　千里は幸せそうに毛布をぎゅっと抱だきしめる。まるで、我が子を救い出したように。

「じゃあ、さっさと出るぞ。炎で玄げん関かん塞ふさがれたら、壁かべを破は壊かいするしかなくなる」

「はい。……ごめんなさい。和馬さんまで危険な目に遭わせてしまって」

「気にしてない」

　本当に毛布だけのために中へ入ったのかと和馬は呆あきれていたが、それはとても『千里らしい』行動。和馬はこんな千里のバカな行動が嫌きらいではなかった。

　切せつ羽ぱ詰つまった状況なので千里の手を引いて玄関へ。

　だが、手遅れだった。出入り口が炎に包まれている。

「千里さんの『民衆を導く自由の女神ドラクロア』で突つっ込むか……いや、危険だな」

　破損した施し設せつは決戦闘兵で賭かけられない。さらに、修理を頼む金もない。

　出来る限り無傷で火だけを消さないと、生徒会として機能しなくなる。

　悩なやんでいる時間も、最も早はや残されていない。

　次の手を打とうとしたそのとき──

　本を読んだまま、下着一枚着けていない状態の殺気が中へ入ってきた。

　殺気はフィクション能力『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』で炎すら固定させ、道を作ったのだ。

　別段、胸もアソコも隠す気はない。うっすらと膨ふくらんだ先にある桜色のつぼみや、毛も生えていないつるんとした股こ間かんに、和馬は「素す敵てきやん」とコメントしたかったが、熱さにやられて凝ぎよう視しすら出来ずにいた。

「ボクが来たからにはもう大だい丈じよう夫ぶだぜ！」

　その隣となりに、ハチマキ一つだけという素っ裸の少年。

　胸むな元もとと大事なところを隠すため、ヴィーナスが誕生したかのように内うち股またになった状態の、『傍ぼう若じやく無ぶ人じん　拓哉』がそこにいた。

「彼のフィクションだったら、火を消すのも簡単だな。ありがとう、殺気ちゃん」

　二人は下着も制服で作っていたのだろう。熱で全てが溶けてしまっていたのだ。

「……たまたま……近くに……いただけ」

「じゃあ、早さつ速そく雨でも降らして火を消してくれ」

「もうやってるぜ！」

　………………和馬は辺りを見回す。

　めらめら……めらめら……

「燃えてるんですけど」

　何の変化もない銭湯に、和馬は笑顔で溜ため息いきを吐つく。その表情は、いつもより苦しげだった。

「外は今、局地的豪ごう雨うになってるけど？」

　なるほど。と和馬は手を打った。

　拓哉の能力は、屋内で意味をなさないようだ。てっきり、建物の中で雲を作ることが出来るのかと思ったが、天候を操あやつるだけ。天候を生み出す訳ではないのだ。

「みんな、私のせいで……ごめんなさい」

　殺気や拓哉まで火事現場に来たことで、千里は自分がしてしまった無む謀ぼうさに、どう謝ればいいのかわからないほど動どう揺ようしていた。

「困ったときはあれだ。自業自得って奴やつ。とりあえず外へ」

　和馬は千里のことを怒おこっていなかった。反省しているのなら、それでいい。

　それより、どうやって火を消そうかと考えていた。

　千里の下着にも、素っ裸の殺気にも目を向けず、外に出ながら声をかける。

「上から落ちてきた雨を固定した場合、解除すれば下に落ちるんだよな？」

　頷うなずく殺気。和馬は目を閉じ、消え入りそうな声で問う。

「じゃあ、固定中に横から力を入れれば、解除した際に水を横に飛ばすことは可能？」

「……なるほど……可能……大好き」

「じゃあ、君の能力で雨を一か所に集め、殺気ちゃんがそれを固定。千里さんがそれを中へ押し込む。消防車が放水するように──ね。中へ押し込むと言っても……」

　そこまで話した和馬は、前のめりに倒れた。最後の晩餐ダ・ヴインチはせいぜい一〇秒までしか使えない。それ以上だと、体温が上がりすぎて脱だつ水すい症しよう状じようや貧血、熱射病のような症状が出る時がある。

　時を止めすぎた和馬は、殺気や拓哉の登場に、張り詰つめていた緊きん張ちようが解け、意識を失ってしまった。

「か、和馬さん！」

　慌あわてて、倒れた和馬を抱きかかえる千里。

「和馬さん！　和馬さんっ！」

　突とつ然ぜん倒れてしまった和馬に、千里は涙なみだを流しながら何度も名前を呼ぶ。

　自分のせいで、取り返しの付かないことになってしまったのではないか。それが怖こわくて、申し訳なくて……

「……とにかく……外へ……炎は……私が固定するから」

　殺気に言われ、千里は和馬を担かつぐ。

「んぅ～」小さな体には重い、男の肉体。拓哉にも手伝って貰い、外へと和馬を運ぶ。

「火を消さないと」

「でも、和馬さんが」

　それしか言わない千里に、拓哉は痺しびれを切らした。

「君は生徒会長だろ！　今やるべきこと、やれることをやれよ！」

　投げかけられた苛いら立だちの言葉に、千里は唇を嚙む。和馬への思いを、抑おさえるために。

「拓哉さん……そうですね。まずは火を消しましょう！」

　そっと和馬を横たわらせ、千里は強気な瞳ひとみで銭せん湯とうを見る。

「じゃあいくぜ！　騎士と死と悪魔デユーラー！」

　拓哉が天に両手をかざすと、巨大な入道雲が姿を現し、大量の雨が落ちてくる。それはまるでナイアガラの滝たきのように、怒ど濤とうの勢いだった。

「……愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ」

　その水が、殺気の目の前で丸いボールのようになる。だんだんと大きくなっていく水の塊かたまり。

「中へ運びます！　民衆を導く自由の女神ドラクロア！」

　それを、千里は光速で、押した。

　殺気がフィクションを解除すると、大量の水が銭湯に襲おそいかかる。

　拓哉は火がどうなるか心配していた。

　だが──千里の心は──和馬のことしかなかった。







　和馬が目を覚ましたとき、そこは大浴場だった。熱で制服と下着が溶けてしまったが、知らない間にタオルが腰こしに巻かれている。

　所々に焼け跡あとの残る、汚よごれた大浴場。真ん中で分けられた男湯と女湯に、それぞれ拓哉と殺気が浸つかっていた。

「目を覚まされました？　はあ、良かったですぅ～」

　下着姿の千里に抱だきつかれ、和馬は未いまだに定かではない頭を回転させて、状況を把は握あくする。起きるまで待ってたんなら、脱だつ衣い所に寝ねかせるべきだ。風ふ呂ろを焚たいたのであれば、なおさら。でもそれを怒ることはしなかった。

　つまり、脱衣所は、まだ危ないのだろう。崩くずれる可能性か、汚れて使えないか。

　そして、和馬を休ませるついでに、焼き討うちに遭あった銭湯が、営業が出来るのかどうか試ためしているのだろう。ぱっと和馬が見たところ、経営に問題はなさそうだ。

　もし経営することも出来ないほどに損傷していれば、その時点で施設を失ったとされて解散もあり得る事態だった。

「和馬さん……和馬さぁん……私、てっきりもう……」

「心配掛かけたようだけど、もう大丈夫。倒れたのはフィクションの副作用なんだ。だから、慣れてる」

「ごめんなさい……本当にごめんなさい。私、いつもこうなんです。バカで、思し慮りよが足りなくて……だから、友達とか出来ないんでしょうね。和馬さんに嫌われてもおかしくないですよね」

「まってまって。別に千里さんがバカだからって、俺は嫌いになったりしないさ」

「でも──「でもじゃない」」

「ぁう……あ、ありがとうございます。でも──どうして……」

「強しいて言うなら──いいおっぱいをしているから、かな」

「ふぇっ！　そこですかぁ？」

「俺は、バカでおっぱいの大きい千里さんが好きになったから、今ここにいるんだよ。バカのままで結構。むしろ、他ほかに男友達が出来ないんだったら、独ひとり占じめ出来て嬉うれしいね」

　泣き出しそうだったが、気を遣つかってくれている和馬に感動した千里は、さらに抱きしめる腕うでに力を強めていた。

　変わってしまった浴場の中で、一番変化のあったものが和馬の目に入ってきた。

「富ふ士じ山さんだ」

　巨大なヒノキ風呂のバックに、巨大な絵が飾かざられていた。

　その絵は、見たことのあるタッチ。

　そう、この銭湯を作る直前に見た──千里の子供っぽい絵だ。

「……これを、見せたかったんです。ほら、和馬さん、前に言ってたじゃないですか。殺風景だって……だから…………一いつ緒しよに入りたかったんですけど──」

「そうか……やっぱり、銭湯にはこういう風景画がないとな」

　和馬は優やさしい笑えみを浮うかべて、子供が描かいたような富士山を見上げる。

「………………良かったぁ」

　千里は、また涙を流していた。和馬が喜んでくれたことが嬉しくて、それがただ嬉しくて泣いていた。苦労した甲か斐いがあったものだ。

　今、その苦労は薄うす汚よごれている。報復の炎とすすにまみれて、ぼろぼろになっている。

　千里がこの富士山をどんな思いで描いたのか。それを穢けがされたことに、和馬は憤ふん怒ぬの表情を見せる。

　矛盾生徒会を、聡美を、このままにしておけない。

「殺気ちゃん。拓哉ちゃん。ちょっと相談なんだが──」

「ちゃん付けで呼ばれたーっ！　ボクは男だよ！」

「千里さんに生徒会を抜ぬけるよう言ったのは、俺なんだ。誰だれかの手を借りなくても、その内あいつらを倒たおせると簡単に思っていた。途と中ちゆうから参加するより、一から作った方がのんびり楽しめると思ってた」

「……あなたなら……出来ると思う」

「でも、な。状じよう況きようが変わった。あいつらは──やってはいけないことをしたんだ。いとも容た易やすく…………だ。──最も早はや、放ほうっておく訳にはいかない。そこで、力を貸して欲しい」

「つまり──キレたってこと？」

「ああ。そうだな。……俺は、ムカついている」

　拓哉は、和馬の瞳をじっと見つめていた。真しん剣けんな顔で。

　ずっと千里が生徒会を抜けたことに嫌けん悪おを抱いだいていた拓哉だ。急に掌てのひらを返して手伝ってくれと言われても、容認できようもないだろう。

「そっか。なんか、安心した」

　しかし、拓哉はぷっと吹ふき出すように笑った。

「ん？」

「あんたも人間なんだなーって。ボクはいいぜ？　ムカついてるのは、ボクも同じだ」

　少女のように笑ったあと、ちらりと殺気を見る。生徒会長がＯＫを出せば従うと、拓哉は言いたいのだろう。千里も申し訳なさそうな顔でなりゆきを見守っていた。

「……私も……構わない……大好き」

「皆みなさん……ありがとうございます」

　裏切ったはずの自分に手を貸してくれる。そんな優しさに、千里は感無量だった。

「手伝って貰もらう代わりに、今回決戦闘兵で手に入れる施し設せつは、全すべて早雲生徒会のモノでいい。千里さんも元々そのつもりだったろうし」

「ボクたちとしても、施設が増えるなら、言うことないな」

「まあ、取れればの話になるがね」

「……出来るんだろ？」

　拓哉はにっと笑う。それは、拓哉に似合わず、『少年』のような笑みだった。

　和馬は湯でさっと体を洗い流し、タオルを巻いたまま『男湯』に入る。

　真ん中で分けられているだけの、男湯に。

　続いて、千里も殺気のいる『女湯』へと入った。

「下着のまま入るんだ」

「ふぇ！　だ、だって裸はだかはさすがに……恥はずか……しぃです」

　消え入りそうな声で、千里は口元まで湯に浸かる。

　疲つかれた体に、ぬるめのお湯が肌はだに染みていく。

　先ほどまでサウナのような暑さだったので、あえてぬるめに設定したのだろう。

「さて、じゃあ早さつ速そく聞きたいんだが、一六位、矛盾生徒会はどの種目で来ると思う？」

「……確か……私たちの……時は」

「ポーカーだったぜ」

「ポーカーか……だったら、今回も同じ種目で受けてくるだろう。それは好都合。俺のフィクションでなんとか出来る範はん囲いだ」

「だったら勝てますね！　余よ裕ゆう、余裕」

　千里はガッツポーズを取る。

「……残念だけど……難しい……バカ」

「どうしてですか？　私も頑がん張ばりますよ！」

　和馬はやれやれと首を振ふって、淡たん々たんと言う。

「矛盾生徒会会長の『白昼堂々　聡美』は決戦闘兵において、三〇八勝無敗の成績だ」

「無敗──って和馬さんでも毎回負けてるのにですか？」

「その通り。決戦闘兵なんて、勝率五割でも凄すごいさ。ベイブルースもびっくり」

「じゃあ、無敗なんて──あり得るんですか？」

「あり得ないに決まってるよ！　恐おそろしい奴やつなんだよ、きっと！」

　拓哉は幽ゆう霊れいでも見たかのようにガタガタと怯おびえていた。

「ふぇええ！　じゃあどうすればいいんでしょうか？」

　勝てないと言われ、半泣き状態の千里に、和馬は微ほほ笑えみかけながら言う。

「この升々学園に『あり得ない』ことはない。──能力を発動させなければいいだけさ」

「ぁ……つまり、萌もえですね？」

「ボクたちの時みたいに、どの萌えが効果的なのかを教えてくれるんだよね？　っていうか、あれはどうやって分かったの？」

　千里と拓哉は、好こう奇き心しん旺おう盛せいに和馬へ質問を投げかける。

「経験と……カンだ。詐さ欺ぎ師しとか占うらない師とか霊れい媒ばい師と同じスキル。だけど、さっきあいつと対面した限りでは──さっぱりさ」

　和馬はお手上げだと肩かたを竦すくめた。

「……だったら……幅はば広ひろい層へ向けた……萌えにするべき」

「むー。何がいいですかねー」「なんだろなー」

　拓哉と千里は同じように腕を組み、同じように考え込んでいる。

「そうだな。メイドとか」

「それだ！」拓哉は和馬に指をさした。

「……メイド……可愛かわいい……大好き」

「異論はないようだな。何にしても、とりあえず制服を手に入れないと。早雲生徒会にストックはどれぐらいあるんだ？」

　戦うことよりも何よりも、生活する上で制服は必要不可欠だ。家に帰れば普ふ通つうの衣類はあるだろうが──

「……せいぜい……一着……ごめんなさい」

「制服高いんだぜ？　やっぱり、もう少し待った方がいいかも」

「いや、仕し掛かけるなら今しかない。あいつらはこれからも同じような嫌いやがらせを繰くり返すはずだ。わからせないといけない。──俺たちに手を出すべきじゃないと」

「でもさ、この銭湯は決戦闘兵に出せないんじゃないか？　さすがに損傷しすぎだし」

「そこで、早雲生徒会の施設を賭かけさせて欲しい。その代わり、制服は俺が用意する」

「あてがあるんですか？」

「ああ。ここから一〇分ほど歩くことになるが──一つ問題が」

　意味深な言い方に、千里と拓哉は同時に首を傾かしげる。

　和馬の真剣な表情の意味を、殺気しか気付くことは出来なかったのだ。







　お風呂から上がったとき、和馬は赤面しながらよだれを拭ふいた。

　千里も顔を真っ赤にさせていた。

「か、会長！　裸で入ってたんですか！」

　風呂に裸で入る。それはごく自然の行こう為いだが、混浴ならば話は別。拓哉は両手で顔を隠かくしつつも、指の隙すき間まからしっかりと目に焼き付けていた。

　殺気は素すっ裸ぱだかだった。まるで友達の家のおばさんのように、はたまた、幼よう稚ち園えん児じのように、どこも隠そうという気は見えなかった。

「ある一定を……超こえると……どうでもよくなる」

「いつもノーブラの黒くろ柳やなぎ徹てつ子こかお前は。千里さん、タオル」

「そ、それが……和馬さんの奴しか残って無くて。残りはもう全部破れてたり……ごめんなさい」

　和馬は笑顔を見せて、はあと息を吐はく。火事の被ひ害がいは思ったよりひどそうだ。

「じゃ、俺のタオルを使ってくれ」

「そうだぜ。目の付け所がシャープだぜ。あ、じゃないや。目のやり場に困るぜ」

「殺気ちゃんはタオルで良いとして、何か着き替がえとか残ってないのか？」

「あ、そう言えばさっき確かく認にんしてたんですけど、理沙さんから借りてる私の下着が残ってました。場所が良かったんですかね」

　そう言って、千里は早速、二枚の下着を持ってくる。

　制服はパーツを分けて変化させることも出来るため、下着も制服で作る人間がほとんどだが、理沙のように貧びん乏ぼうで安物の制服しか持っていない人間や、材質にこだわる人間は普通の生き地じの服を持っているのだ。

　黒と白。二種類の紐ひもパンだった。紐パンならば、サイズの変動にも対応出来る。

　そこで、和馬はやっと理解出来た。

　毛布一枚に、あれほど必死になって取りにいった千里の気持ちを。

　このパンツは、理沙から『借りている』モノ。

「千里さん。もしかして、この銭せん湯とう作る前まで、公園に住んでた？」

「え？　はい。そうですけど……なんで知ってるんです？」

　あのとき、和馬が公園で千里の膝ひざ枕まくらで眠ねむっていたとき、どうして千里が和馬を見つけることが出来たのか。

　それは、『あの公園に住んでいた』からだ。毛布をわざわざ取りに行ったんじゃない。あの公園に、ずっとあったんだ。だから、毛布はボロボロになっていた。

　毛布一枚だけ持って、強行突破家から家出したのだと、和馬は確信した。

　金も無く、替えの下着すら、宿すらない。

　千里と強行突破家に何があったのかはここで問うべきではないが──今、千里にとっての私物と呼べるものは『毛布』だけ。

　それ以外は全て、自分のモノではないのだ。

　だから、毛布一枚のために火の中へ飛び込む暴挙に出た。

　和馬から貰った、唯ゆい一いつの『私物』が、毛布だったから。

「私が……アパートの施設を……持ってなかったから」

「そ、そんな……殺気ちゃんは悪くないですよー。私は──私を拾ってくれた殺気ちゃんに感謝しています」

「あの、今思ったんだけど……これからどうしようか」

　拓哉が胸を隠すように押さえながら手を挙げる。

　拓哉はこう言いたいのだ。まさか、このまま裸で制服を取りに行くのかと。

　それこそが、和馬の懸け念ねんしていたことだった。

　今、みんな外を歩ける状態じゃない。

「俺も今思ったんだが、お前──おっぱいあるよね？」

　和馬はうむと頷うなずいて、じっくりと拓哉の体を見た。

　どうして男のくせにずっと胸を隠しているのだろうと思って注視すると──Ｂカップぐらいはあるだろうか。丸く、綺き麗れいな『おっぱい』がそこにはあった。

　運動不足による脂し肪ぼうの付き方ではない。まさしく、『胸』ではなく、『おっぱい』だ。

「う、うるさい！　フィクション能力使ったら副作用の一つぐらいあるだろ！　あと二時間もすれば元に戻もどるから気にするなよな！」

　拓哉は顔を真っ赤にさせ、体の向きを変えて胸を隠す。

　そんな仕草は、女の子らしい。

　和馬が使用中に体温が上がっていくように、フィクションはメリットだけではない。

　拓哉の『騎士と死と悪魔デユーラー』は、天候を変化させる代わりに、使えば使うほど拓哉自身が女性に変化していくという副作用があった。

「じゃあ、ブラは着けなくても大だい丈じよう夫ぶだな？」

「え？　まあ、そりゃ……別にいいけど……ボクは男だし」

「よし、俺と君は紐パン。千里さんは毛布。殺気ちゃんはタオルの上から千里さんと毛布を共有。これで制服を取りに向かおうか」

「楽しそう……」

　殺気は小さく頷き、千里は俯うつむきながらも毛布をぎゅっと摑つかむ。

「は、恥はずかしいですけど……頑張ります！」

「さくっと行こうぜさくっと」

　胸を手で隠しつつも紐パンを手にした拓哉は、赤面しながら了りよう承しようした。

　しかし、さくっと──はいけなかった。

　何な故ぜなら──







　わいわいがやがやと賑にぎわいを見せる駅前広場。何百人がここにいるのだろうか。数えるのも億おつ劫くうになるほどだった。

　タクシー乗り場、バス乗り場、屋根付きの商店街に向かう道。並ぶ駅ビルには飲食店の名前がそこら中に書いてあり、総合百貨店も駅と隣りん接せつしている。

　これから遊びに行く待ち合わせの者は立ち止まり、学校帰りの者は歩き続ける。ここでは、人の流れが途と切ぎれることはない。

「こ、ここここここを通るのかよ！」

　ビルの非常階段で、まるで銃じゆう撃げき戦せんでもしているかのように身を潜ひそめる和馬たちがいた。

　白い紐パン一枚で、ずっと胸を隠している拓哉は顔を真っ赤にさせて狼ろう狽ばいしていた。

「ここを突つっ切れば、あとは隠れながらいける」

　黒い紐パン一丁の和馬は腰こしに手を当てて仁に王おう立ちしながら呟つぶやいた。もっこりしている。

「突っ切れば──って！　通報されて捕つかまっちゃうよ！」

「どうしてですか？」

　涙なみだ目めな拓哉に、毛布にくるまった千里がきょとんとした顔で聞く。

「そりゃあだって……エロいから」

　言うのも恥ずかしい。拓哉は消え入りそうな声でそう言って、千里もなんだか恥ずかしくなり、二人で俯いた。

「……エロいと……捕まるんだ……面おも白しろい」

「空を飛んでいけばどうですか？」

「遮さえぎるモノが何もないから目立つね。飛んでる人間がいない訳でもないし」

「じゃあ、どうすれば」

「ここは、全員の力を結集するしかない」

「策があるんですね！」

　和馬は千里を安心させるために笑え顔がおを見せ、そして──溜ため息いきを吐ついた。

　信号が青に変わる。

　激しい雷らい鳴めいに、顔を上げる人々。

　それも仕方がないだろう。何故なら、その雷かみなりは、すぐそこに落ちたのだから。

　しんと静まりかえったあとも、誰一人渡ろうとはしなかった。

　みんな、まるでビートルズのアビイ・ロードみたいに、歩く途と中ちゆうでピタリと止まっている。

「何これ」「体が」「動かない」

　その場にいる何百人という人が、その場にとどまっていた。

（今だ！）と、拓哉は走った。

　みんな殺気の『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』によって、固定されていたのだ。

　雷鳴によって視線を向けさせて、死角を作る。

　全員が全員、顔を向けなくてもいい。

　視線の隙間を縫ぬって、通り過ぎるんだ。

　千里は光速で突き抜ぬける。

　誰もその速さを見ることすら敵かなわないだろう。

　和馬は時を止めて駆かけ抜ける。誰も和馬がここにいたことすら気付かないだろう。

　続いて、拓哉は──転んだ。緊きん張ちようのあまり、足を滑すべらせたんだろう。

　予想外の出来事だ。──さらに予想外の出来事は続く。

　殺気の固定が解除されてしまったのだ。

　数百人もいれば、誰だれか一人ぐらいは固定されないようなフィクションを持っていてもおかしくない。

　こうなれば、最も早はや和馬が時を止めて連れてくるしかない。

　がやがやと声が上がる。そして、体が動かなかった理由をみんなが知る。

　交差点の真ん中で、ぷりんとお尻しりを突き出した状態の、白い紐パン一枚という『少女』がいたからだ。

（ああ、可哀かわい想そうに）と誰もが同情した。

　動きを止めて、見られないように進むつもりだったことを、誰もが瞬しゆん時じに理解した。

「う……見るなーっ！」

　再度『騎士と死と悪魔デユーラー』を使ったことにより、拓哉のおっぱいはＤカップにまでなっていた。その女性的な肉体と顔つきに、男共はにへらっとイヤらしい笑みを浮うかべている。

　和馬は、助けなかった。何故なら──そこにいたからだ。

　矛盾生徒会会長──白昼堂々聡美が。

　殺気のフィクションの範はん囲い内にいたのに、彼女は何故か固定されずに視線を動かし、拓哉の無様な姿を『ざまあみろ』と言いたげな表情で見ていたのだ。

　だからこそ、彼女の前で和馬が助ける訳にはいかなかった。

　広場を駆け抜けて、またビルの非常階段に隠かくれながら、和馬はじっと耐たえていた。

　助けに行こうとした千里の肩かたを摑んでまで──

「うわああああああああああああん！」

　拓哉は泣いた。恥ずかしくて泣いた。

　泣きながら駆け抜ける。何度も転び、転び、転んでもめげずに、目を閉じたまま和馬たちのところへ。やってきた拓哉の背中を、ずっと千里はさすっていた。

　聡美は油断ならない相手だと、和馬は再認識した。

　確実に勝つため、ずっと和馬たちを監かん視ししていたのだ。

　火事の現場から、あるいは──もっと前から。

　和馬たちの実力を推おし量るために。

　このまま学校へ行こうが、和馬の家に戻ろうが、きっと監視は続くだろう。

　だとすれば、間ま違ちがってなかった。

　目的は、あの場所で正解だ。あそこならば、聡美の監視は届かない。

　思案しながら、人の目を盗ぬすんで進み、とうとう目的地へと辿たどり着く。

「うわー。すごい豪ごう邸ていですねー」

「吸きゆう血けつ鬼きでも住んでるんじゃないか？」

　と拓哉が思うほどに、その屋や敷しきはでかい。誰がどう見ても、豪邸。宮きゆう殿でんとも思える巨きよ大だいな屋敷。そこは、御ご三さん家けの一つ──『明めい鏡きよう止し水すい家』だった。

　まるで和馬がやってくることを知っていたかのように、家の前に着くや、招くように荘そう厳ごんな門が開き、和馬たちは辺りを見回しつつ、中へ足を踏ふみ入れる。

　玄げん関かん先さきで、シャツにジーンズというラフな格好の少女が出で迎むかえてくれた。

　自信に満ちた表情。きらきらと光る濡ぬれた髪かみ。みずみずしい肌はだを持つ少女。

「よう、明あ日す菜な。実は──」

「皆みなまで言わずとも分かってますわ。制服が欲ほしいって言いたいのでしょう？」

「凄すごいです。どうして分かるんですか？」

「ごきげんよう。千里さん。裸はだかでワタクシを頼たよる用件なんて、それしかありませんわ。全く……和馬、女物の下着を穿はく趣しゆ味みがお有りでしたら、ワタクシのを差し上げましたのに」

　明日菜は下着姿の和馬を見ただけで、全すべてを理解していた。

　明日菜は和馬に頼られることが、何よりも好きだった。

　この優ゆう越えつ感は、長く感じていたい。

「くれるんだったら、制服を四着分くれないか？」

「一〇〇万貰もらいますわ」

「おいおい。俺たちが貧びん乏ぼうなのは知ってるだろ？」

　制服は専用の特とく殊しゆな素材を使っている。だからこそ、一着の値段は二〇万～三〇万円は軽く超こえてしまう。希少なため、物価の変動も激しい。

「昔のよしみで五〇万……これ以上は、まけられませんわ」

　ふふっと明日菜は笑みを浮かべる。出来もしないことは分かっている。和馬を困らせ、そしてもっと自分にすがって欲しいのだ。

「え、えっと……じゃあ！　五〇万でお願いします」

　どうしようどうしようと目が泳いでいた千里の言葉に、明日菜は驚おどろいた。

「そんなお金が、あるんですの？」

「ないです。……し、出しゆつ世せ払ばらいで……その……お願いします」

　ぽかんと口を開けて、明日菜は千里の言葉を頭の中で反はん芻すうする。その結果、明日菜はぽかんとしたまま、申し訳なさそうな表情の千里を指さして和馬に聞く。

「この子、バカですの？」

「千里さんは、金きん銭せん感覚がおかしいんだよ」

　和馬は笑顔で溜息を吐くことしか出来なかった。

「強行突破家の人間だし、それぐらいさくっと出せないのかな？」

　辱はずかしめに次ぐ辱めによって、拓哉は早く着き替がえたかった。

「強行突破？　千里さんは──『あの』強行突破家の人間なんですの？」

　同じ御三家の人間として、明日菜も千里に思うことがあるのだろう。

　そんな含ふくみを帯びた目だった。いや、その目に帯びていたのは──

「と言っても、訳あって、今はただの一文無し……なんだろ？」

「……ええ……まあ」

　どうしても思い出したくない記き憶おくは誰にだってある。

　名門で金持ちで有能なはずの彼女に、一体何があったのか。和馬はそれを聞くつもりはなかった。

「で、そんなことより明日菜。ちょっとこっち」

　和馬は手招きしながら、豪邸の中へと進んでいく。

「あなたはいつもそれをしますわね。──ですが、今日こそ、易やす々やすとさせはしませんわ」

　対策があるのだろう。明日菜は和馬について行き、二人は豪勢な扉とびらの向こうへ──

「今ですわっ！　豪奢・静寂・逸楽アンリ・マテイスっ！」

「最後の晩餐ダ・ヴインチっ！」

　びりびりと扉が震ふるえるほどの凄すさまじいオーラに、拓哉と千里は圧あつ倒とうされた。

　ごう、と衝しよう撃げき波はが巻き起こり、髪を撫なでる。

　強大な二つのフィクションがぶつかり合い、壮そう絶ぜつな死し闘とうが繰くり広げられているのではないかと、拓哉はツバを飲み込んだ。

　そして──

「うにゃああん[image: ]　こんのっ！　あっ[image: ]　あっ[image: ]　らめなのおおお[image: ]　──ふみゅ[image: ]」

　ガチャ。扉から出てきた明日菜は、はだけた巫み女こ服の状態で現れた。

　足がふるふると震え、扉に寄りかからないと立つことも出来ないでいる。

「む、無む償しようでご用意致いたしますわ。んっく[image: ]」

「厳しい戦いだった」

　全身ぬるぬるで、借りていた紐ひもパンもどこへやったのか、素すっ裸ぱだかの和馬も出てくる。

（だ、大だい丈じよう夫ぶなのかなぁ……）和馬と明日菜、二人に対して千里はそう思っていた。

「ええ！　何その心変わり！」

　拓哉は明日菜の変わりように、驚きよう愕がくせざるを得なかった。

「今回は萌もえさせられると──あん[image: ]　思ってましたのに……」

　桃もも色いろ吐と息いきの明日菜は、一いつ生しよう懸けん命めい立とうと頑がん張ばっている。

「もう！　和馬さん、ひどいことをしちゃダメですよ！」

　さすがに可哀想に思った千里が和馬へ強く言った。

「問題ありませんわ。むしろ気持ち良すぎてクセに……んん[image: ]　ふう、では、さっさと帰って頂きます？　目め障ざわりですわ」

「切り替え早っ！　これがツンデレって奴やつか！」

　拓哉はまた驚愕した。水のように摑つかみ所のない明日菜に。

「違うと思う……残念だけど……」

　興味のなさそうな顔で本を読んでいた殺気は、ぼそりと呟つぶやいた。いつの間に本を手に入れたのかは誰にも分からない。

「いや、なんだかんだで、中に四着の制服が用意されてたぞ。最初からくれるつもりだったんだな」

「か、和馬！　妙みようなことを言わないで下さいますっ！　は、恥はずかしい！」

　ぼっと燃えるように顔を赤く染める。そう、明日菜はすでに用意をしていたのだ。

　ほとんど裸で門までやってきた和馬を見て、すぐさま理解し、行動した。

　その行動力が、明日菜の一番の強みだろう。

　ぞろぞろと屋敷の中へと歩きながら、和馬は明日菜に耳打ちをする。

「頼たのみついでなんだが──」

「最近ワタクシに頼りすぎてません？　まあ、う、嬉うれしい……ですけども」

「土地を、貸してくれ。早雲生徒会の施し設せつだけじゃ圧あつ倒とう的てきに足りない」

「はあ？　ふざけんなですわ。なんのために」

「一六位、矛盾生徒会に決戦闘兵を仕し掛かける」

「………………誰が？」

「俺と千里さんが」

「バカですの？」

「はいはい。バカでいいよ。あともう一つあるんだが──」

「和馬。いいですこと？　出来て間もない生徒会が、しかもあんな、どこからどう見てもお荷物なバカが生徒会長をやってる生徒会が一〇〇位以内ランカーに挑いどむなんて、正気とは思えませんわ。一六位なら会員が一〇〇万はいるでしょうし、それらを全て倒たおさなきゃいけないような決戦闘兵を提示されたら、どうするおつもりですの？　無茶としか言いよ──」

「あいつらは、やっちゃいけないことをした」

　そのときの和馬の目は、鋭するどい刃は物もののようだった。

　その目に、明日菜はぞくぞくと体を震わせる。

「仰おおせのままに、いたしますわ」

　明日菜は好きだった。

　和馬の、本気になった、恐おそろしい視線が、堪たまらなく好きだった。
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　決けつ戦せん闘とう兵ひよう当日、『国こく士し無む双そう　殺さつ気き』は楽しんでいた。

　勝つか負けるかで言えば、負ける可能性の高い戦い。

　殺気にとっては、『どうでもよいこと』なのに、ワクワクが止まらなかった。

　ただ、和かず馬まが必死になる姿を見たかったから。彼の本気が見たかったから。

　決戦闘兵は常に学校で行われる。

　誰だれにとってもアウェイにならなければ、公平さがない。

　大生徒会が管理し、全てを用意するのだ。

　だが、今回は公平とは言えない状じよう況きようだった。

　窓側にも廊ろう下か側にも、ずらりと男子が並んでいる。みんな一様に学ランを着て、後ろに手を組んで立っていた。まるで応おう援えん団だ。

　今回の舞ぶ台たいは、どこにでもある教室。昔ながらの木の机と椅い子す。黒板のある教室だった。

　システム上、今はもう使われていないその教室に、異質なモノが用意されている。

　切ったバームクーヘンのようにアーチ型を描えがく台。

　その中心部に立っていたのは、肩かたまでのポニーテール。制服の左ひだり腕うでに腕わん章しようを付けた少女、『胸きよう中ちゆう複ふく雑ざつ　香か織おり』だった。今回も、彼女が審しん判ぱんを務めるのだ。

　そして、椅子の上であぐらをかいて待っていた一六位『矛ほこ盾たて生徒会』会長、『白はく昼ちゆう堂どう々どう　聡さと美み』は、和馬、千ち里さと、理り沙さ、殺気、拓たく哉やの顔をそれぞれ見て、にっと笑う。

　憎にくたらしい笑え顔がおだったが、顔は可愛かわいいと認めざるを得なかった。

「よう来たなぁ。ほな、早さつ速そく始めよか」

　オフィスなどで見る椅子をくるくると回転させて、楽しげに言う聡美は、席を立つ。

「お、おはようございます！　胸中複雑香織です！　この度たびの決戦闘兵を仕切らせて頂きます！　よ、よろしくおねげえします！　はうっ！」

　大事なところを嚙かんでしまい、ゲスな喋しやべりになってしまった香織は、落ち込んでいた。

　ちらりとその場にいる全員が香織を一いち瞥べつするが、声もかけずにまた睨にらみ合う。

　気を取り直して、ルール説明を簡潔に済ませる香織。

「それでは、これより一六位、矛盾生徒会と、一〇四九位、浴よく場じよう生徒会の、決戦闘兵を開始します！　勝負方法はポーカー。賭かける施設の数は一〇、メダル一枚が施設一つと見なします。席に着くのは一人で、いつでも席を替かわっても構いませんが、一度席に着いた方は再度挑ちよう戦せんすることが出来ません。メダルがなくなるか、席に着く人間がいなくなれば負けとなります。あとですね。えー、そうそう。第三の生徒会の介かい入にゆう、『ホワイトナイト』を認めます。他ほかに質問は？　…………ありませんね。ではそのように決します」

　香織は落ち込んだ。項うな垂だれるようにして落ち込んだ。長台詞せりふを誰も聞いていない。

　もしかしたら、読者も読み飛ばしているかと思うとショックで夜泣き出しそうだ。

　でも、めげない。香織はこの決戦闘兵を進行する義務がある。

「この短期間に一〇個も施設集めてくるなんて、やるやんか。どこの悪徳商会に借りたんやろ。あっはは、この勝負負けたら、自分ら死ぬんちゃう？」

「かも知れないね。あいつの取り立ては恐ろしそうだ」

　和馬と聡美は不敵に微ほほ笑えみ合う。和馬は明あ日す菜なの蒼そう鷹よう生徒会から施設を借りて、この勝負に臨んでいた。

　もし、負けて全部取られたとしたら──家か畜ちくや家電のようにこき使われることだろう。

「そ、それでは第一試合を始めます！　両者、テーブルへ」

　香織は公平な立場としてカードを配る、ディーラーの役回りだ。緊きん張ちようしてトランプを持つ手が震えていた。

　まず席に着いたのは──

「へっへっへ。ボクの天候を操あやつる『騎士と死と悪魔デユーラー』に勝てるかな？」

　早そう雲うん生徒会所属──『傍ぼう若じやく無ぶ人じん　拓哉』だ。少女らしい顔だが、今日はトレードマークのハチマキに『男』と書かれている。この一戦への意気込みは半はん端ぱなかった。

「て、天候を操る……だと？　ま、待ってくれ。ということは、俺が毎週ピクニックにいっていることもバレているってのか！」

　矛盾生徒会の一番手は、面おも長ながの少年だった。そばかすと太い眉まゆ毛げ。垢あか抜ぬけない感じだ。誰にも名前を覚えられないほど、素そ朴ぼくな少年。聡美からは『誰やねん』と呼ばれている。

「え？　そうなの？　ふっふっふ。じゃあ毎週その日は雨にしてやろうかぁ？」

「やめろおおおおおお！」

　こうして、一回戦は始まった。

　テーブルにはそれぞれ一〇枚ずつのメダルが置いてある。これが一枚につき施設一つを意味している。これを、ポーカーのカードに託たくすのだ。

　一いち概がいにポーカーと言っても色々ルールがある。

　今回のルールでは、まず、参加料のメダルを一枚中央へ。これによって、途と中ちゆうで勝負から降りても一枚ずつ吐はき出していくことになる。

　そして、ディーラーである香織から、双そう方ほうに五枚ずつのトランプカードが配られる。

　その五枚の組み合わせで勝負をするのだが──今回はジョーカーを用いないために以下の通りとなる。

　まず一番強いのがロイヤルストレートフラッシュ。一〇、Ｊジヤツク、Ｑクイーン、Ｋキング、Ａエースの五枚が全すべて同じマークの状態。

　その次がストレートフラッシュ。五枚の数字が連番で、同じマークのモノ。

　その次がフォーカード。四枚の数字が同じ。

　その次がフルハウス。ツーペアとスリーカードの組み合わせ。

　その次がフラッシュ。全てが同じマーク。

　その次がストレート。数字が連番。

　その次がスリーカード。三枚の数字が同じ。

　その次がツーペア。同じ数字のカードが二セット。

　その次がワンペア。同じ数字のカードの組み合わせが一つ。

　このどれにも当てはまらない状態が、ノーペア。通つう称しよう『ブタ』だ。

　同じ役の場合、数字の大きい方が勝つ。一番弱いカードは二で、一番強いのはＡだ。数字も互ご角かくの場合は、マークで勝負を決める。スペード、ハート、ダイヤ、クローバーの順だ。

　つまり、一番強いカードは『スペードのＡ』と言えるだろう。

　そのスペードのＡを、拓哉は握にぎっていた。五のワンペアに、八と一〇。そしてＡ。

　これらのカードは一度だけチェンジすることが出来る。

　ツーペアかスリーカードを狙ねらいたいところだが、三枚チェンジすべきかＡを残すべきか。

　思考した結果、拓哉は──

「二枚チェンジ」

　Ａを残す選せん択たくをし、八と一〇を捨てた。そして、その判断は功を奏する。

　来たのだ。チェンジした二枚の内一枚に、Ａが。

　ぐっと拳こぶしを握り込む。そんな拓哉の仕草を、相対する矛盾生徒会の、通称『誰やねん』は見ていた。

（何かしらの良い手が来たようだな。さて、どうするか──）

　誰やねんの手札は、Ｋと六のツーペアだった。

　ポーカーとは、基本的にツーペアかスリーカードの勝負だ。それ以上の役は、そうそう出るモノではないし、ブタやワンペアで勝負にはいかない。

　Ｋ入りのツーペアに勝つには、Ａ入りのツーペアかあるいはスリーカード以上ということになる。そして、恐らく拓哉がそれを握っているのだろうと誰やねんは考える。

　となれば──

「三枚チェンジで」

　ペアになっていた六を二枚とも捨てるという賭けに出た。

　これで、Ｋが一枚でもくれば、スリーカードでもＡ三枚でしか勝てない。拓哉がスリーカードを握っているという判断を下したのだ。

　だが──結果として、チェンジは失敗。手はＫのワンペアになってしまった。

「レイズはどうされますか？」という香織の声に、拓哉は声高に宣言する。

「レイズだぜ！　さらにもう一枚！」

　レイズとは、上乗せである。この宣言時、相手は『コール』──そのレイズと同じ枚数のメダルを賭けるか、『レイズ』──さらに上乗せをするか、『フォールド』──ゲームを諦あきらめるかの選択に迫せまられる。

　当然、ワンペアでは勝負にならない誰やねんは、フォールドを選択するつもりだった。それならば、参加料に払はらった一枚の損失で済む。

　拓哉は感じていた。降りようという気配。戦いに対しての消極的姿勢。誰やねんの手は、間ま違ちがいなく自分より弱い。どうする？　どうすれば勝負に乗ってくる？

　そのとき、早雲、浴場生徒会連合側から、動きがあった。

　突とつ然ぜん、理沙が妙みような舞まいを踊おどり始めたのだ。さらに、その横では、千里が両手を広げて羽のようにばさばさと動かし、首をかくかくさせている。

　決戦闘兵は孤こ独どくな戦いだ。一度始まってしまえば、口頭によるアドバイスは禁じられている。

　しかし、応援という名目ならば、別。だからこそ、このジェスチャーが始まった。

（あれは……なんだろう……歌か舞ぶ伎き？　いや、狂きよう言げんかな？）

　理沙の優ゆう雅がでいてゆったりとしたロボットダンスは、たまに見得の動作が見え隠かくれする。

　だが、千里はどうだ。ハトのように頭を動かしているが、飛んでいる。ハトは飛ぶときに頭を動かすだろうか？

　何を伝えたいのか……

（あ、あれは能か…………農家っ！　千里さんのあれは、蚊かだっ！）

　メッセージを受け取った拓哉は、にやりと笑いながら、悩なやんでいる誰やねんに言う。

「もちろんコールだよな？　受けないなら、太陽をずっと雲で遮しや断だんして、農作物をダメにしてやるぜ」

「な、なんて奴やつだ！　おめ、それだけはやめてけろ！」

　手、顔つき、仕草。全てを勘かん案あんし、彼が農業を営んでいることを和馬は見抜いていた。

「おっと、外を見てごらん。暗雲立ちこめてるぜ～？」

「ほのかーっ！　夏娘カレイニヤーっ！　あかねーっ！　章あき姫ひめーっ！　とよ……のか……」

「いちご農家ね」

　窓の外へと嘆なげきを叫さけび、かくんと項垂れる誰だれやねんに、理沙がぼそりと呟つぶやいた。

「いちごパンツがベストだな。ちょっとパンツ見せろよ理沙～」

　頷うなずく和馬はアフロにされていた。冗じよう談だんなのに、と思いつつも失言を反省する和馬。

「……コールだ」

　誰やねんは悩みに悩んだ結果、受けてしまう。命よりも大事な、いちごたちを人質に取られれば、受けざるを得ない。負け試合だと分かっていても。

「はあ！　何言うてんねん！　ちょっと剛つよし！　こいつ誰やねん！」

　まんまと挑ちよう発はつに乗ってコールを選択してしまったことに、聡美は苛いら立だちを前面にだしていた。

「カードオーブン！」嚙んでしまった香織の言葉と同時に、手札を見せる二人。

　そして──当然の如ごとく、拓哉が勝利を収める。

「よっしゃあああ！」

　ガッツポーズを取る拓哉。二枚を勝ち取り、一二枚対八枚。

「自分、ふざけんなや……役割は果たしたんやろな？」

　誰やねんの首を絞しめる聡美。

「ちゃ、ちゃんとやりましたよ！」

　誰やねんは逃にげるように席を立つ。鬼おにのような形相の聡美から逃げるように教室を出て行こうとしたが──

「ほんなら、もう用なしやわ──」

　そのあとを、聡美は追った。フィクションを全開にさせて、誰やねんのボディを殴なぐりつけ、屈かがんだところに、後頭部へ肘ひじ打ち──殺す勢いの、攻こう撃げきだった。

「ひどい……み、味方なのに……」

　その光景に、千里はうっすらと涙なみだを浮うかべていた。誰やねんが可哀かわい想そうだと言いたいのだろう。

「さて、執しつ行こう部ぶの姉ちゃん。フィクションが解除不可能の状態になったら、それを引き継つぐ。そやな？」

「え？　あ、はい。ただし、その場合、どう言った能力状態なのかを明確にしなければなりません。その許可は？」

「ここに書面であるわ」

　香織に、剛が何やら契けい約やく書しよ類るいを渡わたした。そこには、能力を説明することを承しよう諾だくしたことが書かれている。本人の承諾を得た場合のみ、能力の詳しよう細さいを口外することが許されるのだ。

「では、矛盾生徒会会長さんから、現在の説明をお願いします」

「その『誰やねん』は、電気を操るフィクション能力を持ってるんや。そんで、今自分が座ってるところに電流を仕し掛かけた」

　自分、と言いながらも拓哉を指でさす。関西弁特有の二に人にん称しようだ。

「電流って……別になんともないぜ？」

　きょとんとした表情で聞き返す。

「発動条件を付けられるんや。例えば、喋しやべったら発動とか、歩き出したら発動とかな。今回の発動条件は──席を立つ」

「え？　ってことは──」

　拓哉は置かれている状じよう況きように気付く。怯おびえる表情を楽しそうに眺ながめながら聡美は続ける。

「そや。自分が席を立つ──つまり、誰かと交代しようもんなら、電流が一気に全身を駆かけ巡めぐるんや。痛いでぇ～。全身に火傷やけど負って、皮ひ膚ふはただれ、けいれんが止まらず、意識が止まるんや」

　楽しそうに話す聡美に、拓哉はぶるっと身を震ふるわせた。

　聡美は、浴場生徒会室に火を放ったし、今仲間を殴り倒たおした。

　もしかしたら、殺されるんじゃないかと拓哉は不安で堪たまらなかった。

　矛盾生徒会二番手は──『一いつ心しん不ふ乱らん　剛』だった。

「さあ、勝負だな。拓哉」

　拓哉は絶望する。元々同じ生徒会にいた剛の能力を理解しているからこそ、自分では勝てないことを誰よりも感じていた。

　さっきまでぐっと拳を握りしめていた拓哉だが、今はぐっと唇くちびるを嚙かみしめていた。

（どうしよう……怖こわい……怖いよ……）

　注射をされることも怖くて出来ない拓哉は、分かっていて感電するなんて出来るはずもなかった。

　それこそが、聡美の戦略。拓哉は怯えて立つことは出来ないだろう。つまり──負けると分かっている勝負に出なければならない。『誰やねん』と同じように。

「さ、始めようか」

「まだ……負けると決まった訳じゃないっ！」

　拓哉は戦わずして負けを認めたくはなかった。確かに、剛は強いし、感電したくないのもあるが、一矢報むくいずして済ませたくはなかった。

　ずっと拓哉を騙だましていた彼だけは──許せなかった。

「では、カードを配ります。両選手とも、参加料にメダルを一枚出して下さい」

　香織に言われて、二人は同時にメダルを一枚、中央へ寄せると、カードが配られた。

　拓哉の手は、スリーカード。上出来だ。二枚チェンジしたら──なんとフルハウスに化けた。

　よほどのことがない限り、負けない手。だが──負ける。

　剛の能力の前ではフルハウスも無意味だということを、拓哉は知っている。

　だからこそ──勝負する。

「いい顔だ。よほどいい手が来たのかな？」

　糸目の男はいつものように、にっこりと笑う。

「ボクは、レイズしない」

「じゃあ、俺がレイズしよう。三枚追加だ」

「コール」拓哉に迷いはなかった。端はなっから、これで勝負する腹づもりは出来ていた。

「では、カードオープン！」

　ここだ！　ここで剛のフィクションを抑おさえれば勝利。しゅるりとトレードマークのハチマキを取りながら、拓哉は叫ぶ。

「あああああっ！　騎士と死と悪魔デユーラーああああっ！」

　教室の窓の外に、豪ごう雪せつが吹ふき荒あれ、雷かみなりが飛びかっていた。

　それは、拓哉の怒いかりを表すかのように。

　外がどうなろうが、ここは室内だ。一見、無意味にも思えるフィクション。

　刹せつ那な──拓哉に変化がある。天候を激変させたことにより、その反動でおっぱいがＦカップにまで膨ふくらんでいた。それは、剛の好みであるむっちり系。そこに、メイド服と猫ねこ耳みみを追加する。

　男である自分がメイド服を着るなんて、恥はずかしくて堪らなかったが、これしかない。

「なんだ……っ！　き、巨きよ乳にゆうになっただと！」

　ざわめく矛盾生徒会の男共。萌もえを感じれば、フィクションは使えない。ともなれば、いじることの出来ない現状の手札で戦うしかないはず。それが、拓哉の戦術だった。

　しかし──剛は笑えみを浮かべたままだった。それはまるで、子供をみているような。

「残念だったね」

　オープンした手札は──スペードのＡが四枚のフォーカード。

　明らかな、いかさまである。

「ちょっと審しん判ぱん、これはどうなの？」

　すかさず理沙が抗こう議ぎを入れると、香織は判断に困っていた。

「なあ審判、今回のポーカールールで、フォーカードの定義はなんや？　同じ数字が四枚──そうやろ？　別のマークで──という定義はないんちゃう？」

「……そう、です。このフォーカードは……有効です」

　香織は少し悔くやしそうに言った。

　理沙は「詭き弁べんだ！」とまくし立てたかったが、ぐっと堪こらえる。審判の判断が、決戦闘兵の全て。ここで食ってかかっても、意味がない。

　この勝負は、剛の勝ちなのだ。

　ダメ……だった。ずらりと並ぶ男たちの誰もが可愛かわいいと感じた、拓哉の決死の萌え攻撃は、不発に終わってしまった。

　萌えを感じた者と感じなかった者には、はっきりとした違ちがいが一つあった。

　それは、拓哉のことを『男と知っていた』かどうかだ。

　特に、むっちり系の女の子らしい女の子が大好きな剛は、拓哉がどれだけグラマラスになろうが、それこそ理沙と全く同じ容姿に化けようが、萌えることはない。

　男だから。

　中には、それでも可愛いモノは可愛いと思う人間もいるだろう。拓哉に関しては、もうどこからどう見ても、声すら可愛い女の子なのだから。

　これで、貯金が逆転。早雲、浴場生徒会は八枚。矛盾生徒会が一二枚になってしまった。

　項うな垂だれる拓哉に、聡美が声を掛かける。

「さあ、どっち選ぶん？　そんまま責任背負って負け続けるか、感電して倒れるか。まあ、どっちも死ぬほどのことやあらへん。ウチとしては、感電が見てみたいけどなぁ」

　剛は知っていた。拓哉が自分を犠ぎ牲せいにするほど度胸がある人間ではないことを。

　最も不気味である和馬が一番手に出てくることは考えられない。能力を使わずに全勝は出来ないからだ。しかし、聡美に勝つ可能性があるのは和馬だけだろう。

　──ならば、座らせなければ良い。

　和馬は冷静にふむふむと頷いていた。何な故ぜ拓哉が天候を操あやつることを知っておきながら、弱みを握にぎられる農家をぶつけてきたのか。その答えがこれだった。

「た、拓哉さん……あの……」

　心配そうに声を掛ける千里。しかし、言葉が出てこない。

「…………ボクは──」このまま続けることも、放ほう棄きすることも地じ獄ごく。うっすらと涙を浮かべ、どうすればいいのか悩なやんでいた。

「和馬さん、何か応おう援えんしてあげて下さい」

　反応のない拓哉を見かねて、千里は和馬へ助け船を要求した。

　和馬はきっと真しん剣けんな眼まな差ざしで、小さく一言だけアドバイスをする。

「男を見せろ」

　その言葉が、拓哉の全身に、雷のように落ちた。

　それはつまり、潔いさぎよく勝負を捨てろという意味だろう。無情にも、和馬は電でん撃げきを食らえと言っているのだ。

　そんな辛しん辣らつな言葉に、拓哉はメイド服のまま、ハチマキを締しめ直す。

「そうだ。その通りだぜ。あんた、たまには良いこと言うじゃねえか。──剛さん。ボクは臆おく病びようで弱虫で──女みたいだけど……男なんだ！」

　ふうっと大きく息を吐はく。手は汗あせでびっしょりと濡ぬれていて、足あし腰こしには力が入らない。

　恐きよう怖ふ。頭の先からつま先まで恐怖で全身が埋うめ尽つくされていた。

　拓哉は、勇気だけを味方にして、立ち上がる。

　刹那──誰の目にも確かに、電流が流れていくのが見て取れた。凄すさまじい光の筋が全身を駆け巡っている。

　剛は目を見開いて、それを見ていた。

　拓哉がこんなにも早く、しかも自分を犠牲にする選せん択たく肢しを取るなんて、思っていなかったのだ。

「うあああああああああああああっ！」

　叫さけぶしか、痛みと熱さに対たい抗こうする手段を持ち得ていなかった。

　それはほんの五秒ほど続き──そして、拓哉は意識を失って倒れる。

　その様子を、聡美はけらけらと軽快に笑い飛ばして見ていた。

「拓哉さんっ！」千里が涙なみだを流しながら駆け寄ったのを、理沙が止める。

「気持ちは分かるけど、あんたまで感電したらどうすんの。それが手かも知れないわよ」

「でも！　でも……拓哉さんがぁ……」

「仇かたきを取る。それがこいつの『男』に報いることなのよ」

　そう言いながら、理沙が席に着く。目は鋭するどく、怒りに満ちていた。

「次は、私がやるわ」

「ああ、言う前に座ってしまったけど、フィクションは解除されていないからね」

「はあっ？　だったら椅い子す替かえなさいよ！　執しつ行こう部ぶ！」

「ダメです。変へん更こうは出来ません。……『不正』は、行われていませんから」

　決して綺き麗れいなやり方ではない矛盾生徒会に、香織は嫌けん悪おを抱いだいていたが、それは表に出さなかった。自分はあくまで、公平な立場なのだ。

「……ムカつく」

　苛いら立だちのまま席に着いたことを後こう悔かいしながら、参加料のメダルを一枚出す。

　剛はニコニコと笑顔を見せながら、同じく参加料を出した。

「ねえ。どんな男がタイプなんだ？」

　香織からカードを配られている間に、剛は理沙へ馴なれ馴れしく話しかけた。

「はあ？」

「俺と付き合わないかって言ってるんだ」

　手札を確かく認にんする理沙。六のワンペアだった。

「私が好きなのは──強い男よ。それが最低条件ね。三枚チェンジ」

「だったら、この勝負で俺が君に勝ったら……俺の女になれよ」

　カードを確認し、それをテーブルに置くと、剛は満面の笑みを浮うかべて言った。

「……はあ。言い方が悪かったわね。私より強い男じゃない。──和馬より強い男よ」

　剛の顔を見ずに、チェンジしたことによって完成した手札を眺ながめる。六のスリーカード。

（まあ、勝負にいってもいいギリギリのラインかしらね）

　どうやって勝とうか悩んでいる理沙を、剛は糸のような目でじっと眺めていた。

「やっぱり、あいつと付き合ってるのか。残念だよ」

「ば、バカ言わないで！　大だい嫌きらいよ！　あんな泣き虫！　死ね！」

　突とつ然ぜん、とんだ言いがかりを付けられて、理沙は激しく動どう揺ようした。

「またまたぁ、そんなこと言って「死ねっ！」」

　理沙は顔を真っ赤にして怒おこっていた。さっきの拓哉に対しての静かな怒りではない。辱はずかしめを受けたことによるイライラだ。

「レイズは──二枚でどうかな？」

「受けるわ。コール」

　二人は同時にコインを二枚中央へと投げる。

「カードオープン！」

　理沙はここで勝負に出る。

　この決戦闘兵に臨む前、拓哉は理沙に剛のことを話していた。といっても、能力の内容までは言えない。アドバイスの内容は、「剛が能力を使うなら、手札を見せたとき」だ。

　だから、理沙はメイド服に変化させる。ふりふりの付いた可愛らしい衣い装しよう。カチューシャも付けて、胸むな元もとが大きく開いている。

　これはわざとエロくしたわけではない。貧びん乏ぼうな理沙は、制服の生き地じが少ないのだ。

　しかし、剛は動じない。彼はお尻しりや太ももが萌えポイントだ。下半身の隠かくれるテーブルゲームは彼の天職と言えよう。

　好きになった女の子の可愛らしい衣装。頭がくらくらするぐらいの萌え攻こう撃げきだったが、それでも、なんとか耐たえる。

　──いや、耐えられなかった。それは、矛盾生徒会の人間が放った一言のせいだった。

「す、スカートが足りてないっ！」

「う、うっさい！　普ふ段だんから足りてないわよ！」

　剛はニヤニヤしてしまった。強がる理沙。その姿が、何よりも好きだったからだ。

「さっさとカードをオープンしなさい」

　今、たしかに剛のオーラはゼロになっていた。なっていたが──

　開いたカードには、スペードのＡが四枚あった。

「残念だけど」

　にっこりと笑う剛。彼の『快楽の園ヒエロニムス・ボッシュ』は、『コピーする能力』だ。ただコピーするだけではなく、それを別の物体に上書きすることが出来るという反則級チートクラスの能力だ。

　椅子をコピーして机に上書きすれば、机は椅子になるほどに強力な力。

　相手がどんな手を出してくるか分からないため、カードがオープンされた瞬しゆん間かんにカードを上書きする。だから、彼は先に自分からオープンすることはしない。

「なんで……」

　作戦通りのはずだった──なのに。

「実は拓哉との戦いのとき、すでに予備としてもう何セットか用意していたんだ。君が俺を萌えさせるなら、前の試合じゃないと遅おそすぎるんだよ」

「そう……じゃあ仕方ないわね」

　してやったりと楽しそうに笑う剛に、理沙は観念した様子ですっと拳こぶしを握る。親指を立てたままで──

「無む駄だだよ。君の能力でこのフォーカードを爆ばく破はしても、まだストックが──」

「夜警レンブラント・フアン・レインっっ！」

　ぐっと親指を押し込む。そして、ドンっっ！　と壮そう絶ぜつなまでの爆発音と共に、黒こく煙えんを上げる──────剛。

　いつもより強めの爆発。アフロではなくパンチパーマになりながら、剛は口から煙けむりを吐き、そして……椅子からずり落ちるようにして倒たおれた。

「ざまあみなさい。クソ野や郎ろう」

　意識なく倒れる糸目の男に、言葉を吐き捨てる。そんな理沙へ、香織は少し嬉うれしそうな声で言った。

「一心不乱剛選手、再起不能と見なし、理沙選手の負けです。別の方と替わって下さい」

　当初から理沙は、もし負けるようなら、せめて相打ちする覚かく悟ごだった。

　いや、勝っていてもやっていただろうと和馬は思っていた。

「理沙さん、椅子を爆破して下さい」

　心配そうな顔で千里が提案する。『椅子を立つこと』が能力発動条件なら、それ以外の方法を取れば良い。だが……

「いやよ！　自分のお尻の下で爆発なんて……絶対にイヤ！」

　理沙は拒きよ否ひした。ぶるんぶるんと首を振ふり、ぶるんぶるんと爆ばく乳にゆうを揺ゆらす。

「別におならをしてる訳じゃないんだし、みんなわかってるって」

「そんなことをするぐらいなら、死んだ方がマシだわっ！」

　そう言いながら、理沙は立ち上がる。

　刹せつ那な──電撃がその豊満な肉体を舐なめ回すように駆かけ巡めぐった。

「っ……くっ！　夜警レンブラント・フアン・レイン」

　必死に歯を食いしばり、電撃に耐える理沙。体の力が抜ぬけ、膝ひざから頽くずおれながらも、見事に椅子を爆破する。

「拓哉の男意気……お前の乙おと女め心ごころ……確かに受け取った」

　倒れる理沙の爆乳をぽにゅぽにゅっと触さわった和馬は爆破され、アフロになったまま、剛の隣となりに倒れる。

　パンチパーマとアフロ──ここに、あの伝説のロックバンド『クリスタルキング』が再来した。

「死んだようなこと……言わないでよ……ったく……んくっ」

　理沙は床ゆかに伏ふせつつも、うっすらと意識を保っていた。息は荒あらく、体も動かないが──

「へえ。あれを食らって意識保つなんて、すごい精神力やん。尊敬するわ。マジで。でもな──ごっつ痛いやろ？　意識失ってしまえば楽なのになぁ。ごって損やん」

　ぱちぱちと小さく拍はく手しゆを送る聡美。

「千里さん。どうやら、あの電撃は椅子から立ち上がった人間だけが感電するようだ。まだ帯電しているが、触っても平気だから、拓哉と理沙を運ぶための担たん架かを保健室から貰もらってきてくれ」

「そ、そうだったんですか……私てっきり、ただおっぱいを触りたいのかと思ってました。今すぐ取ってきますね！」

　駆け足で教室を後にする千里。和馬はアフロを手で撫なでつけながら、殺気に目配せをした。

（俺はまだ、戦えない。ここは──頼たのむ）

　目を見るだけで、殺気は和馬を理解した。和馬は切り札だ。聡美との直接対決以外は出る訳にはいかない。

「でゅふふふ……さてさて、拙せつ者しやの出番でござるよぉ」

　次の男は、小太りの男だった。どうして忍にん者じや言葉なのかは──謎なぞである。

　対する殺気は椅子がなくなったので、そこらにある木の椅子を持ってきて、ちょこんと座った。

　カードが配られ、小太りの男はそれを手にとって、にんまりと笑う。

　彼のフィクションは、『全すべての色を自在に変える』と言うモノだった。自身を透とう明めいにすることも、周り全てを透明にすることも可能。そんな彼の手札は、どんな五枚が配られようと、ロイヤルストレートフラッシュになる。

「でゅふふふ……せ、せせ拙者はこれでいいんだな」

　舌なめずりして、殺気の様子を窺うかがう。

（でゅふふふダウナー系ロリ少女萌もえ萌えでござるなぁ）

　彼の欠点は、萌えにとても弱いということだった。しかし、ほんの一瞬でいい。今はただ、このまま萌え続け、カードオープンの時に目を閉じて精神を集中させる。

　一瞬で萌えを消し去る。そういう訓練をしてきたのだ。

「……私も……これでいい」

「では、上乗ちぇされますか？」

　香織は上乗せを言えなかったことにずーんと落ち込んでいた。

「三枚上乗せするでござるよ。でゅふふふ」

　中央に三枚を送ると、ここで殺気は長考に入る。

　乗るべきか、降りるべきか。その判断はいつだって難しい。

　しかし──だ。

　殺気はそのまま、三〇分もの間、ただじっとカードを眺めていた。まるで棋き士しが盤ばん上じようを見つめるかのように。

　さらに、その時間が一時間に差し掛かかろうとしたとき──

「いつまで待たせんねん。ちゃっちゃと決めえや。ムカつくやっちゃなぁ」

　その間、ずっと聡美の小言を聞かされていた。

　拓哉は担架で運ばれ、保健室で眠ねむっている。

　理沙は「意識があるから見届ける」と教室の隅すみで横たわっていた。和馬と千里は何も言わず、殺気に全てを任せきっていた。

「でゅふふふ……審しん判ぱんの可か愛わい子ちゃん」

「え？　かわ……はい！　なんでしょう」

　可愛いと言われ、香織は素す直なおに喜んだ。

「一回一回、こんなに待たされたらキリがないでござるでござる。ここは、一分無言になればコールかフォールドになるということに出来ないでござるか？」

「わかりました。確かに決戦闘兵の運営に支障が出ると判断します。これから、一分無言が続いたら、その時点でそのゲームはフォールドということでよろしいですか？　殺気さん」

　香織のしっかりとした言葉に、殺気は頷うなずいた。可愛いとでも一言褒ほめられれば、ちゃんと仕事が出来る子。それが胸中複雑香織だった。

「……フォールド」

　殺気は試合を降りた。一時間もの長考に入った結果、リスクが高いと判断したのだ。

「結局降りちゃいましたね」

　残念そうな千里に、和馬はなるほどと手を打った。

「どうしました？　和馬さん？」

「この勝負、殺気ちゃんの勝ちだわ。あいつがよほど都合の良い能力を持っていなければ──だけど」

　分からないと言いたげな千里。

　次のゲームでも、同じように二人ともチェンジなしでカードを確定し、小太りの男は二枚のレイズをする。

　それに対して、また長考すると思われていたが、殺気の口から意外な言葉が飛び出した。

「その二枚に……さらに一枚レイズ」

　それは、最後の一枚だった。つまり、この勝負に負けると、その時点で負けが決定する。

　誰もが目を疑った。──和馬以外は。

　小太りの男は、受けやすくするために、わざと一枚を残してレイズをした。だが、まさかそれをさらに上乗せしてくるなどと、思いもしなかったのだ。

　コールと言葉にするだけで、絶対に勝てる。何な故ぜなら、こっちはスペードのロイヤルストレートフラッシュを握にぎっているのだ。これに勝つのは不可能。

　だが、それが出来ない。

　声が出ないのだ。

　殺気は『愛は全てを征服するメリージ・ダ・カラヴアツジオ』によって口を固定していた。

　一時間の長考には、意味があった。黙だまっていれば、きっと聡美ぐらいが制限時間の提案を仕し掛かけてくると睨にらんでいた。制限時間を設けてから、『賭かけ事』を封ふうじたのだ。

　一分間、小太りの男は何も言えず、ゲームはフォールド。殺気の手札は──ブタだった。

　そうして、色々な対たい抗こう策さくを打とうとするが、一度固定された口が動くことはなかった。

「あんのボケブタ。余計なルール作りおってからに」

　聡美は苛いら立だちに爪つめを嚙かんでいた。

　続く四番手も殺気に口を封じられ、参加料だけがどんどん取られていく。

　五人目、六人目。まさかルールを新しく追加されるなんて考えていなかった矛盾生徒会は、殺気の能力に対抗出来ないまま──

　矛盾生徒会の残り枚数が三枚になったところで、ついに聡美が席に着いた。

「ホンマは、あの兄ちゃんが出てくるまではやりたくなかったんやけどな。完全な計算外やわ」

　聡美はちらりと和馬を一いち瞥べつしたあと、殺気に微ほほ笑えみかける。

（全てを固定する能力……確かに厄やつ介かいや。せやけどな、あかんねん。そんなちゃちぃ能力じゃあ、ウチには届かへんねん）

　香織がカードを配る。聡美はそのカードをテーブルに置いたまま、堂々と腕うでを組み──

「ウチはこれでええ」

　カードも見ずに、自信満々な表情で聡美は言う。

　その毅き然ぜんとした態度に、殺気は思考する。

　聡美の能力は、どう言ったモノか。……カードを見なくて良いということは、フィクションによって全部取っ替かえることが出来る。あるいは小太りの男のように全部を塗ぬり変えることが出来る。そういうモノだろう。

　一応、すり替え出来ないよう、カードをテーブルに固定させる。

「……これでいい」

　殺気のカード確定を聞くや、すぐに聡美は頰ほお杖づえをつきつつ宣言する。

「オールインや」

　殺気は、『やられた』と顔をしかめた。

　最初に全部を賭けられれば、コールを封じようが意味がない。上乗せが出来ない以上、コールを言うのは自分だけだ。

　参加料を払ったので、矛盾生徒会は残り二枚。こちらは一六枚。この状じよう況きようでオールインはおかしくない。が、よほどの自信がないと全部賭けようとは思わないだろう。

「……コール」

　殺気はオールインを受け、さらに二枚を中央へ寄せる。

　カードはテーブルに固定されている。何か細工することは出来ないはず。

「では、カードオープン」

　殺気は八と五のツーペア。対して、聡美は──

　スペードの、ロイヤルストレートフラッシュだった。

　殺気は目を細める。

　言わずもがな、最強の手。これを出されれば、どんな手札だろうが勝てない、奇き跡せきの組み合わせ。それを、配られた時点で聡美は手にしていた。

　あり得ない。どれほどの確率だろう。一生に一度あるかないか。

　そんなレベルの、『奇跡』がそこにあった。

「おおー、ロイヤルストレートフラッシュやったかー」

　白々しい笑顔。フィクションで細工したのは間違いない。

　だが、どういう能力だろう。

　カードの内容を見ずに、ロイヤルストレートフラッシュを成立させるには、全部取っ替えるぐらいの能力が必要になる。

　それだけではない。カードは固定していたはずだ。なぜ、オープン出来たのか。聡美のフィクションは、想定していたよりも恐おそろしいモノ。

　そう、それこそ、和馬の『最後の晩餐ダ・ヴインチ』クラスの能力だと殺気は理解した。

　これで、矛盾生徒会六枚。早雲、浴場生徒会は一四枚になった。

「さ、次のゲーム行こか」

　楽しそうな笑顔で、聡美は中央に集められた六枚を回収するや、すぐに参加料の一枚を出す。

　本来、オールインをすればそのプレイヤーは賭けることが出来なくなるが、これはどちらかが０になるまでやる決戦闘兵。──勝負は続行だ。

　──殺気は目を閉じて、席を立つ。

「え？　ど、どどどどうしたんですか？」

　慌あわてて声を掛ける千里に、殺気は首を横に振ふる。

「……私では……勝てない……残念」

「へえ。思ったより賢けん明めいやん」

　聡美はほくそ笑んだ。負け犬の後ろ姿が何よりも好きだった。

「気をつけて……」と続く千里にアドバイスをする殺気。どこか悔くやしそうな瞳ひとみだった。

「は、はい。頑がん張ばります！」

　千里は席に着き、参加料を一枚払はらう。そしてカードが配られると──

「ウチはこれでええよ」

　やはり、聡美はカードを見ない。フィクションで何かしらのことをするに違ちがいない。

　それを阻そ止しするためには──

「いきます！　民衆を導く自由の女神ドラクロアっ！」

　千里の衣い装しようが、みるみるメイド服に変化していく。

　猫ねこ耳みみメイド──全すべてはこの瞬しゆん間かんのために。和馬の読みは、そして、千里の選せん択たくは正しかったのか。それが今、試ためされる。

　思わず、和馬は息を吞のむ。──はあ。息を吐はき出したとき、和馬は笑顔だった。

　溜ため息いきを吐つくときは、やっぱり笑顔になってしまう。

　そこにいたのは、メイド服姿の……タイガーマスクだったのだ。

　緊きん張ちようのためだろうか。それとも、伝わっていなかったのだろうか。違うと指し摘てきしたはずのタイガーマスクだったのだ。

「……むー」

　カードを眺ながめるタイガーマスク。後ろから和馬が見てみると、手はツーペアだった。

　何を思ったのか、千里はそのツーペアを全て捨てる。

（もしかして……ばば抜ぬきと間違えてるんじゃ）

　和馬は愕がく然ぜんとする。そう言えば、肝かん心じんのポーカーを教えていなかった。

　だが、千里は強運を見せる。

　四枚チェンジしたにも拘かかわらず、ストレートを作ってしまったのだ。

「上乗せするか？」という聡美の言葉に、ふるふると首を振る千里。

「ほんなら、ウチの上乗せ権利やな。じゃあ、四枚賭けようか……」

「望むところです！」

　さらに四枚のメダルをずいっと出すタイガー千里。

「カードオープン！」香織の声で、聡美がカードをめくると、そこには……

　ロイヤルストレートフラッシュ。当然のように。

「いやー、今日はツいてるわー。またこんないい手来るなんて」

　ほっと安あん堵どする聡美。その可愛らしい笑顔は、白々しいものだった。

「むー。あ！　猫耳これじゃありませんでした……ど、どどどどうしましょう。うー」

　萌もえ攻こう撃げきを仕掛けたのに、ロイヤルストレートフラッシュ。どうなってるんだと悩なやんだ結果、猫耳を間違えていたことに気付いた千里の肩かたを、和馬がぽんと叩たたく。

「交代だ。千里さん」

「ふぇっ？　やっぱり……間違えちゃったからですかぁ？」

　うるうるとした瞳を見せるタイガーマスクに、和馬は首を横に振る。

「次で終わってしまう可能性があるからな。俺にもやらせてくれ」

　メダルの数は逆転して一一対九。次にもう一度オールインをされれば負けてしまう。

　千里は納なつ得とくいかない様子のまま、タイガーマスクのメイドからセーラー服へ戻もどしつつ、席を替わる。

　和馬も不本意だった。まだ、聡美の能力を把は握あくし切れていない。しかし、同じく把握出来ていないのであれば、千里より自分の方が勝率があるはずだ。

　もう、やるしかない。

　席に着くと、香織が二人にカードを配る。

　当然のように、聡美はカードに見向きもしない。

「さ、これでもう交代要員はおらんやろうし最後やな。こっちはまだまだ出せるけど」

　左ひだり肘ひじをテーブルに置いて、まっすぐに聡美を見み据すえた和馬は、誰にも悟さとられないように最後の晩餐ダ・ヴインチを発動させた。

　誰もそれを認にん識しきできない、和馬だけの世界。

　ポーカーならば、時を止めれば簡単に手札を入れ替えることができる。和馬は手を伸のばし、聡美のカードを取ろうとしたが──届かなかった。

　制服が、椅い子すに引っかかっている。

　今はフィクションを使っている状態なので、服の形を変化させて一度立ち上がろうとしたら──今度は足をくじく。さらにテーブルに額を強打した。

（なんだこれは……）

　額に手を当てて、和馬はもう一度手を伸ばす。すると、今度はぴきーんと腕が攣つった。

　そこでやっと理解する。

（触さわれない。そうか……奴やつの能力のせいだ）

　すでに、五秒が経過していた。一〇秒までに解かないと、意識が朦もう朧ろうとして勝負どころではない。

（……どうする？）

　和馬は次に、香織の持っているトランプの束を手に取った。そして、ざっと広げて元に戻すと、席に戻って左肘をテーブルに置き、まっすぐに聡美を見据えながら、最後の晩餐ダ・ヴインチを解除した。

「一人目にお前が出て、さっとオールインすれば勝てる試合だったのにね」

　しれっと会話を振る。同じポーズ、同じ表情。最後の晩餐ダ・ヴインチを使ったことを悟られてはいけないが、副作用の熱で頭痛に苛さいなまれていた。

「昔それで、一回痛い目に遭あったことがあるんやわ。長年の経験って奴」

　和馬は会話しながら模も索さくしていた。香織の持っている束を確認することで、和馬は今このテーブルにあるカードがなんなのかを把握していた。

　なかったのだ。山札にスペードのＡもスペードのＫも、Ｑも、Ｊも。

　聡美が持っている手札は、すでにロイヤルストレートフラッシュだ。それはもう確定していた。

　和馬は今までで聡美の不ふ審しんな動きがないかを探していた。

　何か、隙すきを見せていないだろうか？　何かミスをしていないだろうか？

　行動、言動を思い出せ──

　ない。至って普ふ通つうだった。表情もずっと変わっていない。

　本当にないのか？

　いや、ある。不審な行動を、聡美は取っている。

　千里との戦いで、聡美は隙を見せている。

　もしかしたら。と、ふと一つの仮説に辿たどり着いた。

「なるほど。さっきのも、長年の経験って奴か？」

「どれのことか、よくわからへんなぁ。カードを見ずに賭かけること？」

「そうじゃない。一応の保険で一枚残しの四枚賭けをしたところさ」

「まだわからんなぁ。自分、何が言いたいんや」

「これで……わかるさ。最後の晩餐ダ・ヴインチ」

　和馬の服装が、変化する。

　その姿を目まの当たりにした聡美は、衝しよう撃げきを受けていた。

（あかん……めっちゃ……めっちゃ可愛かわいいいいいいいぃっ！）

　ぽーっと頰ほおを染める聡美に、和馬はすっと人差し指を向けて言う。




「──────『萌え』だ」




　はっ、と聡美は飛んで行きそうだった意識を捉とらえた。

　そして目の前にいる男を睨にらみ付ける。その、『猫耳をつけた獣じゆう神しんサンダーライガーのマスクにメイド服姿の男』を……悔しそうに。

（やられた！　なんでや！　なんでこんな奴らに、ウチの萌えがバレたんや！）

　聡美の萌えは、ずばり『プロレス』と『メイド』だった。

　ただのメイドならば、ぐっと堪こらえられたろう。幾いく度どとなく味わってきたモノだ。

　だが、それにプロレスの要素を入れられれば、耐たえられない。

　前々から微かすかに思っていたことだった。

『タイガーマスクがメイド服だったら可愛いのに』

　それを、千里にやられて、確かに驚おどろいた。驚いたし、狼狽うろたえた。だけど、それは心の中だけで、一いつ切さい顔には出していないはず。

　なのに、見み透すかされていた。この男には──

『獣神サンダーライガーが猫耳だったらなー』という聡美の萌えを。

（でも、大だい丈じよう夫ぶや。萌えたのはほんの一瞬。『一秒にも満たない時間』だけ。その間に、ウチのロイヤルストレートフラッシュを崩くずす手を作ることなんか出来る訳がない）

　出来る訳がない。あり得ない。

　一つ不気味なのは、オーラが一切見えないこと。

　そう、和馬の体からは、フィクションの象しよう徴ちようであるオーラが一切ないのだ。

　なのに、オーラに反応するはずの制服は変化を遂とげた。

　わからない。これが、何よりもわからない。そして、何よりもあり得ない。

「オールインだ」

　ずいっと全てのメダルが中央へと押し出された。

　聡美はさらにたじろいだ。まさか、先にオールインを仕掛けられるなんて。

（コールや。妙みようなはったりに惑まどわされんわ、受けてたったる！）

　と意気込むが、手は震ふるえ、口は上う手まく動かない。

「……」（なんや……声が、声が出ぇへん……怖こわいんか？　ウチは──）

　聡美は悔くやしかった。びびってコール出来ないなんて、初めてのことだったから。

「時間切れのため、フォールドとします」

　香織の言葉を聞いた和馬は、即そく座ざに最後の晩餐ダ・ヴインチで時を止める。

　悔しそうな顔のままぴたりと動かない聡美を見下ろしながら、和馬は『焦あせって』いた。

（まさか……降りるなんてな）

　千里の間違いが正解なのではないか？　そして、聡美のカードに触れることさえ出来ないのはフィクションによるものではないか？

　その仮説は当たっており、和馬は聡美に萌え攻撃を仕掛けた一瞬の内に、カードを全て入れ替かえることに成功した。

　だから今、和馬はロイヤルストレートフラッシュを握にぎっている。

　このまま聡美が受けてくれれば、それでほぼ決着するはずだった。

　しかし、降りるとなれば、カードは『元に戻さなければならない』のだ。

　カードの総取っ替えしたことがバレれば、聡美が和馬のフィクションが『時を止めること』だと気付く可能性がある。そうなっては、もう勝てない。

　あとは聡美が席を立ち、時を止める和馬に勝てる人間に託たくせばいいのだから。

　それだけの人材が、一六位にはある。

　聡美のカードに手を伸ばす和馬。

　今はまた聡美の能力が発動しているだろう。

　出来ないと分かってはいたが、何か方法を探す必要があった。

（ん？）和馬は怪け訝げんな顔で首を捻ひねる。

　触れる。カードに触ることが出来るじゃないか。

　まだ萌えている？　いや、オーラは出ている。不審に思いながらも、和馬は手札を元に戻した。

（よし。これで気付かれないはず。やれやれ。もう一回萌えさせないと）

　だが、一枚だけカードの向きが少しずれているのに気付く。

　それを正そうとしたら、服が椅子に引っかかった。

　出来ない。さっきまで触れていたカードに触ることが、今は出来ない。

　それでようやく、和馬は気付く。聡美の能力、その概がい要ように。

　聡美の『カード遊びをする人々ポール・セザンヌ』は、『絶対的強運』を得る能力。

　あらゆる不幸が『訪おとずれない』のだ。

　カードを交こう換かんされるような不幸も、殺気に固定されるような『不幸』も訪れない。

　さっきのオールインにコールしなかったのは、『しなかった』のではなく、『出来なかった』のだ。自らのフィクションのせいで。

　勝負に負けるなどという不幸は訪れない。──それが勝率一〇〇％の秘密だった。

　自分の手がいい手に変わる。これは幸運なことだから、和馬は交換が出来た。

　都合の良いことだけしか起こらなくなる能力。

　フィクションを解除し、和馬はじっと聡美を見つめていた。

　カードのズレは直せない。『カード遊びをする人々ポール・セザンヌ』が発動している限り。

　もし、あのズレに気付かれたら──そう思うと、和馬は気が気ではなかった。

（ん？　なんや？　違い和わ感かんが──）

　聡美は自分の手札に異変があったことを認識した。──が、何が違ちがうのかまでは分からなかった。何も疑わずにオープンした聡美の手は──ロイヤルストレートフラッシュ。

　勝てる試合を、みすみす見み逃のがしてしまったと、聡美はがっかりする。

（もう、騙だまされへん。次は、確実にタマ取ったる！）

「これで、一〇対一〇に戻もどったな」

　参加料の一枚を払はらいながら、和馬は言う。その表情はいつもと同じ澄すました顔だったが、その実、内心で焦っていた。もう次で決めないと。体温はすでに、四〇度を超こえている。いつ倒たおれてもおかしくはない。

「どっちにしろ、これで終わりにしたるわ」

　同じく、参加料を払う聡美。

　確実に勝つために、聡美は、配られたカードを──『手にした』のだ。その光景に、どよめきが起こる。初めて見る光景だった。いつも確かく認にんするまでもなくそこにあるのは、ロイヤルストレートフラッシュだからだ。

　当然、確認した手札もロイヤルストレートフラッシュだった。

（ふう……手札は何も問題はなさそうやな。でも──保険を掛かけさせて貰もらおか）

　聡美は、和馬の顔をじっと見る。

「俺は、このままでいい」

　和馬は相変わらず、カードを確認しなかった。確認する意味が無いことを知っている。

「ウチも、チェンジなしや」

　ロイヤルストレートフラッシュを確認した聡美は、カードをテーブルに置いた。

　よほどのことが無い限り、聡美は配られたカードを確認したりしない。

　よほどのことが起きたのかと、矛盾生徒会の面々はたじろいでいた。

　そう、聡美がプロレスに萌もえることは、誰も知らないのだ。

　だから、聡美が何に懸け念ねんしているのか分からず、見届けることしか出来ないでいた。

「オールインや。──勝負、やな」

　勝算がある聡美は、今度こそと全すべてのメダルを場に送り出す。

「ああ、そうだな。コールだ」

　ずいっとメダルを中央に寄せる和馬。

　しん、と誰もが口を噤つぐみ、沈ちん黙もくが場を支配していた。これで、全てが決まるからだ。

　最後の戦い。しかし、誰だれも場のトランプを見ていなかった。

　これは、カードをオープンして手札をぶつけ合う『ポーカー』ではない。

　互たがいのフィクションをぶつけあう、『決戦闘兵』なのだ。

「緊きん張ちようしとるんか？　汗あせ凄すごいで？」

　けらけらと笑う聡美。

「当然だ。これで全てが決まるんだ。汗ぐらい出るさ」

　ぐいっと袖そでで額の汗を拭ぬぐう和馬。

　そのとき、聡美はあることに気付く。

　この和馬が、緊張なんかするか？　これは、フィクションによる副作用ではないのか？

（こいつ……『フィクション』を使っとるっ！）

　さっきの違和感──カードに何かしらの違和感があった。

　しかし、あのときの手札はロイヤルストレートフラッシュだった。

　そう、細工をしたんじゃない。細工をしたことを隠かくした後。

（なんや！　一体何をされたんや！　どないすればそんなことが出来んねん）

　全く動くことなく、カードを弄いじる。それも一瞬にして──その方法が分からない。

　千里がタイガーマスクになったとき、聡美は万が一を考えた。

　それは、千里の能力が『光速で行動すること』だからだ。一瞬の隙すきに何か細工をすることが、千里には可能。

　和馬は千里に何かをさせたのか？　いや、そんなタイミングを計る素そ振ぶりはなかった。

　天を仰あおぐ。そして、モヤモヤした気持ちのまま窓に目をやって──そして気付く。

（あっ！　そうかっ！　こいつ、オーラが無いんやないっ！　逆や！　こいつのフィクションは、デカすぎるんや！　オーラがゼロなんてフィクションはない。この世界そのものを覆おおってるとしたら……時間系──時を止める能力かっ！　それやったら説明付く）

　口を手で覆い、目を丸くしてその事実に気付いたと同時に、恐きよう怖ふが襲おそってきた。

　誰もが羨うらやむ最強能力の筆頭。尋じん常じようのそれではないオーラの量。

（でも……勝てる）

　聡美は深呼吸して気を静める。この瞬しゆん間かんをずっと待っていた。

　この瞬間のために、観察してきたのだ。

　和馬は時を止める能力をテレポートに見せるように、上手く隠してきたが──

（こいつの本ほん性しようは──エロスケベ変態や。セクハラの常習犯で、普ふ段だんからパンツが見たくて堪たまらない。そこに、付け入る隙がある！）

　そう、和馬は何に萌えるのかという点を隠していない。

　エロに対して、心は無防備なのだ。

「いくでっ！　『カード遊びをする人々ポール・セザンヌ』やっ！」

　聡美は広げていたオーラを自分の周りだけにし、強化させ、そして──スクール水着に衣い装しようを変えた。

「か、可愛かわいい！」その場にいる男は、その全てが興奮していただろう。大きすぎない胸が、スクール水着にちょうどいい。むっちりとした太ももと尻しりに食い込む水着を指で直す姿は──正に『萌え』だ。

（旧スクール水着は何な故ぜ廃はい止しされたのか……それはな、どんな男にも魅み力りよく的でエロいからや！　食らえっ！　萌えろっっ！　そして──死ねっっっ！）

　手て応ごたえを確信する聡美。誰もが聡美に釘くぎ付づけで、誰もが聡美に『萌え』と『エロ』を感じていた。

　しかし、唯ゆい一いつ──和馬の視線は冷たかった。




「……てめぇじゃ、萌えねぇんだよっ！　──最後の晩餐ダ・ヴインチっ！」




　静かに、ドスを利かせた声で睨にらみ付ける和馬は、フィクションを発動させる。

　そこにいたのは、猫ねこ耳みみミル・マスカラス。

　ずがんと後頭部を強打されたような萌えの衝しよう撃げきに、聡美は仰のけ反ぞった。

　が──

（耐たえたっ！　ウチは耐えたでっ！）

　手札はロイヤルストレートフラッシュのまま。オーラを維い持じすることに成功したのだ。

　つまり、どれだけ頑がん張ばっても、和馬に勝ち目はない。

　聡美は大笑いしたい気分だった。

「カード、オーピョン！」

　調子が良かったのに、最後のカードオープンを、香織はここにきて嚙かんでしまった。

「死ねっ！　これで死んでまえやっ！」

　ロイヤルストレートフラッシュをテーブルに叩たたきつける。















「……勝負だな」

　和馬は静かにそう呟つぶやくと、ゆっくり手札を明かす。

　そこにあったのは──スペードのＡが五枚。

「な！　な、なんやねんその手はっ！」

　ばん。と両手でテーブルを叩き、聡美は和馬を睨み付けながら立ち上がった。

「知らないのか？　ファイブカード」

「ふざけんなや！　こんなんあり得へん手やんか！　認められるか！　そもそもどこから持ってきて──」

　立ち上がったことで、パンチパーマのまま床ゆかに伏ふせる剛の姿が目に飛び込んできた。

（剛が複製したカードを持ってきたんや……）

　オーラ範はん囲い内のモノを不幸から守る力。それで剛を守っていれば……

「このファイブカードは有効とします。今回の決戦闘兵、勝者は──浴場生徒会です」

「はあ？　待てや！　ロイヤルストレートフラッシュが一番強いんちゃうんか！」

「いえ、ファイブカードの方が上です」

「思った通り、『知らない幸運』は訪おとずれないようだな。根こん拠きよはないが」

「そ、そもそも、こんなん認められるか！　無効や！　ファイブカードはジョーカーを入れたモンを言うんや！　ジョーカーがないんやから、これは無効なはずやろ！」

「フォーカードの定義は、『同じ数字が四つ』です。この定義をファイブカードにも適用します。よって──このスペードのＡ五枚のファイブカード、有効ですっ！」

　香織はしっかりとした表情で断言した。これを否定するということは、剛の勝利も否定されてしまう。

　和馬は、香織が矛盾生徒会に対して苛いら立だちを覚えていたことを把は握あくしていた。決戦闘兵執しつ行こう部ぶは公平中立な立場でいなければならないのだが、新人の彼女には、その感情を抑おさえられないでいる。──和馬はこのファイブカードが有効になると確信していた。

　だから、安あん堵どの息は吐はかなかった。

「なんでや」

　聡美はイライラを前面に押し出して和馬に小さく問いかけた。

「ん？」

「自分はスク水に萌えるはずやろ！　なんで耐えられたんや！」

「確かに可愛いとは思ったさ。でもな、──『お前』じゃ無理なんだよ」

　聡美はぐっと奥歯を嚙みしめる。

「そもそも、自分の能力は心を読むなんてもんやない。なんでウチの考えが読めんねん」

　和馬は笑え顔がおを見せて、はあと息を吐いた。

「お前の敗因は、ポーカーなのにポーカーフェイスをしなかったことだ」

　聡美は目を見開いて拳こぶしを怒いかりに震ふるわせる。ムカついた。プライドという鼻をへし折られたことが、何よりもムカついた。

「もう一回や！　もう一回勝負せえ！」

　聡美は声を荒あららげる。

「負けたからって待ったを掛けるなら、一生勝負は終わらないわよ」

　呆あきれた声の理沙。決戦闘兵の結果を受け入れられないなんて、初心者のすることだ。

「どうします？」と聞いたのは、審しん判ぱんの香織だった。続行するかどうかは、本人たちのやる気次し第だいで、審判がとやかく言うことではないのだ。

「どうしても続けたいと？　そうなると、俺がもう一度するのはなー」

「誰が相手でも構わへん──もう一回、勝負や」

　これで、全すべての能力を把握した。あとは、相手に合わせて能力者を送り込むだけ。

「そうか。今の、ちゃんと聞いたな？」

「え？　あ、はい。では、誰でもいいという条件で再戦ということで！」

　和馬は香織に確かく認にんを取りつつ、席を立ち、携けい帯たい端たん末まつを取りだした。

「待たせたな。じゃあ、頼たのむわ」

　何の話なのだろうと、理沙や千里も小首を傾かしげている。

　がらがらがら……戸を開けて、携帯端末を持ちながら入ってきたのは──

「め、明めい鏡きよう止し水すい明日菜！　気き炎えん万ばん丈じよう譲じよう一いちまで……」

　矛盾生徒会の一人が、驚きよう愕がくの声を上げた。

　一人は、全身びちゃびちゃの少女。ヒールを履はいて、悠ゆう然ぜんと揺ゆれる水のようなスカート。水にきらきらと輝かがやく髪かみ。みずみずしい肌はだ。蒼鷹生徒会会長、『明鏡止水　明日菜』。

　そして、対照的に炎ほのおのような猛たけ々だけしい髪と、屈くつ強きようなアウトボクサーのような体つきをした長身の男。『気炎万丈　譲一』はタバコを吹ふかし、堂々たる態度で教室へ入ってくる。

「どうしてこんなところに……」「初めて見た」

　動どう揺ようする矛盾生徒会の面々を尻しり目めに、明日菜と譲一は中へと進む。

「あの、ここ、禁きん煙えんなんですけど」という香織の言葉は無視。

「ここからは、ワタクシたちが勝負致いたしますわ」

　もし、浴場生徒会が負けるようなことがあれば、仇かたきを取る。もし浴場生徒会が勝って、再戦を申し込んできたら、代わりをして欲しい。

　それが、火事のあとに家まで行って、和馬が明日菜に頼んだことだった。

　そう、聡美が提案してくることすら、和馬の計算通り。

「ま、待ちぃや！　そんなん認められへんわ！」

「誰でもいいという条件以外、再戦は受け入れられない」

「と、言ってますけど？」一歩も引かない和馬に、どうすればいいのかわからない香織。

　聡美はぐっと言葉を嚙みしめた。

「む、無理ですよ会長！　ここは引くべきです」

　この二人は学園最強の男と、学園最強の女。

　明日菜の『蒼鷹生徒会』のランキングは大生徒会に続き、──『第二位』だ。

　一六位と二位には、一〇四九位と一六位よりも圧あつ倒とう的てきな開きがあるのだ。

「ぐぬぬぬ……いやや！　やったる！　学園最強がなんぼのもんやねん！　こいつらも、いつかは倒たおす相手なんや！」

「そうこなくては、来た甲か斐いがありませんわ。ワタクシの和馬にケンカを売ったこと、後こう悔かいするがいいですわ。──譲一っ！」

　盛せい大だいに見得を切り、啖たん呵かを切った明日菜だが、席に着くのは譲一だった。

「さあ、始めようか。俺の作った施し設せつに火を放ったことも、ついでに後悔させてやるよ」

　縮れたタバコの小さな火が、急激に大きくなる。















　怒りの炎。一気に教室内の温度が上がる。

「じゃ、あとは任せた。拓哉ちゃんの様子を見てくるよ。殺気ちゃん、見届けお願いね」

「あ、私も行きますっ！　待って下さいよぉ、和馬さん！」

　こくりと頷うなずいた殺気を残して、和馬は早々と教室を後にする。慌あわてて千里もそれに続いた。

「貧乳、あんたのことは大だい嫌きらいだけど──頼んだわ」

　犬けん猿えんの相手に託たくすのは不本意だったが、これほど頼たよりになる奴やつはいないと、理沙は明日菜を実力者として認めていた。

「頼まれましたわ。化け乳」

　二人は顔を合わせなかったが、全く同じ笑みを浮うかべる。

　廊ろう下かに出た和馬は、最後の晩餐ダ・ヴインチの副作用により、意識を失っていた。
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　こうして、筋すじ肉にく食堂は早そう雲うん生徒会の管理下に戻った。

　筋すじ肉にく食堂で朝食の『鮭さけ納なつ豆とう定食納豆マシマシ』を食べていた和かず馬まの前で、『強きよう行こう突とつ破ぱ　千ち里さと』はずーんと落ち込んでいた。

「ご飯、頼まないの？」

「うう……だってぇ。私、生徒会長なのに、一勝も出来なかったんですよぉ？」

「でも、千里さんがいなかったら、誰だれも勝てなかったさ」

「え？　そうなんですか？」

「気付いてなかったんだ……」

　満面の笑みを浮かべた和馬は、溜ため息いきを吐つく。

「ホントに……ですか？」

「ああ。ホントに」

「こいつがこういう言い方をするときは、気休めじゃないわよ」

　和馬の言葉に、瞳ひとみに、千里は救われた。理り沙さの言葉に、嬉うれしかった。

　顔を赤く染めて、千里は上うわ目め遣づかいに、小さな声で言う。

「じ、じゃあ……ご褒ほう美び、貰もらってもいいですか」

「ご褒美？　納豆食べたいの？」

「そ、その……あの……頭を撫なでて欲しいなーなんて」

　恥はずかしそうに、小さく微ほほ笑えむ。

「いいよ」和馬は即そく答とうする。頭を撫でるなんてお安いご用だ。

「ホントですかぁ？　……えへへ……やったぁ」

　頰ほおをうっすらと赤く染めた千里は嬉しそうにそう言うと、和馬の隣となりへとやってくる。

　早さつ速そくさらさらの黒くろ髪かみを撫でようとしたが、和馬の手は空から振ぶりした。

　和馬の隣に座った千里は、そのまま頭を和馬の太ももへ乗せたのだ。

　和馬はそんな千里を微笑ましく見下ろしながら、そっと千里の髪を撫でた。まるで猫ねこにでもするように。

　千里の様子を、理沙は少し羨うらやましそうな目で見つめていた。







　朝食を済ませて、一いち期ご一いち会え区第三高等学校へ登校した和馬は、国語の授業に出る前に、呼び出しを受けていた。校舎の陰かげで四月の薄うすら寒さに震ふるえていると──待ち人が来る。

「はい、おはよー」顔も見ずに、適当な声で挨あい拶さつをする。

「ご機き嫌げんよう、和馬。感謝の意を伝えられに来ましたわ」

　ふふん、と鼻を鳴らす明あ日す菜な。どうしても二人きりで話がしたいと言われた。

「その節はどうもお世話になりました」

「それだけですの？」

「感謝してるさ。ホントに」

「では、ただ照れてるだけですわね？」

「うるせー。で、一六位、矛ほこ盾たて生徒会はどうなった？」

「完かん膚ぷなきまでに潰つぶしましたわ。一つの施設も残さずに──そう、もう矛盾生徒会なんてモノは存在しませんわ」

「相変わらず、容よう赦しやないねぇ」

「だからこそ、ワタクシを呼んだのでしょう？　容赦なく叩たたきつぶすために」

「そろそろ本題に入ろうか。呼んだ理由は？」

「そ・れ・は……」

　ずいっと明日菜は和馬に近づく。

「顔が近い」

「しー。誰にも聞かれてはいけませんわ」

　ひそひそ話をするために、囁ささやくような距きよ離りまで詰つめる必要があった。

　というのは口実で、ただ近づきたかっただけ。

「実はあの子──強行突破、千里さんのことなのだけれど」

「変な子だよな」

「もう、関かかわるのはお止やめなさい」

　明日菜の思いがけない言葉に、和馬は一いつ瞬しゆんだけ固まった。少し思考してから──

「理由を聞こうか。そのしたり顔は、よほどの情報を摑つかんだってことだろ？」

　冷静に話を続ける。

「初対面の時は、あの子の名字を存じませんでしたが、先日知って驚おどろきましたわ」

「強行突破家は、お前と同じ御ご三さん家けの一つだからな」




「ワタクシ、強行突破千里という人物を存じ上げてますが──彼女じゃありませんわ」




　明日菜の言葉は、衝しよう撃げき的だった。

「どういうことだ？」

「彼女は同どう姓せい同名の別人──あるいは、偽にせ者ものということになりますわね」

「確かなのか？」

「ええ。さらに、あのバカ乳は、そのことを知っているはずですわ。調べたところ、あの小こ汚ぎたないお食事処どころで働き出したのは、ちょうどこの町に千里さんが現れた日と同じ。……和馬、あなた何かに利用されているのですわ、だから、もう関わるのはお止よしになって」

　鬼おにの首を取ったように、明日菜はべらべらと説明した。

　和馬の知らない耳より情報。驚いた和馬の顔が、明日菜には快感だった。しかし──

「あっはははは……っ」

　明日菜は目を丸くする。笑ったのだ。和馬が。溜息を吐くことなく。

「な、何がおかしいんですの！　あなた、騙だまされてるんですわよ？」

「あははははは……ふいー。…………いいよ。騙されてても」

　明日菜の言葉に、むしろ和馬は千里に対しての興味を強めていた。

　おかしいとは思っていた。

　理沙から話を聞いていたからといって、はいそうですかと信じられる人間がどこにいる？

　千里は恐おそらく、初対面ではない。どこかで会ったことがあるのだろう。和馬は覚えていないが、千里が和馬を信じる理由は、きっとその過去にある。

　それを黙だまって、騙しているのだ。

　面おも白しろいじゃないか。

　その方が良い。……ただ『騙す』より、『騙しあう』方が面白い。

　明日菜は、こんなにも楽しそうに、嬉しそうに笑う和馬を見たのは、初めてだった。

「どうしてそこまで……何が目的ですの？　あの子で何をするつもりですの？」

「あの子は、大生徒会を倒たおす可能性を持っている。それを、俺は見届けたい」

「は？　自分の立場をお忘れですの？　あなたはこの升ます々ます学がく園えんの、いえ──」




「あなたはこの国の『王』なんですのよ？」




「ああ、分かってるさ」

　明日菜は和馬のことが理解出来なかった。この升々学園を統とう括かつする『大生徒会』の会長──つまり『王』その人である和馬が、自ら、『自分の』大生徒会を倒す存在を、作り上げようと言うのだ。

「つまり、自分で自分のラスボスを育てたい──ということなのですわね？　あの子にそんな力があるとは、ワタクシ到とう底てい思えませんわ」

「俺は、『萌もえ』というものが分からない。感じないんだ……お前の綺き麗れいな足を触さわっても、理沙のエロいおっぱいを触っても」

「千里さんは……違ちがうんですの？」

「ああ。彼女は俺に『萌え』を教えてくれる気がするんだ」

　明日菜は悔くやしかった。それは、明日菜の役目だと思っていたから。

　大生徒会の会長である和馬にふさわしいのは、自分であると信じていたから。








　浴よく場じよう生徒会。

　生徒会ランキング──一〇四八位。

　施し設せつ数──一。

　生徒会員数──二。

　強行突破　千里。

　豪ごう華か絢けん爛らん　理沙。

　以上。









　あとがき




　初めての方は初めまして。『これはゾンビですか？』もお読みの方はこんにちは。

　今一番ハマってる調味料は『ゆず胡こ椒しよう』の木村心一です。

　さて、『ロック・ペーパー・シザーズ』第一巻、いかがだったでしょうか？

　…………あかん。書きすぎた。まさかのあとがき二ページ。ついつい書きたいことが多すぎて、こんな感じになってしまいました。

　この作品を書いていて、私はこう思いました。

「萌もえってなんやねん」と。

　ぶっちゃけ、うん、萌えってなんやねん。可愛いと思う気持ちとはまた別な気がします。メイドになったからメイド萌え──そこにどういう感情があるんでしょう。

　和かず馬まは、そういう一いつ般ぱん的な思考を持っているのでしょうね。

　そして、その内『萌え』を見つけていくんでしょうね。




　さて、この『ロック・ペーパー・シザーズ』では、読者様より設定を募ぼ集しゆうしようと思っています。

『これはゾンビですか？』の毎巻あとがきを読んでる方はご存じでしょう。

　私はキン肉マン世代であり、ロックマン世代であり、ラジオ世代でもあるので、読者参加型と言いますか、皆みな様さまからキャラ設定を頂こうと思っております。

　募集項こう目もくは、名前、能力、設定の三つです。

　例を出すと──

名前『明めい鏡きよう止し水すい　明あ日す菜な』……名字は四字熟語になります。

能力『オーラ範はん囲い内全てを液体化』……能力名はこちらで決めます。扱あつかいきれない可能性があるので、適当に解かい釈しやくすることもあります。

設定『異性に触さわられると感じちゃう。いつもびちゃびちゃでみずみずしい』……ストーリーに応じて変へん更こうする可能性もございます。

　能力被かぶり、設定被りはホント申し訳ないです。悪者になってしまうこともあるので、思ってたのと違ちがうこともあると思います。それは──私の力量不足ということで許して下さいね。

　最後に謝辞を。

　この本を手にとって下さった皆様、ありがとうございます。

　QP:flapperさん。この仕事を受けて下さって、ありがとうございます。

　尺がなさ過ぎてありがとうしか言えねえ！　これからもよろしくお願いします。
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